
月

特集

https://berd.benesse.jp

特
集
　平
成
30
年
度
試
行
調
査
の
問
題
に
見
る「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」で
求
め
ら
れ
る
力
と
そ
の
育
成
の
あ
り
方

　

8 K VO L 6

ビュー２１　高校版　Volume6　２０１9年2月号
２０１9年2月15日発行／通巻第３74号　発行人 山﨑昌樹　編集人 春名啓紀　発行所（株）ベネッセコーポレーション　ベネッセ教育総合研究所
VIEW21編集部　〒163-0415　東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビルディング
© Benesse Corporation 2019

［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

真・読解力とは？

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ
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平成30年度試行調査の問題に見る
大学入学共通テストで
求められる力と
その育成のあり方

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

栃木県立足利工業高校
　
主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

英語　千葉県立柏陵高校　玉谷純基

化学　長崎県・私立長崎南山中学校・高校　德田憲一郎
　
指導変革の軌跡

秋田県・私立秋田修英高校

しるべ

はくりょう たま や じゅん き
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師になったばかりの私は、生徒と信頼関係を

築けずに悩んでいました。今考えるとその原

因は明白で、「教師は立派でなければいけない」「生

徒の手本であるべきだ」と思い込み、生徒に一方的

に厳しく接していたことにありました。そんなある

日、Ａ先生が集会で自身の受験の失敗談を話し、生

徒の共感を集めていました。Ａ先生にそのねらいを

聞くと、「教師は神様ではない。生徒と同じ目
線で語らないと」と言われました。その言葉に、自分

に足りない点を指摘された気がしましたが、当時の

私は自分の弱さを見せる勇気が持てませんでした。

　６年目に初めて担任を持つと、悩みは一層深まり

ました。依然として生徒との関係づくりが苦手で、

学級がまとまりませんでした。思い悩む中で思い出

したのが、Ａ先生の言葉でした。教師である以前に、

自分は不完全な１人の人間である。それから目をそ

らして厳しく指導するだけでは、生徒はついてこな

い。そう気づき、生徒の目線で話を聞き、対話する

ことで、関係性をつくり直そうと努めました。

　効果は徐々に表れました。指導するんだという気

負いがなくなって接すると、生徒は驚くほど本音で

話してくれるようになりました。Ａ先生のように時

には失敗談を話すと、親近感を持ってくれる生徒が

増えました。生徒との距離は少しずつ近づき、「あの

先生は話をちゃんと聞いてくれる」と、生徒からの

評判が聞こえてくるようになりました。

徒に素の自分を見せるという考え方は、教科

指導も大きく変えました。私は、英語科教師

ですが、流暢に英語を話せないからと、文法や訳読

を中心とした指導をしていました。生徒の前で失敗

し、恥をかくのを避けるためです。

　２年前、この問題に決着をつけようと、生徒に「私

は、英語教師でありながら英語を流暢に話せない。

それでも一生懸命に話すから、君たちも一緒に学ん

でほしい」と、思い切って伝えたのです。生徒から

の信頼を失うのではないかと、内心は恐ろしくてし

かたありませんでした。しかし、大勢の生徒が、私

の話を真剣に聞いてくれました。

　気持ちが吹っ切れた私は、生徒に英語で語りかけ、

コミュニケーション活動を積極的に行うようにしま

した。次第に生徒も大きな声で英語を話し、授業後

には集まって振り返りをする姿が見られるようにな

りました。質問に来る生徒も増え、以前より頼られ

ていると感じるようにもなりました。

　今も流暢とは言い難いですが、ほぼオールイング

リッシュで授業を進めていると胸を張って言えるほ

ど、私の英語力は伸びました。「失敗を恐れていては、

成長もない」─そのことが、私の姿を通して生徒

に伝わるよう、努力しています。

れからの時代に生徒が大きく羽ばたくために

欠かせないのが、自ら考え、行動する力です。

その出発点は、自分の弱さを自覚し、目標を持って

挑戦することだと思います。決して簡単なことでは

ありませんが、これからも私自身が挑戦し続ける姿

を見せて、生徒が一歩を踏み出す勇気につながれば、

教師としてこれ以上の喜びはありません。

No. 012
兵庫県立加古川南高校

上田慎志先生
うえだ・しんじ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴１４年。同校に赴任して４年目。２
学年副主任。英語科担当。

兵庫県立加古川南高校　全日制／総合学科
／１学年約 240人／2018 年度入試合格
実績（現役のみ）：国公立大は、兵庫教育大、
徳島大、都留文科大、山口県立大に４人が
合格。私立大は、同志社大、近畿大、関西
学院大、甲南大などに延べ193人が合格。

教

こ

生

情熱教師 F i l e 12

今月の表紙　茨城県・私立水
すい

城
じょう

高校　鳴
な る し ま

島　崇先生

生 徒 と 紡 ぐ

鳴島　崇先生　教職歴 14 年。同校に赴
任して14 年目。学習指導部（探究活動、
カリキュラム・マネジメント担当）。

茨城県・私立水城高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 600 人／ 2018 年度入
試合格実績（現浪計）国公立大は、茨城大、筑波大、東京大、京都大などに 202
人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 773 人が合格。

可能性を拓
ひ ら

く
　　　物理の授業では２年間、お世話になりました！
初めは物理が苦手でしたが、先生に週２～3回質問し
に行っていたら、いつの間にか得意になっていました。
　　　教科書に載っている以外の解法を自分で考えよ
うとする姿勢になってから、質問のレベルが上がった
よね。粘り強く取り組んだ成果だよ。
　　　先生はどんなに基本的な質問でも丁寧に教えて
くれるので、質問に行きやすいし、１回1回うなずき
ながら聴いてくれるから、安心して話せるんです。
　　　そうそう。先生に説明しているうちに頭の中で
問題が整理されていって、「あっ、分かった！」と、自
分で答えにたどり着くこともありました。
　　　気になることは人それぞれだから、どんな話で
も最後まで聴こうと心がけているよ。苦手科目でも、質
問に来れば来るほど、その科目に触れる機会が増える
わけだから、それを続けていけば必ず伸びると思うんだ。
　　　私は、インターアクト部（＊）の活動報告を地域
で行う時に、その前の練習で先生から姿勢や声の大き
さ、話す速さなどをアドバイスしてもらったおかげで、
自信を持って発表できました。

　　　50人以上を前に堂々と発表した姿は見事だっ
たよ！　その後、台湾の高校との交流や高齢者施設の
訪問など、より積極的に活動するようになったよね。
　　　学校外の人と大勢出会って、ほかではできない
ような経験ができました。この部に入ってよかったです。
　　　僕は、探究活動で先生から実験結果の記録の仕
方や測定範囲の決め方など、研究のための実験方法を
基礎から教えてもらい、研究の面白さに目覚めました！
　　　研究のレポートが廊下に貼り出されたよね。
　　　クラスで評価されたのは、大きな自信になりま
した。先生が紹介してくださった、研究テーマに詳し
い先生と話をしたら、ますます興味が湧いて、大学で
も研究したいと思っています。
　　　クラスマッチや文化祭では、先生のアイデアを
取り入れたら１年生でも上位の成績を残せて、やれば
できるんだと思えたし、クラスがまとまっていきました。
　　　みんながたくさんの経験を積めるよう、道を開
くのが教師だと思うんだ。経験して自信がつけば、新
しいことにも自分から飛び込んでいけるでしょ？　その
連鎖をつくり出せる教師でありたいと思っているよ。

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

生徒

＊青少年または高校生のための社会奉仕活動を行う部活動。

先生
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

１、２年生　三者面談シート

 34 英語
  千葉県立柏

はく

陵
りょう

高校　玉
た ま

谷
や

純
じゅん

基
き

  ペアワークを中心に音読や問題に取り組ませ、
  主体的に学びに向かう態度を養う

 38 化学
  長崎県・私立長崎南山中学校・高校　德田憲一郎
  毎授業行う目標設定と振り返りを通じて、
  自分の学び方を確立させる

 42 秋田県・私立秋田修英高校
  学力向上・多様な希望進路の実現
  全教師が連携して生徒一人ひとりと向き合い、
  意欲的な学習集団を形成

 4 「大学入学共通テスト　平成30年度試行調査」
  教科・科目別出題分析
  4国語　8地理歴史　11公民　12数学　16理科　20英語
  22出題分析と現場の声から見えてきた「求められる力」
 23 座談会

  試行調査の問題を解く上で必要とされた「読解力」とは何だったのか？
  大阪教育大学附属高校天王寺校舎　河

かわ

田
た

良
りょう

子
こ

／神戸大学附属中等教育学校　高木　優
すぐる

／
  東京都立西高校　寺島　求

もとむ

／高知県立高知西高校　高野和幸

 27 事例●　大阪府・私立明
めいせい

星中学校・高校
  エッセー作成を通して、多様な情報を整理し、
  自分の言葉でアウトプットする力を養う

2

46

34

42
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真・読解力とは？
◎ PISA2015の結果において、日
本の子どもたちが国際的には引き
続き平均得点が高い上位グループ
に位置しているものの、前回調査と
比較して平均得点が有意に低下し
ている力であると指摘されて以来、
注目されているのが「読解力」で
す。実際、読解力の低下を課題に
挙げられる先生は、少なくありませ
ん。そして、先生方がご指摘する
読解力は、単に文章を読み、その
内容を理解するといった力にとどま
らないようです。今、課題視されて
いる読解力とは、どのような資質・
能力なのか。特集では、昨年実施
された「大学入学共通テスト」の
２回目の試行調査の問題分析を通
して、その本質に迫っていきます。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  生徒とともに未来を考える教職員研修
  ─滋賀県立水

みなくち

口東中学校・高校による教職員研修リポート─

54

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 50 早稲田大学　文化構想学部 
  LGBTなど性の多様性を学ぶ先端的な科目を設置し、時代を創る人材を育成
 52 豊田工業大学　工学部
  分野横断型のハイブリット工学を学び、次世代の国際産業リーダーを目指す

50

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「教師は神様ではない!!」
  兵庫県立加古川南高校　上田慎

し ん

志
じ

巻末

68

VIEW’S REPORT
 62 専門職大学シンポジウム「次代のプロフェッショナルを育む大学へ
  ─ 55年ぶりの新制度『専門職大学』とは─」開催
  様々な分野を深く、実践的に学び、
  未来を創造するアイデアを育む
 66 2020年４月実施に向け、新たな奨学金の制度化が大詰め
  「高等教育無償化」で広がる学びの可能性

62

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

32
 32 栃木県立足利工業高校
  「足

あしこう

工ステップアップシート」で授業ごとの到達目標を言語化し、
  達成状況の確認や評価に活用

平成30年度試行調査の問題に見る
「大学入学共通テスト」で
求められる力とその育成のあり方

特別企画　都教委の挑戦

  第３回　探究学習の推進
  東京都教育委員会、東京都立南多摩中等教育学校

58

VIEW21編集部が
カリキュラム・マネジメントのワークショップを開催！

詳しくは、31ページをご覧ください
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まもなく迎える2019年度は、「大学入学共通テスト」実施の前年度となる。
あと2年間で、生徒にどんな資質・能力を、どのような指導を通して身につけさせればよいのか、

多くの教師が模索しているようだ。その指導を考える上での指針ともなるのが、
大学入試センターが実施する「大学入学共通テスト」の導入に向けた試行調査（プレテスト）だ。

そこで、今号では、2018年 11月10日、11日に実施された 2回目の試行調査で出された問題の分析を通じて、
「大学入学共通テスト」で求められる力と、その育成に必要な指導のあり方について考えていく。

S p e c i a l  I s s u e 特 集

＊独立行政法人大学入試センター「平成 30 年度試行調査（プレテスト）実施概要」を基に編集部で作成。

平成30年度試行調査の問題に見る
大学入学共通テストで

求められる力と
その育成のあり方

「大学入学共通テスト」の導入に向けた平成30年度試行調査（プレテスト）実施概要
区分 Ａ日程 Ｂ日程

会場 各大学が設定（監督者は各大学の教職員）

日程 平成 30 年 11月10日（土）午後 平成 30 年 11月10日（土）、11日（日）の２日間 午前・午後

対象
者

高等学校２年生以上
（中等教育学校後期課程の相当する学年を含む）

原則、高等学校３年生（中等教育学校後期課程の相当する学年を含む）
※各校の実情により、履修が終了している場合は、高等学校２年生の受検も可能。

受検
者数 68,409人

形態 全員が国語、数学①を受検
パターン

受検パターンにより実施教科・科目が異なる
１ ２

実
施
教
科
・
科
目

国語 「国語」（100分） ○ ○ 国語 「国語」（100分）

数学① 「数学Ⅰ・数学Ａ」（70分） ○ ○ 数学① 「数学Ⅰ・数学Ａ」（70分）
○ 数学② 「数学Ⅱ・数学Ｂ」（60分）

○ 地理歴史・
公民

「世界史Ｂ」「日本史Ｂ」「地理Ｂ」「現代社会」「倫理」
「政治・経済」から 2科目（130分）《２科目必答》

○ ○ 外国語 「英語（筆記（リーディング））」（80分）
「英語（リスニング）」（40分）

○ 理科① 「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」から
２科目（60分）《２科目必答》

○ 理科② 「物理」「化学」「生物」「地学」から
２科目（130分）《２科目必答》

2 Februar y  2019
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求められる「読解力」と、その育成に必要な指導のあり方

O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

平成30年度試行調査の問題の分析を通じて考える、
「大学入学共通テスト」で求められる力と、その育成に必要な指導のあり方

「社会とのかかわり」や「探究活動」を意識した問題設定
◎すべての教科・科目で、「日常生活」や「社会の事象」を意識した素材を出題
◎グループワークの場面が扱われるなど、「探究」を意識した出題

複数の資料を読み取り、情報を統合・考察する力の重視
◎「文章」だけでなく、「グラフ」「図表」など、複数の資料が扱われる
◎文章や資料なども含め、現行のセンター試験より全体的に分量が増加し、思考力・読解力がより問われる

記述式問題＋新形式のマーク式問題により、解答形式が多様化
◎根拠を示しながら論理的に記述する力が問われる（国語、数学Ⅰ・Ａ）
◎「正解が複数ある」「解なし」など、従来とは異なるマーク式設問

平成30年度試行調査の出題の特徴
「大学入学共通テスト　平成30年度試行調査」教科・科目別出題分析【P.4 ～22】

現場の教師の多くが挙げた、今回の試行調査の問題を解く上で
求められたと感じた力＝「読解力」

国語科
大阪教育大学附属高校天王寺校舎

河
か わ

田
た

良
りょう

子
こ

地理歴史科
神戸大学附属中等教育学校

高木 優
すぐる

数学科
東京都立西高校

寺島 求
もとむ

理科
高知県立高知西高校

高野和幸

生徒の自由な思考、多様な意見を
教師が価値づけしていく授業を

エッセー作成を通して、多様な情報を整理し、
自分の言葉でアウトプットする力を養う
大阪府・私立明

め い せ い

星中学校・高校

「読解力の育成」を教科共通の課題と
することで、〝カリマネ〟を推進する

思考を活性化させる問いづくりには、
教師同士の研鑽が必要

生徒は授業中の試行錯誤によって
本質に迫る読解力を獲得する

1

特徴
1

特徴
2

特徴
3

2

事例
【P.27～30】

座談会
【P.23 ～26】
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今
回
の
試
行
調
査
の
国
語
は
、
５
大
問

で
構
成
さ
れ
た
。

　

段
階
評
価
と
な
る
第
１
問
の
記
述
式
問

題
は
、
２
つ
の
論
理
的
な
文
章
を
参
考
に

探
究
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
い
う
設
定
で
、

３
問
出
題
さ
れ
た
。
問
３
で
は
約
３
０
０

字
の
文
章
資
料
が
追
加
さ
れ
、
80
字
か
ら

１
２
０
字
の
字
数
設
定
で
の
記
述
が
課
さ

れ
た
。

　

第
２
問
以
降
は
マ
ー
ク
式
問
題
で
、
現

代
文
２
題
（
３
つ
の
表
を
含
ん
だ
論
理
的

な
文
章
、
著
作
権
法
の
条
文
、
そ
れ
ら
を

第
１
問　
次
の
【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
は
、
ま
こ
と
さ
ん
が
「
ヒ
ト
と
言
語
」
に
つ
い
て
の
探
究
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
と
き
に
参
考
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
〜
３
）
に
答
え
よ
。
な
お
、
解
答
の
際
に
「
指
差
し
」「
指
さ
し
」
な
ど
、

【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
で
表
記
の
異
な
る
語
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
の
表
記
で
も
よ
い
も
の
と
す
る
。

問
３　
「
ヒ
ト
の
指
差
し
」
と
指
示
語
に
つ
い
て
も
考
え
た
ま
こ
と
さ
ん
は
、
次
の
【
資
料
】
を
見
つ
け
、
傍
線
部
「
指
さ
さ
れ
た
も
の
が
、

話
し
手
が
示
し
た
い
も
の
と
同
一
視
で
き
な
い
ケ
ー
ス
」
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
ま
こ
と
さ
ん
は
、「
話
し
手
が
地
図
上
の
地
点
を

指
さ
す
」
行
為
も
こ
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
こ
と
に
気
付
き
、【
文
章
Ⅰ
】
と
【
文
章
Ⅱ
】
に
記
さ
れ
た
「
指
差
し
」
の
特
徴
か
ら
、

第
１
問
（
記
述
式
問
題
）　
問
３

【
文
章
Ⅰ
】
鈴す
ず

木き

光こ
う

太た

郎ろ
う

『
ヒ
ト
の
心
は
ど
う
進
化
し
た
の
か
―
―
狩
猟
採
集
生
活
が
生
ん
だ
も
の
』
に
よ
る
。

【
文
章
Ⅱ
】
正ま
さ

高た
か

信の
ぶ

男お

『
子
ど
も
は
こ
と
ば
を
か
ら
だ
で
覚
え
る　

メ
ロ
デ
ィ
か
ら
意
味
の
世
界
へ
』
に
よ
る
。

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
　

平
成
30
年
度
試
行
調
査
」

教
科
・
科
目
別
出
題
分
析

２
０
１
７
年
に
続
き
、
18
年
11
月
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
試
行
調
査
が
行
わ
れ
、
全
６
教
科
18
科
目
の
問
題
が
公
表
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
主
要
な
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
問
題
と
そ
の
特
徴
を
分
析
。

前
回
の
試
行
調
査
を
経
て
、
い
ず
れ
の
教
科
・
科
目
も
問
題
の
情
報
量
や
難
易
が
調
整
さ
れ
た
出
題
と
な
っ
た
。

国
語

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
へ
の

対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
構
成

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

（
※
編
集
部
注:

【
文
章
Ⅰ
】【
文

章
Ⅱ
】
の
本
文
は
略
）
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参
考
に
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
用
い
た
出

題
と
、文
学
的
な
文
章
は
小
説
で
は
な
く
、

詩
と
エ
ッ
セ
イ
か
ら
の
出
題
）、
古
典
２

題
（
古
文
、
漢
文
）
の
構
成
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
古
典
の
大
問
４
、 

５
で
は
会
話
文

を
用
い
た
出
題
も
あ
っ
た
。

　

第
１
問
の
記
述
式
問
題
は
、「
指
差
し
」

と
「
言
語
」
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

書
か
れ
た
複
数
の
論
理
的
な
文
章
を
読
ん

で
、
そ
れ
ぞ
れ
30
字
以
内
、
40
字
以
内
、

80
字
以
上
１
２
０
字
以
内
で
答
え
る
も
の

だ
っ
た
。
特
に
問
３
で
は
、
あ
る
現
実
的

な
事
象
を
【
資
料
】
に
示
さ
れ
た
テ
キ
ス

ト
の
内
容
に
あ
て
は
め
、
経
験
や
既
有
知

識
に
基
づ
い
て
情
報
を
整
理
し
て
論
理
的

に
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
２
問
（
論
理
的
な
文
章
）
の
問
６
は
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
と
い
う
場
面
設
定

の
中
で
、
本
文
の
要
旨
を
踏
ま
え
て
空
欄

に
あ
て
は
ま
る
内
容
を
考
え
る
問
題
。
本

文
に
は
な
い
具
体
的
な
事
象
に
つ
い
て
、

示
さ
れ
た
資
料
（
著
作
権
法
）
と
引
き
比

べ
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
、
情
報
を
統

合
し
て
考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
４
問
（
古
文
）
の
問
５
は
、
授
業
の

な
ぜ
「
同
一
視
で
き
な
い
ケ
ー
ス
」
で
も
「
話
し
手
が
示
し
た
い
も
の
」
を
理
解
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と

に
し
た
。
ま
こ
と
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。
後
の
⑴
〜
⑷
を
満
た
す
よ
う
に
書
け
。

【
資
料
】

⑴　

二
つ
の
文
に
分
け
て
、
全
体
を
八
十
字
以
上
、
百
二
十
字
以
内
で
書
く
こ
と
（
句
読
点
を
含
む
）。

⑵　

一
文
目
は
、「
話
し
手
が
地
図
上
の
地
点
を
指
さ
す
」
行
為
が
「
指
さ
さ
れ
た
も
の
が
、
話
し
手
が
示
し
た
い
も
の
と
同
一
視
で

き
な
い
ケ
ー
ス
」
で
あ
る
こ
と
を
、【
資
料
】
に
示
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
例
に
当
て
は
め
て
書
く
こ
と
。

⑶　

二
文
目
は
、
聞
き
手
が
「
話
し
手
が
示
し
た
い
も
の
」
を
理
解
で
き
る
理
由
に
つ
い
て
書
く
こ
と
。
た
だ
し
、
話
し
手
と
聞
き

手
が
地
図
の
読
み
方
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
は
書
か
な
く
て
よ
い
。

⑷　

二
文
目
は
、「
そ
れ
が
理
解
で
き
る
の
は
」
で
書
き
始
め
、「
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
文
末
で
結
ぶ
こ
と
。

「
話
し
手
が
何
を
指
し
て
い
る
か
」
を
明
確
に
示
す
に
は
、「
あ
れ
」「
こ
れ
」「
そ
れ
」
の
よ
う
な
指（
注
１
）

示
詞
や
、「
あ
の
」「
こ
の
」「
そ
の
」
を

伴
う
一
般
名
詞
を
使
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
指
さ
し
」
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
伴
わ
せ
る
の
が
有
効
で
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
そ
う
や
っ
て
指

さ
さ
れ
た
も
の
が
、
話
し
手
が
示
し
た
い
も
の
と
同
一
視
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
指
さ
し
に
よ
っ
て
示
さ

れ
た
も
の
が
、
そ
れ
自
体
、
文
字
や
写
真
な
ど
「
何
か
を
表
す
も
の
」
で
あ
る
場
合
で
す
。
た
と
え
ば
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ

て
い
る
料
理
の
名
前
、
あ
る
い
は
料
理
の
写
真
を
指
さ
し
て
「
こ
れ
に
し
よ
う
」
と
言
っ
た
場
合
、「
こ
れ
」
で
指
示
さ
れ
て
い
る
の
は
指
さ

し
の
直
接
の
対
象
で
あ
る
文
字
や
写
真
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
文
字
や
写
真
が
表
し
て
い
る
料
理
で
す
。

（
川か
わ
ぞ
え
あ
い

添
愛
『
自オ
ー
ト
マ
ト
ン

動
人
形
の
城　

人
工
知
能
の
意
図
理
解
を
め
ぐ
る
物
語
』
に
よ
る
。）

（
注
）
１　

指
示
詞
―
―
「
指
示
語
」
の
こ
と
。

正答の条件を全て満たしている解答の例

例１ • 話し手が地図上の地点を指さすこと
で、指示されているのは地図そのもの
ではなく、地図が表している場所であ
ることが聞き手には理解できる。それ
が理解できるのは、他者の視点に立
つ能力があるからである。（95 字）

例２  • 地図上の地点を指差して「ここに行き
たい」と言った場合、「ここ」が示し
ているのは地図の実際の場所である。
それが理解できるのは、指さした人
間の位置に身を置くことで、指さされ
た人間が指さした人間と同一のイメー
ジをもつことが可能になるからであ
る。（119 字）

例３  • 地図上の地点を指差して「ここに駅が
ある」と言った場合、「ここ」が示し
ているのは地図に対応している実際
の駅である。それが理解できるのは、
指さされた人間が指さした人間の視
点に立つことで、実際に示したいもの
を想像するからである。（111 字）

正答の条件

正答の条件は次の５つとする。
①　80 字以上，120 字以内で書かれているこ
と。

②　二つの文に分けて書かれていて，二文目
が，「それが理解できるのは」で書き始めら
れ，「からである。」で結ばれていること。

　　ただし，二文目が「理解ができるからで
ある。」で結ばれているものは正答の条件
②を満たしていないこととなる。

③　一文目に，話し手が地図上の地点を示し
ているということが書かれていること。

④　一文目に，話し手が指示しようとする対
象が実際の場所だということが書かれてい
ること。

⑤　二文目に，次のいずれかが書かれている
こと。
なお，両方書かれていてもよい。
• 指差した人間の視点に立つということ。
• 指差した人間と同一のイメージを共有
できるということ。

情
報
を
比
較
・
検
討
し
、

統
合
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

特集

平成30年度試行調査の問題に見る
大学入学共通テストで求められる力とその育成のあり方
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一
場
面
を
想
定
し
た
設
問
。
本
文
で
引
き

歌
と
し
て
用
い
ら
れ
た
歌
に
つ
い
て
の
資

料
を
参
考
に
し
て
、
本
文
の
解
釈
と
し
て

適
当
な
も
の
を
考
え
る
と
い
う
問
題
だ
っ

た
。
こ
こ
で
も
、
複
数
の
文
章
を
比
較
・

関
連
づ
け
て
考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

＊

　

現
代
文
、古
典
い
ず
れ
の
各
大
問
で
も
、

複
数
の
、
多
様
な
テ
キ
ス
ト
を
比
較
・
検

討
す
る
な
ど
、
情
報
を
統
合
し
て
考
え
る

力
が
求
め
ら
れ
た
。
複
数
の
文
章
・
資
料

を
比
較
・
検
討
し
て
答
え
を
導
く
問
題
は
、

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
お
け
る
典

型
的
な
出
題
パ
タ
ー
ン
の
１
つ
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。
同
じ
事
象
に
つ
い
て
異
な

る
観
点
か
ら
書
か
れ
た
複
数
の
文
章
を
読

み
比
べ
る
な
ど
、
多
様
な
見
方
・
考
え
方

に
触
れ
、
共
通
点
や
差
異
に
着
目
し
な
が

ら
情
報
を
整
理
す
る
練
習
を
、
生
徒
に
は

平
素
か
ら
積
ま
せ
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
回
の
試
行
調
査
で
は
、
問
題

解
決
が
必
要
な
場
面
設
定
の
中
で
情
報
を

読
み
取
り
、
考
え
を
説
明
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
授
業
に
お
い
て
は
、テ
ー
マ
・

課
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
す
る
な
ど

の
言
語
活
動
の
場
面
を
通
し
て
、「
何
が

問
わ
れ
て
い
る
の
か
」
を
捉
え
る
「
メ
タ

的
な
視
点
」
を
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
。
そ
の
際
、
議
論
の
内
容
を
既
有
知
識

正解　　　　　　　……2─4─6（順序を問わない）10 ─11─12

第
２
問　
次
の
【
資
料
Ⅰ
】
は
、【
資
料
Ⅱ
】
と
【
文
章
】
を
参
考
に
作
成
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
で
あ
る
。【
資
料
Ⅱ
】
は
著
作
権
法
（
二
〇
一
六
年
改
正
）

の
条
文
の
一
部
で
あ
り
、【
文
章
】
は
名な

和わ

小こ

太た

郎ろ
う

の
『
著
作
権
２
．
０　

ウ
ェ
ブ
時
代
の
文
化
発
展
を
め
ざ
し
て
』（
二
〇
一
〇
年
）
の
一
部
で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、後
の
問
い
（
問
１
〜
６
）
に
答
え
よ
。
な
お
、設
問
の
都
合
で
【
文
章
】
の
本
文
の
段
落
に
1

〜
18
の
番
号
を
付
し
、

表
記
を
一
部
改
め
て
い
る
。（
配
点　

50
）

「著作権法」（抄）
　 （目的）
第一条　この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有線放送に関し著作者の権利及びこれ
に隣接する権利を定め、これらの文化的所産の公正な利用に留意しつつ、著作者等の権利の保護を
図り、もつて文化の発展に寄与することを目的とする。
　 （定義）
第二条　この法律において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
一 　著作物　思想又は感情を創作的に表現したものであつて、文芸、学術、美術又は音楽の範囲
に属するものをいう。
二　著作者　著作物を創作する者をいう。
三 　実演　著作物を、演劇的に演じ、舞い、演奏し、歌い、口演し、朗詠し、又はその他の方法
により演ずること（これらに類する行為で、著作物を演じないが芸能的な性質を有するものを含む。）
をいう。

　 （技術の開発又は実用化のための試験の用に供するための利用）
第三十条の四　公表された著作物は、著作物の録音、録画その他の利用に係る技術の開発又は実用
化のための試験の用に供する場合には、その必要と認められる限度において、利用することができる。
　 （営利を目的としない上演等）
第三十八条　公表された著作物は、営利を目的とせず、かつ、聴衆又は観衆から料金（いずれの名義
をもつてするかを問わず、著作物の提供又は提示につき受ける対価をいう。以下この条において同じ。）
を受けない場合には、公に上演し、演奏し、上映し、又は口述することができる。ただし、当該上演、
演奏、上映又は口述について実演家又は口述を行う者に対し報酬が支払われる場合は、この限りで
ない。
　 （時事の事件の報道のための利用）
第四十一条　写真、映画、放送その他の方法によつて時事の事件を報道する場合には、当該事件を
構成し、又は当該事件の過程において見られ、若しくは聞かれる著作物は、報道の目的上正当な範
囲内において、複製し、及び当該事件の報道に伴つて利用することができる。

【資料Ⅰ】

【資料Ⅱ】

問
６　
【
資
料
Ⅰ
】
の
空
欄 　
　
　

に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
①
〜
⑥
の
う
ち
か
ら
三
つ
選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。
解
答
番

号
は　
　
　

〜　
　
　

。

①　
原
曲
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
演
奏
す
る
こ
と

②　
楽
団
の
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
演
奏
会
で
あ
る
こ
と

③　
誰
で
も
容
易
に
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
曲
を
用
い
る
こ
と

④　
観
客
か
ら
一
切
の
料
金
を
徴
収
し
な
い
こ
と

⑤　
文
化
の
発
展
を
目
的
と
し
た
演
奏
会
で
あ
る
こ
と

⑥　
演
奏
を
行
う
楽
団
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と

a

10

12

（
※
編
集
部
注

：【
文
章
】
の
本
文
は
略
）

第
２
問
（
論
理
的
な
文
章
）　
問
６

□

□
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や
経
験
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
な
ど
、
抽

象
的
な
内
容
を
現
実
的
な
事
象
に
あ
て
は

め
て
（

≒

演
繹
的
に
推
論
し
て
）
考
え
を

ま
と
め
る
練
習
や
、
筆
者
が
読
み
手
（

≒

受
け
手
）
に
対
し
て
用
い
て
い
る
表
現
方

法
な
ど
に
も
着
目
さ
せ
た
い
。

　

今
回
の
試
行
調
査
に
お
い
て
も
前
回
同

様
、
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
正
答
例
、

正
答
の
条
件
が
公
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

今
回
初
め
て
評
価
の
段
階
表
と
正
答
の
条

件
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
段
階
評
価
の
イ

メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、
自
分
の
解
答
が
正
答

の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
「
振
り
返
り
」
活
動
を
行
う
こ
と

は
、
自
己
採
点
の
正
確
性
の
訓
練
だ
け
で

な
く
、
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
活
動
と
し

て
今
後
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

正解　　　　　……2─6（順序を問わない）7─8

第
４
問　
次
の
文
章
は
『
源
氏
物
語
』「
手て

習な
ら
い」

巻
の
一
節
で
あ
る
。
浮う
き
ふ
ね舟

と
い
う
女
君
は
、
薫
か
お
る

と
い
う
男
君
の
思
い
人
だ
っ
た
が
、
匂
に
お
う
の
み
や

宮
と
い
う
男

君
か
ら
強
引
に
言
い
寄
ら
れ
て
深
い
関
係
に
な
っ
た
。
浮
舟
は
苦
悩
の
末
に
入じ

ゆ
す
い水
し
よ
う
と
し
た
が
果
た
せ
ず
、
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、

比ひ

叡え
い
ざ
ん山
の
ふ
も
と
の
小お

の野
の
地
で
暮
ら
し
て
い
る
。
本
文
は
、
浮
舟
が
出
家
を
考
え
つ
つ
、
過
去
を
回
想
し
て
い
る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
を

読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
〜
５
）
に
答
え
よ
。（
配
点　

50
）

（
※
編
集
部
注

：

文
章
の
本
文
は
略
）

問
５　
次
に
掲
げ
る
の
は
、
二
重
傍
線
部
「
か
か
れ
と
て
し
も
」
に
関
し
て
、
生
徒
と
教
師
が
交
わ
し
た
授
業
中
の
会
話
で
あ
る
。
会
話
中
に
あ
ら
わ
れ
る
遍へ

ん

昭じ
よ
うの

和
歌
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え
る
二
重
傍
線
部
「
か
か
れ
と
て
し
も
」
の
解
釈
と
し
て
、
会
話
の
後
に
六
人
の
生
徒
か
ら
出
さ
れ
た
発
言
①
〜
⑥
の
う
ち
、
適
当
な

も
の
を
二
つ
選
べ
。
た
だ
し
、
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。
解
答
番
号
は　
　
　

・　
　
　

。

生
徒　

先
生
、
こ
の
「
か
か
れ
と
て
し
も
」
と
い
う
部
分
な
ん
で
す
け
ど
、
現
代
語
に
訳
し
た
だ
け
で
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
ど
う
考
え
た
ら
い
い
で
す
か
。

教
師　

そ
れ
は
、

　
　
　
　

た
ら
ち
ね
は
か
か
れ
と
て
し
も
む
ば
た
ま
の
我わ

が
黒
髪
を
な
で
ず
や
あ
り
け
む

　
　

と
い
う
遍
昭
の
歌
に
基
づ
く
表
現
だ
か
ら
、
こ
の
歌
を
知
ら
な
い
と
分
か
り
に
く
か
っ
た
だ
ろ
う
ね
。
古
文
に
は
「
引
き
歌
」
と
い
っ
て
、
有
名
な
和
歌
の
一
部

を
引
用
し
て
、
人
物
の
心
情
を
豊
か
に
表
現
す
る
技
法
が
あ
る
ん
だ
よ
。

生
徒　

そ
ん
な
技
法
が
あ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
和
歌
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

教
師　

遍
昭
の
歌
が
詠
ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
遍
昭
集
』
と
い
う
歌
集
が
詳
し
い
よ
。
歌
の
右
側
に
は
、

　
　

な
に
く
れ
と
い
ひ
あ
り
き
し
ほ
ど
に
、
仕つ

か

ま
つ
り
し
深ふ
か
く
さ草
の
帝み
か
ど

隠
れ
お
は
し
ま
し
て
、
か
は
ら
む
世
を
見
む
も
、
堪た

へ
が
た
く
か
な
し
。
蔵
人
の
頭
の
中
将

な
ど
い
ひ
て
、
夜
昼
馴な

れ
仕
ま
つ
り
て
、「
名
残
り
な
か
ら
む
世
に
交ま

じ
ら
は
じ
」
と
て
、
に
は
か
に
、
家
の
人
に
も
知
ら
せ
で
、
比ひ

え叡
に
上
り
て
、
頭か
し
ら

下

ろ
し
侍
り
て
、
思
ひ
侍
り
し
も
、
さ
す
が
に
、
親
な
ど
の
こ
と
は
、
心
に
や
か
か
り
侍
り
け
む
。

と
、
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
が
書
か
れ
て
い
る
よ
。

生
徒　

そ
こ
ま
で
分
か
る
と
、
浮
舟
と
の
つ
な
が
り
も
見
え
て
く
る
気
が
し
ま
す
。

教
師　

そ
れ
で
は
、
板
書
し
て
お
く
か
ら
、
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
も
踏
ま
え
て
、
遍
昭
の
和
歌
と
『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
ん
な
で
意
見
を
出

し
合
っ
て
ご
ら
ん
。

①　
生
徒
Ａ 

―
― 

遍
昭
は
、
お
仕
え
し
て
い
た
帝
の
死
を
き
っ
か
け
に
出
家
し
た
ん
だ
ね
。
そ
の
と
き
に
「
た
ら
ち
ね
」、
つ
ま
り
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
思
っ
て
「
母
は
こ

の
よ
う
に
私
が
出
家
す
る
こ
と
を
願
っ
て
私
の
髪
を
な
で
た
に
違
い
な
い
」
と
詠
ん
だ
ん
だ
か
ら
、
遍
昭
の
親
は
以
前
か
ら
息
子
に
出
家
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た

ん
だ
ね
。

②　
生
徒
Ｂ 

―
― 

そ
う
か
な
あ
。
こ
の
和
歌
は
「
母
は
私
が
こ
の
よ
う
に
出
家
す
る
こ
と
を
願
っ
て
私
の
髪
を
な
で
た
は
ず
が
な
い
」
と
い
う
意
味
だ
と
思
う
な
。
出
家

を
し
て
帝
へ
の
忠
義
は
果
た
し
た
け
れ
ど
、
育
て
て
く
れ
た
親
に
申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
だ
か
ら
『
遍
昭
集
』
で
「
さ
す
が
に
」
と
言
っ
て
い
る
ん

だ
よ
。

③　
生
徒
Ｃ 

―
― 

私
は
Ａ
さ
ん
の
意
見
が
い
い
と
思
う
。浮
舟
も
出
家
す
る
こ
と
で
、遍
昭
と
同
じ
く
お
母
さ
ん
の
意
向
に
沿
っ
た
生
き
方
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
よ
。

つ
ま
り
、
今
ま
で
親
の
期
待
に
背
い
て
き
た
浮
舟
が
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
や
り
直
そ
う
と
し
て
い
る
決
意
を
、
心
の
中
で
お
母
さ
ん
に
誓
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
ね
。

④　
生
徒
Ｄ 

―
― 

私
も
和
歌
の
解
釈
は
Ａ
さ
ん
の
で
い
い
と
思
う
け
ど
、『
源
氏
物
語
』
に
関
し
て
は
Ｃ
さ
ん
と
は
意
見
が
違
う
。
薫
か
匂
宮
と
結
ば
れ
て
幸
せ
に
な
り

た
い
と
い
う
の
が
、
浮
舟
の
本
心
だ
っ
た
は
ず
だ
よ
。
自
分
も
遍
昭
の
よ
う
に
晴
れ
晴
れ
し
た
気
分
で
出
家
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
か
と
い
う
望
み
が
、
浮
舟
の
独

り
言
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
。

⑤　
生
徒
Ｅ 

―
― 

い
や
、
和
歌
の
解
釈
は
Ｂ
さ
ん
の
ほ
う
が
正
し
い
と
思
う
よ
。
浮
舟
も
元
々
は
気
が
す
す
ま
な
か
っ
た
、
親
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
、
そ
れ
で
も
過

去
を
清
算
す
る
た
め
に
は
出
家
以
外
に
道
は
な
い
と
わ
り
き
っ
た
浮
舟
の
潔
さ
が
、
遍
昭
の
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

⑥　
生
徒
Ｆ 

―
― 

私
も
Ｂ
さ
ん
の
解
釈
の
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
で
も
、
遍
昭
が
出
家
を
遂
げ
た
後
に
詠
ん
だ
歌
を
、
浮
舟
は
出
家
の
前
に
思
い
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
違

い
は
大
き
い
よ
。
出
家
に
踏
み
切
る
だ
け
の
心
の
整
理
を
、
浮
舟
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
引
き
歌
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

7

8

第
４
問
（
古
文
）　
問
５
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大
問
の
数
は
５
大
問
だ
っ
た
。
全
体
を

通
し
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
様
に
幅
広

い
時
代
・
地
域
・
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
て

い
た
。

　

出
題
形
式
で
は
、
前
回
の
試
行
調
査
と

同
様
、
連
動
式
や
複
数
選
択
の
形
式
が
見

ら
れ
、
複
数
の
資
料
の
読
み
取
り
を
必
要

と
す
る
、
新
し
い
傾
向
の
問
題
が
引
き
続

き
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、第
２
問
Ｂ
で
は
、

文
語
体
で
書
か
れ
た
初
見
の
文
章
資
料
を

読
み
、
帝
国
主
義
時
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

め
ぐ
る
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
や
、

著
者
の
活
動
内
容
を
一
般
化
し
て
考
察
す

る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
前
回
の
試
行
調

査
よ
り
も
文
章
資
料
の
分
量
は
少
な
か
っ

た
が
、
文
章
の
大
意
把
握
と
歴
史
的
背
景

を
踏
ま
え
て
あ
て
は
ま
る
活
動
を
結
び
つ

け
な
け
れ
ば
答
え
ら
れ
な
い
問
題
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
知
識
の
み
を
問
う
正
誤
問
題
に

代
わ
っ
て
、
歴
史
的
事
象
の
原
因
・
背
景
・

影
響
な
ど
を
問
う
問
題
や
、
同
時
代
の
世

界
、
時
代
の
特
徴
を
捉
え
る
問
題
が
散
見

さ
れ
た
。
地
図
と
年
代
整
序
を
組
み
合
わ

せ
た
り
、
文
章
資
料
を
読
解
し
て
国
と
国

の
関
係
を
考
察
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
力

が
必
要
だ
ろ
う
。

　

前
回
の
試
行
調
査
と
同
様
、
時
代
を
大

観
し
、
歴
史
的
事
象
の
背
景
・
要
因
や
そ

の
根
拠
に
つ
い
て
よ
り
深
い
考
察
が
求
め

ら
れ
た
と
い
え
る
。提
示
さ
れ
る
資
料
も
、

会
話
文
や
文
章
資
料
に
よ
る
リ
ー
ド
文
、

グ
ラ
フ
、
絵
画
、
地
図
な
ど
多
彩
だ
。
授

業
で
は
、
個
々
の
歴
史
的
事
象
の
背
景
や

因
果
関
係
な
ど
を
、
根
拠
と
な
る
資
料
に

基
づ
い
て
生
徒
自
身
が
既
習
事
項
と
結
び

つ
け
な
が
ら
考
察
す
る
よ
う
促
し
た
い
。

　　

第
５
問
は
、
授
業
場
面
を
想
定
し
た
教

師
と
生
徒
と
の
会
話
文
を
通
し
て
、
複
数

の
統
計
資
料
を
読
み
解
く
問
題
だ
っ
た
。

中
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
の
影
響

に
よ
る
経
済
状
況
の
変
化
を
考
察
し
た
パ

ネ
ル
内
容
が
妥
当
で
あ
る
か
を
判
断
す
る

問
３
で
は
、
問
１
・
問
２
で
提
示
さ
れ
た

図
を
踏
ま
え
て
表
１
の
内
容
を
読
み
取
っ

て
解
答
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
綿
糸
価
格
下

落
の
要
因
を
、
原
料
と
な
る
綿
花
の
コ
ス

ト
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
コ
ス
ト
か
ら
も

考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
問
題
を
解
き
進

め
て
い
く
中
で
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

正解　　　　……231

第５問　世界史に関わる経済・統計の資料に基づく授業を想
定した，次の会話文 A・Bを読み，下の問い（問1 ～ 6 ）に
答えよ。（配点　18）

A　イギリスの綿工業に関する授業

先　生：今日は，産業革命をリードしたイギリスの綿工業
について学びます。表1は，ワイシャツ生地の原料となる
細い綿糸の価格の推移を表しています。原料綿花コストと
生産コストの合計が綿糸価格です。

第５問　Ａ　問３
（※編集部注：先生と生徒の会話の一部を省略）

先　生：最後に，東西間の綿布の流れを示すグラフ2 と，
これまでの表1 やグラフ1 を参考にして，イギリスの産業
革命によって，当時の経済状況がどのように変化したのか，
パネルにまとめてください。

問3　先生の指示によって生徒たちが作った次のパネルのう
ち適当でないものを，次の①～④のうちから一つ選べ。

①

③

②

④

1820 年頃を境に，イギリス
産綿布の東への輸出総額が，
インド産綿布の西への輸出総
額を上回りました。

19 世紀半ばのイギリスは，
アメリカ合衆国産の綿花を主
な原料として綿布を生産し，
インドなど東へ大量に輸出し
ました。

産業革命期において，イギリ
スの綿糸価格が下落した最も
大きな要因は，原料綿花コス
トが下がったことです。

イギリスで産業革命が進展し
た時期には，イギリスからの
綿布輸出と，イギリスへの原
料綿花の輸入は共に増加傾向
にあります。

31

地
理
歴
史

世
界
史
B

会
話
文
、文
章
資
料
、グ
ラ
フ
、絵
画
、

地
図
と
、
資
料
が
よ
り
多
彩
に

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

複
数
の
統
計
資
料
を
基
に

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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大
問
の
数
は
、
前
回
の
試
行
調
査
と
同

様
、
６
大
問
だ
っ
た
。
幅
広
い
時
代
・
分

野
か
ら
の
出
題
で
あ
り
、
す
べ
て
の
大
問

で
考
察
・
選
択
・
判
断
す
る
力
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
一
部
の
問
題
で
は
、
考
察
し

た
過
程
や
結
果
を
、
理
由
や
根
拠
に
基
づ

い
て
説
明
す
る
力
も
必
要
だ
っ
た
。

　

出
題
内
容
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に「
史
資
料
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
」

が
重
視
さ
れ
た
問
題
が
多
か
っ
た
。
提
示

さ
れ
た
史
資
料
も
、
古
文
書
史
料
、
主
題

に
沿
っ
た
年
表
、
碑
文
の
写
真
、
南
北
を

逆
に
し
た
地
図
、
複
数
の
グ
ラ
フ
な
ど
、

多
彩
で
あ
り
、
処
理
す
べ
き
情
報
量
は
前

回
並
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
複
数
の
史
資
料
を
、
提
示
さ

れ
た
史
実
や
既
習
事
項
と
関
連
づ
け
、
根

拠
と
な
る
デ
ー
タ
を
選
び
、
仮
説
を
立

て
、
そ
の
検
証
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
選
ぶ

な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
思
考
力
・
判
断
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
５
問
の

問
２
は
、
提
示
さ
れ
た
グ
ラ
フ
で
は
関
税

収
入
額
が
１
８
９
４
年
以
降
上
昇
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
関
税
自
主
権
の
一
部
回
復

が
想
起
で
き
た
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
。
複
数
の
史
資
料
か
ら
浮
か
び
上

が
っ
て
見
え
る
も
の
は
何
か
と
い
う
視
点

で
、
史
資
料
の
読
解
を
授
業
で
行
う
こ
と

が
一
層
重
要
に
な
る
。

　

ま
た
、
正
解
が
１
つ
で
は
な
い
問
題
も

出
さ
れ
た
。
第
６
問
の
問
７
は
、
近
現

代
の
転
換
点
と
し
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受

諾
、
１
９
４
５
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法

改
正
の
ど
ち
ら
を
支
持
す
る
か
問
わ
れ
、

理
由
と
の
組
み
合
わ
せ
が
正
し
け
れ
ば
、

ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
正
解
と
な
っ
た
。

　

第
２
問
の
問
３
は
、
古
代
国
家
に
よ
る

東
北
地
方
へ
の
支
配
の
推
移
に
つ
い
て

の
理
解
を
問
う
問
題
で
、
中
央
政
府
が
整

備
し
た
官
道
や
城
柵
が
周
辺
地
域
に
与
え

た
影
響
を
捉
え
、
そ
の
評
価
の
根
拠
と
な

る
歴
史
的
事
象
を
示
す
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。
提
示
さ
れ
た
地
図
か
ら
平
野
部
を
中

心
に
進
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
読
み
取
る

技
能
に
加
え
、
史
実
と
適
合
す
る
か
ど
う

か
を
点
検
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
地
図
が
南
北
が
逆
向
き
に
提
示

さ
れ
た
よ
う
に
、
中
央
政
府
の
東
北
経
営

を
「
蝦
夷
の
立
場
」
か
ら
捉
え
て
い
た
こ

と
も
、新
し
い
視
点
と
し
て
注
意
し
た
い
。

正解　　　　　……４─５（両方正解の場合のみ得点、順序は問わない）10 ─11

問 3　東北地方の官道や国府・城柵は，「中央
政府にとり蝦夷支配の重要拠点であった」が，
方位を逆転した次の地図Ⅰ～Ⅲを参考にすれ
ば，「蝦夷にとり中央政府の脅威を象徴するも
のであった」と見ることもできる。その根拠と
して，地図から読み取れる情報の中から正しい
ものを X～ Zから選び，選んだ情報と歴史的
事実 a～ cの組合せとして正しいものを，下の
①～⑨のうちから二つ選べ。　　　・

第２問　問３

地図から読み取れる情報
X　中央政府はこの地域には国を設置しなかった。
Y　中央政府はこの地域の平野部から支配域を拡大して
いった。

Z　中央政府はこの地域の太平洋沿岸部に城柵を多く設
置した。

歴史的事実〔a～ cはすべて正しい〕
a　蝦夷は，しばしば多賀城や秋田城を襲撃の対象とし
た。

b　中央政府は，城柵の近くに関東の農民を移住させて
開墾を行った。

c　蝦夷は，独自の言語や墓制などを保持した。

①　X ― a 　　②　X ― b　　 ③　X ― c
④　Y ― a 　　⑤　Y ― b　　 ⑥　Y ― c
⑦　Z ― a　 　⑧　Z ― b　　 ⑨　Z ― c

10 11

地
理
歴
史

日
本
史
B

考
察
・
選
択
・
判
断
す
る
力
が

全
大
問
で
求
め
ら
れ
る

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

読
み
取
れ
る
情
報
と
史
実
を

組
み
合
わ
せ
て
考
え
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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今
回
の
試
行
調
査
で
は
、
地
誌
の
出
題

が
比
較
地
誌
を
含
め
て
１
大
問
で
あ
り
、

大
問
の
数
は
５
大
問
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー

試
験
よ
り
も
地
誌
で
１
大
問
減
っ
た
が
、

問
題
文
の
長
さ
や
資
料
の
点
数
は
同
程
度

だ
。
む
し
ろ
、
会
話
文
な
ど
比
較
的
長
い

文
章
を
読
ん
で
判
断
す
る
問
題
も
あ
っ
た

た
め
、
１
大
問
に
か
か
る
時
間
が
増
加
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

出
題
内
容
は
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
じ

で
、
全
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
た
。
変
化
や

差
異
を
考
察
さ
せ
る
問
題
、
地
理
的
事
象

を
モ
デ
ル
化
し
て
考
察
す
る
問
題
や
、
仮

説
を
立
て
る
際
に
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を

判
断
す
る
問
題
な
ど
、
出
題
や
解
答
の
形

式
は
前
回
の
試
行
調
査
と
同
様
に
多
彩
で

あ
っ
た
。
提
示
さ
れ
た
資
料
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

や
仮
想
地
域
の
模
式
図
、
地
理
院
地
図
な

ど
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
問
題
で
資
料
が

用
い
ら
れ
、
複
数
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ

て
複
合
的
に
判
断
す
る
問
題
も
あ
っ
た
。

　

問
題
を
解
く
上
で
必
要
と
な
る
知
識
の

レ
ベ
ル
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。
た
だ
、
仮
説
の
検
証
方
法
を

考
察
し
た
り
、
根
拠
と
な
る
資
料
を
選
ば

せ
た
り
す
る
問
題
も
見
ら
れ
、
思
考
力
が

一
層
重
視
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
１

問
の
問
４
は
、「
今
年
の
夏
季
は
例
年
に

比
べ
て
暑
か
っ
た
」
と
い
う
感
覚
を
、
客

観
的
に
検
証
す
る
方
法
を
考
え
る
と
い
う

新
傾
向
の
問
題
だ
っ
た
。
ま
た
、
複
数
の

資
料
か
ら
判
断
す
る
問
題
や
、
模
式
図
中

か
ら
解
答
を
選
ぶ
問
題
も
あ
り
、
総
合
的

な
学
力
が
必
要
だ
と
い
え
る
。

　

第
３
問
の
問
６
は
、
会
話
文
か
ら
食
文

化
の
画
一
化
に
つ
い
て
考
察
し
、
日
本
で

の
事
例
を
と
ら
え
た
上
で
、
食
文
化
の
画

一
化
の
根
拠
と
な
り
得
る
資
料
を
正
し
く

判
断
す
る
問
題
だ
。

　

選
択
肢
で
あ
る
Ｔ
・
Ｕ
及
び
Ｘ
・
Ｙ
の

内
容
に
誤
り
は
な
く
、
会
話
文
の
「
画
一

化
」「
説
明
で
き
る
デ
ー
タ
」
の
文
脈
に

沿
っ
た
文
を
論
理
的
に
選
ぶ
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。
例
え
ば
「
キ
」
は
、
食
生
活
が

似
通
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に

Ｘ
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
と
判
断
で
き
る
。

　

仮
説
や
検
証
に
基
づ
く
問
題
は
今
後
も

出
題
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
根
拠
と
な

り
得
る
指
標
は
何
か
を
論
理
的
に
判
断
す

る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

正解　　　　……318

問 6　ミズホさんたちが文化祭で展示資料Ⅲについて説明していると，他の生徒から質問があった。
次の会話文中の空欄カとキに当てはまる文の正しい組合せを，下の①～④のうちから一つ選べ。　

他の生徒　「世界の食文化は多様というけれど，最近は欧米諸国の文化が世界中に広がって，食文
化はどんどん画一化されていってるんじゃないかな」

ミズホ　　「確かに画一化している面もあるね。日本でも　　　　　　しているね」
他の生徒　「日本での食文化の画一化について，何か説明できるデータはないかな」
アズサ　　「例えば　　　　　　を比較してみたらどうだろう」
ツバサ　　「長い期間の推移をグラフにしてみる必要がありそうだね」

Ｔ　フランス料理店やスペイン料理店など各国の料理を提供する店が立地
Ｕ　アメリカ合衆国の巨大企業が全国各地でハンバーガーショップを展開

Ｘ　日本と欧米諸国の1 人当たりカロリー摂取量とその内訳
Ｙ　日本と欧米諸国の農産物輸出額とその内訳

① 　カ ― Ｔ　キ ― Ｘ 　　　　② 　カ ― Ｔ　キ ― Ｙ
③ 　カ ― Ｕ　キ ― Ｘ 　　　　④ 　カ ― Ｕ　キ ― Ｙ

第３問　問６

18

キ

カ

地
理
歴
史

地
理
B

セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り
問
題
数
は
少
な
い
が
、

１
問
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
は
増
加

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

根
拠
と
な
る
指
標
を
論
理
的
に

判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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正解　　　　……１

　

大
問
の
数
は
、
前
回
の
試
行
調
査
か
ら

１
大
問
増
え
、
６
大
問
だ
っ
た
。
そ
の
う

ち
第
１
問
と
第
２
問
、
第
６
問
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
リ
ー
ド

文
の
な
い
問
題
だ
っ
た
。

　

出
題
内
容
で
は
、
前
回
の
試
行
調
査
と

同
様
に
、
概
念
や
理
論
を
別
の
文
脈
や

具
体
例
に
あ
て
は
め
て
考
え
さ
せ
る
問
題

が
目
立
っ
た
。
例
え
ば
、
第
１
問
の
問
３

は
、
経
済
的
自
由
と
精
神
的
自
由
の
考
え

方
を
基
に
、
具
体
的
な
制
度
や
政
策
が
ど

の
領
域
に
あ
て
は
ま
る
か
を
考
察
す
る
問

題
だ
っ
た
。
経
済
的
自
由
と
精
神
的
自
由

の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
モ
デ
ル
図

を
参
考
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
具
体

的
な
政
策
や
制
度
を
概
念
と
結
び
つ
け
て

考
え
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
第
２

問
は
、
国
際
経
済
の
流
れ
の
中
で
国
際
政

治
の
出
来
事
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か

を
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
新
し
い
出
題
だ
っ
た
。

　

在
外
国
民
の
選
挙
権
に
つ
い
て
の
最
高

裁
判
所
判
決
文
や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の『
国

富
論
』、
人
口
の
推
移
グ
ラ
フ
な
ど
、
文

献
資
料
や
統
計
資
料
が
多
数
扱
わ
れ
た
。

文
章
の
趣
旨
を
把
握
し
て
判
断
す
る
問

題
、
複
数
の
統
計
資
料
か
ら
根
拠
と
な
る

資
料
を
選
ぶ
出
題
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

第
６
問
は
、
大
問
を
通
し
て
探
究
学
習

を
テ
ー
マ
と
し
た
出
題
だ
っ
た
。
生
徒
が

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
探
究
す
る
場

面
設
定
で
、
主
張
に
対
す
る
根
拠
と
な
る

資
料
を
判
断
す
る
問
題
や
、
質
問
や
意
見

を
複
数
の
観
点
で
整
理
し
分
類
す
る
問
題

が
出
題
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
、
問
１
は
、
探
究
学
習
の
結

果
を
示
す
た
め
に
様
々
な
考
え
を
い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
分
類
・
整
理
し
、
適
切

な
資
料
を
選
ぶ
問
題
だ
。
前
提
文
の
関
係

図
と
、
図
表
６
点
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
内
容
を
把
握

し
、
資
料
を
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
性
を
考
え

な
が
ら
組
み
合
わ
せ
、
具
体
的
な
問
い
を

考
え
る
根
拠
に
な
り
得
る
か
を
判
断
で
き

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。

　

授
業
で
は
、
根
拠
と
な
る
着
目
点
を
明

確
に
し
て
資
料
を
与
え
る
な
ど
、
資
料
か

ら
必
要
な
情
報
を
抽
出
し
た
り
、
複
数
の

資
料
を
関
連
づ
け
て
考
察
し
た
り
す
る
演

習
を
積
ま
せ
た
い
。

問1　次ページの図は，「『食』をめぐる社会問題とその解決」というテーマでグループ討議を行っ
た内容を整理するために生徒Ａが書いたものである。図中の　　　には，図の下方にある＜探究
する具体的な問い＞の①について考えるために，44 ページ以降の資料ア～ウのうちの二つが，    　　　
には，＜探究する具体的な問い＞の②について考えるために，46 ページ以降の資料カ～クのうち
の二つが入る。その組合せとして最も適当なものを，次の①～⑨のうちから一つ選べ。 
（※編集部注：「次ページの図」「資料ア～ウ」「資料カ～ク」は下に表示）

①　アとイ　カとキ
②　アとイ　カとク
③　アとイ　キとク
④　アとウ　カとキ
⑤　アとウ　カとク
⑥　アとウ　キとク
⑦　イとウ　カとキ
⑧　イとウ　カとク
⑨　イとウ　キとク

第６問　問１

X

X Y

Y

32

32

公
民

現
代
社
会

概
念
や
理
論
を
別
の
文
脈
や
例
に

あ
て
は
め
る
問
題
が
複
数
出
題

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

探
究
学
習
を
テ
ー
マ
に
、

前
提
図
と
図
表
６
点
を
読
み
解
く

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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今
回
の
試
行
調
査
は
、
第
１
問
、
第
２

問
が
必
答
問
題
、
第
３
問
、
第
４
問
、
第

５
問
が
選
択
問
題
（
３
問
か
ら
２
問
を
選

択
）
と
い
う
大
問
構
成
で
あ
っ
た
。

　

問
題
文
の
分
量
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー

試
験
よ
り
多
い
も
の
の
、
前
回
の
試
行
調

査
と
比
べ
る
と
や
や
減
少
し
て
い
る
。
記

述
式
問
題
は
、
第
１
問
か
ら
２
問
、
第

２
問
か
ら
１
問
の
計
３
問
の
出
題
で
あ
っ

た
。
解
答
方
法
は
前
回
よ
り
簡
略
化
し
、

数
式
の
み
や
短
い
文
章
を
端
的
に
記
述
す

る
問
題
で
あ
っ
た
。

　

問
題
ご
と
に
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
学
習
場

面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
問
題
、
日
常
生
活

や
社
会
の
事
象
を
扱
っ
た
問
題
、
会
話
形

式
で
事
象
に
つ
い
て
考
察
し
、
解
決
過
程

を
振
り
返
る
な
ど
し
て
体
系
化
す
る
問
題

な
ど
、
授
業
を
中
心
と
し
た
学
習
場
面
を

強
く
意
識
し
た
出
題
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
考
察
の
過
程
か
ら
数
学
的
性
質

を
見
抜
く
こ
と
を
必
要
と
す
る
選
択
肢
式

の
出
題
も
あ
り
、
多
く
の
文
章
、
設
定
か

ら
数
学
的
性
質
を
読
み
取
る
力
が
必
要
と

な
っ
た
。

正答例　（い）  ……26≦ x <
18

tan33°

〔３〕　久しぶりに小学校に行くと，階段の一段一段の高さが低く感じ
られることがある。これは，小学校と高等学校とでは階段の基準が
異なるからである。学校の階段の基準は，下のように建築基準法に
よって定められている。

 　高等学校の階段では，蹴
け あ

上げが 18cm以下，踏
ふみづら

面が 26cm以上と
なっており，この基準では，傾斜は最大で約 35°である。

第１問　〔３〕

　階段の傾斜をちょうど 33°とするとき，蹴上げを 18cm以下にするためには，踏面をどのよう
な範囲に設定すればよいか。踏面を xcm として， x のとり得る値の範囲を求めるための不等式を，

33°の三角比と xを用いて表せ。解答は，解答欄　　　　　に記述せよ。ただし，踏面と蹴上げ
の長さはそれぞれ一定であるとし，また，踏面は水平であり，蹴上げは踏面に対して垂直である
とする。

（本問題の図は，「建築基準法の階段に係る基準について」（国土交通省）をもとに作成している。）

（い）

数
学

数
学
Ⅰ
・
A

問
題
ご
と
に
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、

数
学
的
性
質
を
読
み
取
る
力
が
必
要

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容
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第
１
問
〔
３
〕
は
、
階
段
の
傾
斜
が
33°  

で
あ
る
時
の
踏
面
の
と
り
得
る
値
の
範
囲

を
考
え
る
と
い
う
問
題
で
、
指
定
さ
れ
た

条
件
を
踏
ま
え
つ
つ
、
扱
わ
れ
て
い
る
事

象
の
特
徴
を
捉
え
て
数
学
的
に
表
現
す
る

力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

第
２
問
〔
２
〕
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

表
計
算
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
学
習
活
動
が

場
面
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
前
回
の

試
行
調
査
で
は
、「
日
常
生
活
や
社
会
の

事
象
」
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
考
察
が
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
「
デ
ー
タ
の
分

析
」
の
分
野
の
基
本
的
な
用
語
に
関
す

る
本
質
的
な
理
解
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

（
４
）
で
は
、
２
人
の
会
話
を
通
じ
て
考

察
し
た
結
果
を
基
に
、
相
関
係
数
の
値
に

つ
い
て
、
一
般
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。

正解　 テ  …… 4 　 ト  …… 3

〔２〕太郎さんと花子さんは二つの変量 x，y の相関係数について考えている。二人の会話を読み，下の問いに答えよ。

このときのコンピュータの画面のようすが次の図である。

⑷　　　　　，　　　　　に当てはまる最も適当なものを，次の各解答群のうちから一つずつ選べ。

　　　　　　の解答群

⓪　x 軸に関して対称に分布する
①　変量 x，y のそれぞれの中央値を表す点の近くに分布する
②　変量 x，y のそれぞれの平均値を表す点の近くに分布する
③　円周に沿って分布する
④　直線に沿って分布する

　　　　の解答群

⓪　変量 x の中央値と平均値が一致する
①　変量 x の四分位数を考えることができない
②　変量 x，y のそれぞれの平均値を表す点からの距離が等しい
③　平面上の異なる 2点は必ずある直線上にある
④　平面上の異なる 2点を通る円はただ１つに決まらない

第２問　〔２〕

花子： 先生からもらった表計算ソフトの A列と B列に値を入れると，E 列には D列に対応する正しい値が表示されるよ。
太郎：最初は簡単なところで二組の値から考えてみよう。
花子： 2行目を（x，y）=（1，2）， 3行目を（x，y）=（2，1）としてみるね。

テ

テ ト

ト

花子： 値の組の個数が 2のときは，相関係数の値は 1.00 か　　　　　，または計算できない場合の 3 通りしかないね。
太郎： 値の組を散布図に表したとき，相関係数の値はあくまで散布図の点が　　　　　程度を表していて，値の組の個数が 2の

場合に，花子さんが言った 3 通りに限られるのは　　　　　からだね。値の組の個数が多くても値の組が 2種類のときは
それらにしかならないんだね。

花子： なるほどね。相関係数は，そもそも値の組の個数が多いときに使われるものだから，組の個数が極端に少ないときなどに
はあまり意味がないのかもしれないね。

太郎： 値の組の個数が少ないときはもちろんのことだけど，基本的に散布図と相関係数を合わせてデータの特徴を考えるとよさ
そうだね。

タ
テ

ト

（※編集部注：（１）～（３）は略）

日
常
的
な
事
象
や
数
学
に
お
け
る

学
習
活
動
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
題

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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第
１
問
、
第
２
問
が
必
答
問
題
、
第
３

問
、
第
４
問
、
第
５
問
が
選
択
問
題
（
３

問
か
ら
２
問
を
選
択
）
で
、
今
回
も
数
学

Ⅱ
の
内
容
が
広
く
問
わ
れ
た
。

　

全
体
と
し
て
繁
雑
な
計
算
処
理
は
見
ら

れ
ず
、
事
象
を
数
式
化
し
た
り
、
数
学

的
な
性
質
を
図
や
グ
ラ
フ
か
ら
考
察
し
た

り
す
る
問
題
が
多
く
扱
わ
れ
た
。
第
２
問

〔
１
〕
で
は
、「
図
形
と
方
程
式
」
の
領
域

と
最
大
・
最
小
の
考
え
方
を
用
い
て
、
食

品
の
摂
取
量
の
最
大
値
な
ど
を
考
察
さ

せ
、
第
３
問
で
は
大
学
生
の
読
書
時
間
に

つ
い
て
統
計
を
用
い
て
考
え
さ
せ
た
。
ま

た
、
第
１
問
〔
１
〕
の
「
三
角
関
数
」
で

は
グ
ラ
フ
の
選
択
を
、第
２
問〔
２
〕の「
図

形
と
方
程
式
」
で
は
軌
跡
の
図
か
ら
方
程

式
を
選
択
す
る
な
ど
、
図
と
式
の
関
係
を

問
う
出
題
が
多
く
、
グ
ラ
フ
や
図
の
特
徴

を
見
抜
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。さ
ら
に
、

第
４
問
の
「
数
列
」
と
第
５
問
の
「
ベ
ク

ト
ル
」
は
、
２
つ
の
解
答
方
針
が
与
え
ら

れ
、
ど
ち
ら
の
方
針
で
も
取
り
組
め
る
問

題
で
あ
っ
た
。
問
題
解
決
に
向
け
て
構
想

を
立
て
、
的
確
か
つ
能
率
的
に
処
理
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

正解　 ア  …… 0 　 イ  …… 2

〔1〕100gずつ袋詰めされている食品 Aと Bがある。1袋あたりのエネルギーは食品 Aが 200kcal，食
品 Bが 300kcal であり， 1袋あたりの脂質の含有量は食品 Aが 4g，食品 Bが 2gである。

⑴　太郎さんは，食品 Aと Bを食べるにあたり，エネルギーは 1500kcal以下に，脂質は 16g 以下
に抑えたいと考えている。食べる量（g）の合計が最も多くなるのは，食品 Aと Bをどのよう
な量の組合せで食べるときかを調べよう。ただし，一方のみを食べる場合も含めて考えるもの
とする。

（ⅰ）　食品 Aを x袋分，食品 Bを y袋分だけ食べるとする。このとき，x，yは次の条件①，②
を満たす必要がある。

　　摂取するエネルギー量についての条件　　　　　……… ①
　　摂取する脂質の量についての条件　　　　　　　……… ②

　　　　,　　　　に当てはまる式を，次の各解答群のうちから一つずつ選べ。

　　　　の解答群

⓪　200x + 300y≦ 1500　　①　200x + 300y≧ 1500

②　300x + 200y≦ 1500　　③　300x + 200y≧ 1500

　　　　の解答群

⓪　2x + 4y≦ 16 　　①　2x + 4y≧ 16

②　4x + 2y≦ 16 　　③　4x + 2y≧ 16

第２問　〔１〕

ア

ア

ア

イ

イ

イ

数
学

数
学
Ⅱ

事
象
を
数
式
化
し
、

数
学
的
な
性
質
を
考
察
さ
せ
る

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

・
B
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第
２
問
〔
１
〕
は
、食
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
脂
質
、
さ
ら
に
包
装
さ
れ
た
袋
を
小
分

け
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
「
日
常
生
活

や
社
会
の
事
象
」
を
題
材
と
し
た
「
図
形

と
方
程
式
」
の
問
題
。
与
え
ら
れ
た
設
定

を
数
式
化
し
て
、
条
件
に
合
う
食
品
の
組

合
せ
を
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

数
式
は
比
較
的
単
純
で
あ
る
が
、
x
、
y

を
整
数
値
で
求
め
る
問
題
で
は
、
正
確
な

グ
ラ
フ
を
か
き
、
条
件
を
満
た
す
格
子
点

を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

＊

　

数
学
全
体
と
し
て
今
回
の
試
行
調
査
で

求
め
ら
れ
た
の
は
、「
数
学
の
事
象
」
ま

た
は
「
日
常
の
事
象
」
に
つ
い
て
数
学
的

な
性
質
を
読
み
取
り
、
表
現
す
る
力
と
、

基
本
的
な
定
理
・
公
式
や
概
念
に
関
す
る

本
質
的
な
理
解
だ
。
そ
う
し
た
資
質
・
能

力
を
生
徒
に
育
む
に
は
、
例
え
ば
、
定
理
・

公
式
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
つ
の
か
、
道

具
と
し
て
ど
の
よ
う
な
有
用
性
が
あ
る
の

か
を
意
識
さ
せ
た
り
、
生
徒
同
士
で
問
題

を
解
き
合
わ
せ
、
そ
の
解
き
方
や
間
違
え

た
理
由
を
考
え
さ
せ
て
、
多
様
な
数
学
的

思
考
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
も
有
効
だ
。

正解　 ウ   ， エ …… １，３（解答の順序は問わない）　 オカキ  …… 575　　　　，　　　…… 　　，　　 　 シスセ  ……500　 ソ  …… 4 　

タ  ， チ …… 3，3　 ツテ  ……18

9
4

7
2

（ⅱ）　x，y の値と条件①，②の関係について正しいものを，次の⓪～③のうちから二つ選べ。ただし，解答
の順序は問わない。　　　　，　

⓪　（x，y）=（0，5）は条件①を満たさないが，条件②は満たす。
①　（x，y）=（5，0）は条件①を満たすが，条件②は満たさない。
②　（x，y）=（4，1）は条件①も条件②も満たさない。
③　（x，y）=（3，2）は条件①と条件②をともに満たす。

（ⅲ）　条件①，②をともに満たす（x，y）について，食品 Aと Bを食べる量の合計の最大値を二つの場合で
考えてみよう。

　　　　食品 A，Bが１袋を小分けにして食べられるような食品のとき，すなわち x，yのとり得る値が実数
の場合，食べる量の合計の最大値は　　　　　g である。このときの（x，y）の組は，

　　　（x，y）=　　　　　　,　　　　　　である。

　　　　次に，食品 A，Bが１袋を小分けにして食べられないような食品のとき，すなわち x，y のとり得る
値が整数の場合，食べる量の合計の最大値は　　　　　gである。このときの（x，y）の組は 　　　通
りある。

⑵　花子さんは，食品 Aと Bを合計 600g以上食べて，エネルギーは 1500kcal以下にしたい。脂質を最も
少なくできるのは，食品 A，Bが１袋を小分けにして食べられない食品の場合，Aを　　　　袋，Bを　　　　

袋食べるときで，そのときの脂質は　　　　　gである。

ク

ウ エ

コ

オカキ

シスセ ソ

タ
チ ツテ

ケ サ

ク コ

ケ サ

与
え
ら
れ
た
設
定
を

数
式
で
表
す
力
が
求
め
ら
れ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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大
問
の
数
は
、
前
回
の
試
行
調
査
と
同

様
、
全
問
必
答
の
４
大
問
だ
っ
た
。

　

第
３
問
は
、
身
近
な
物
理
現
象
を
題
材

に
、
実
験
考
察
力
を
問
う
問
題
で
、
セ

ン
タ
ー
試
験
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
問
題

だ
。
第
２
問
は
、
問
１
で
符
号
を
間
違
え

て
し
ま
い
、
そ
の
間
違
え
た
解
答
を
用
い

て
問
２
を
考
え
た
場
合
、
そ
の
考
え
が
正

し
い
時
は
、
問
２
を
正
解
と
す
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験

と
同
様
、「
物
理
基
礎
」の
範
囲
も
含
ま
れ
、

ま
ん
べ
ん
な
く
出
題
さ
れ
て
い
た
。

　

出
題
内
容
を
見
る
と
、
前
回
の
試
行
調

査
に
比
べ
て
数
値
の
計
算
問
題
が
減
少

し
、
文
字
式
を
選
ぶ
問
題
や
選
択
肢
か
ら

最
も
近
い
数
値
を
選
ぶ
問
題
が
増
え
た
。

こ
れ
は
、セ
ン
タ
ー
試
験
と
近
い
内
容
だ
。

　

出
題
方
法
の
特
徴
は
、
前
回
の
試
行
調

査
と
同
様
、
日
常
生
活
で
見
ら
れ
る
物
理

現
象
を
題
材
に
実
験
・
観
察
を
行
い
、
考

察
を
深
め
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ

る
点
だ
。
例
え
ば
、
せ
っ
け
ん
膜
を
題
材

と
し
た
第
３
問
Ａ
は
、
観
察
か
ら
考
察
ま

で
展
開
を
読
み
取
り
、そ
れ
を
基
に
思
考
・

判
断
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
る
問
題
だ
っ

た
。
グ
ラ
フ
や
図
、
イ
ラ
ス
ト
と
い
っ
た

複
数
の
資
料
か
ら
、
グ
ラ
フ
を
近
似
し
て

読
み
取
っ
た
り
、
数
値
デ
ー
タ
を
分
析
し

た
り
し
て
、
情
報
を
統
合
し
、
実
験
結
果

を
適
切
に
考
察
し
て
、
課
題
を
解
決
す
る

力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

初
め
て
見
る
実
験
の
問
題
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
実
験
手
法
や
仮
説
の
検
証
、

結
果
の
考
察
な
ど
に
慣
れ
て
お
く
こ
と
が

大
切
と
言
え
る
。

　

第
２
問
Ｂ
の
問
３
・
４
は
、
生
徒
が
実

験
に
基
づ
い
て
考
察
を
行
う
問
題
で
、
会

話
文
の
誘
導
に
従
い
、
考
え
て
い
く
。

　

問
３
は
、
力
学
台
車
を
用
い
た
衝
突
実

験
に
お
い
て
、
力
│
時
間
グ
ラ
フ
が
囲
む

面
積
が
表
す
力
積
の
式
を
、
力
積
や
弾
性

衝
突
の
理
解
を
基
に
求
め
る
。
問
４
は
、

力
セ
ン
サ
ー
を
取
り
つ
け
た
力
学
台
車
を

用
い
た
衝
突
実
験
の
、
力
│
時
間
グ
ラ
フ

の
曲
線
で
囲
ま
れ
た
図
形
に
つ
い
て
、
近

似
の
考
え
方
を
基
に
お
よ
そ
の
面
積
を
求

め
る
。
い
ず
れ
も
、
自
然
の
事
物
・
現
象

に
か
か
わ
る
値
に
つ
い
て
、
原
理
・
法
則

に
従
っ
て
処
理
し
、
グ
ラ
フ
等
を
活
用
し

て
分
析
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

正解　　　　……3　　　　……23 4

B　高校の授業で，衝突中に２物体が及ぼし合う力の変化を調べた。力センサーのついた台車 A，B を，水平な一直
線上で，等しい速さ v で向かい合わせに走らせ，衝突させた。センサーを含む台車1台の質量m は 1.1kg である。
それぞれの台車が受けた水平方向の力を測定し，時刻 t との関係をグラフに表すと図１のようになった。ただし，
台車 B が衝突前に進む向きを力の正の向きとする。　　　　　　　　

問3　次の文章は，この実験結果に関する生徒たちの会話である。生徒たちの説明が科学的に正しい考察となるように，文
章中の空欄に入れる式として最も適当なものを，下の選択肢のうちからそれぞれ一つずつ選べ。
「短い時間の間だけど，力は大きく変化していて一定じゃないね。」
「そのような場合，力と運動量の関係はどう考えたらいいのだろうか。」
「測定結果のグラフの t= 4.0×10-₃ s から t=19.0 × 10-₃ s まで
の間を２台の台車が接触していた時間△ t としよう。そして，測
定点を滑らかにつなぎ，図２のように影をつけた部分の面積を S

としよう。弾性衝突ならば，S = 　　　 が成り立つはずだ。」
「その面積 Sはグラフからどうやって求めるのだろうか。」
「衝突の間に Aが受けた力の最大値を f すると，面積 Sはおよそ　

に等しいと考えていいだろう。」

第２問　B　問３

3

3

4

4

日
常
生
活
で
の
物
理
現
象
を
題
材
に

実
験
・
観
察
を
重
視
し
た
問
題

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

会
話
文
と
グ
ラ
フ
か
ら

分
析
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

図２
（※編集部注：図１は、その要素が図２に含まれるため省略）

理
科

物
理
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大
問
の
数
は
、
前
回
の
試
行
調
査
と
同

様
に
、
全
問
必
答
で
５
大
問
。
全
体
と
し

て
リ
ー
ド
文
が
あ
っ
た
の
が
特
徴
だ
。
ま

た
、
第
１
問
の
問
２
は
、
問
１
で
選
択
し

た
物
質
が
誤
答
で
あ
っ
て
も
、
正
し
く
計

算
で
き
れ
ば
正
答
に
な
る
連
動
型
の
問
題

だ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
回
の
試
行
調
査
に

引
き
続
い
て
出
題
さ
れ
た
。

　

第
１
問
〜
第
３
問
は
、
前
回
の
試
行
調

査
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
中
問
形
式
の

出
題
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、
お

お
む
ね
大
問
ご
と
に
出
題
分
野
が
分
か
れ

て
い
た
が
、
試
行
調
査
で
は
、
大
問
内
に

複
数
分
野
の
内
容
が
含
ま
れ
る
も
の
が
多

く
、
幅
広
い
分
野
か
ら
総
合
的
に
出
題
し

よ
う
と
い
う
意
図
が
う
か
が
え
る
。

　

出
題
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
る
。

１
つ
め
は
デ
ー
タ
や
情
報
を
読
み
取
っ
て

活
用
す
る
問
題
だ
。
例
え
ば
、
第
２
問
の

問
６
で
は
、
溶
解
性
に
関
す
る
事
実
の
う

ち
、
与
え
ら
れ
た
文
献
か
ら
で
は
説
明
で

き
な
い
も
の
を
選
ば
せ
た
。
読
み
取
っ
た

デ
ー
タ
や
情
報
を
活
用
し
て
、
実
験
・
結

果
を
考
察
・
推
論
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

２
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
思
考
の
過
程

で
数
的
処
理
を
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
問

題
だ
。
第
１
問
の
問
４
は
、
表
を
完
成
さ

せ
、
平
均
濃
度
と
平
均
の
反
応
速
度
の
関

係
か
ら
方
眼
紙
を
用
い
て
グ
ラ
フ
を
描
く

問
題
だ
っ
た
。
前
回
の
試
行
調
査
で
も
グ

ラ
フ
の
描
図
は
出
題
さ
れ
た
が
、
表
を
完

成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
点
が
目
新
し
か
っ

た
。
観
察
・
実
験
等
の
結
果
を
処
理
す
る

技
能
が
求
め
ら
れ
た
問
題
で
あ
り
、
実
際

の
実
験
や
教
科
書
の
探
究
活
動
を
通
し
て

グ
ラ
フ
を
描
く
こ
と
や
デ
ー
タ
の
読
み
取

り
な
ど
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

　

第
４
問
の
問
３
は
、
pH
の
変
化
に
対
応

し
た
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
変
化
を
、
前
提

文
の
図
と
、
提
示
さ
れ
た
常
用
対
数
表
を

活
用
し
て
求
め
る
問
題
だ
。

　

与
え
ら
れ
た
条
件
に
従
っ
て
、
化
学
の

深
い
知
識
を
基
に
、
観
察
の
経
過
に
つ

い
て
数
的
処
理
を
し
て
分
析
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
数
的
処
理
を
行
う
上
で
必
要
と

な
る
情
報
を
、
表
で
与
え
て
い
る
点
が
新

し
い
。
自
然
の
事
物
・
現
象
に
か
か
わ
る

基
本
的
な
概
念
と
、
観
察
・
実
験
等
の
結

果
等
か
ら
得
た
情
報
を
、
原
理
・
法
則
に

従
っ
て
統
合
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

正解　　　　……4

　私たちが暮らす地球の大気には二酸化炭素 CO2が含まれて
いる。⒜ CO2が水に溶けると，その一部が炭酸H2CO3になる。
　　　CO2 + H2O⇄ H2CO3
　このとき，H2CO3，炭酸水素イオン HCO3-，炭酸イオン
CO32- の間に式（1），（2）のような電離平衡が成り立ってい
る。ここで，式（1），（2）における電離定数をそれぞれ K1，

K2とする。
　　　H2CO3⇄ H+ + HCO3- （1）
　　　HCO3-⇄ H+ + CO32- （2）
　式（1），（2）が H+を含むことから，水中の H2CO3，
HCO3-，CO32- の割合は pHに依存し，pHを変化させると
図１のようになる。

第４問　問３ 　一方，海水は地殻由来の無機塩が溶けているため，弱塩基
性を保っている。しかし，産業革命後は，人口の急増や化石
燃料の多用で増加した CO2の一部が海水に溶けることによっ
て，⒝ 海水のpH は徐々に低下しつつある。
　宇宙に目を向ければ，⒞ ある惑星では大気のほとんどが
CO2で，大気圧はほぼ600Pa，表面温度は最高で20℃，最
低で -140℃に達する。
問3　下線部⒝に関連して，pHが8.17から8.07に低下し

たとき，水素イオン濃度はおよそ何倍になるか。最も適
当な数値を，次の①～⑥のうちから一つ選べ。必要があ
れば常用対数表の一部を抜き出した表１を参考にせよ。
たとえば，log₁₀ 2.03の値は，表1の2.0の行と3の列
が交わる太枠内の数値0.307となる。　　　 倍
① 0.10　 ② 0.75 　③ 1.0
④ 1.3　　⑤ 7.5　　 ⑥ 10

5

5

デ
ー
タ
や
情
報
を
読
み
取
り
、

思
考
の
過
程
で
数
的
処
理
を
す
る

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

数
的
処
理
で
必
要
と
な
る
情
報
を

表
で
与
え
た
新
傾
向
の
出
題

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

図１

理
科

化
学
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前
回
の
試
行
調
査
と
同
様
に
全
問
必
答

で
、
大
問
の
数
は
前
回
よ
り
１
大
問
少
な

い
５
大
問
だ
っ
た
。

　

出
題
形
式
で
は
、
前
回
の
試
行
調
査
で

見
ら
れ
た
１
つ
の
解
答
番
号
に
対
し
て
複

数
解
答
す
る
形
式
が
な
く
な
り
、
解
答
し

た
選
択
肢
に
応
じ
て
部
分
点
が
与
え
ら
れ

る
形
式
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
前
回
の
試

行
調
査
や
こ
こ
数
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
下
線
部
の
正
誤
を

判
断
す
る
出
題
も
あ
っ
た
。

　

出
題
内
容
の
特
徴
は
２
つ
あ
っ
た
。
１

つ
め
は
、
身
近
な
も
の
や
現
実
の
課
題

を
題
材
と
し
た
観
察
・
実
験
の
問
題
が
多

か
っ
た
こ
と
だ
。
第
１
問
Ａ
で
は
缶
詰
の

ツ
ナ
を
利
用
し
た
骨
格
筋
の
観
察
・
実
験

が
題
材
で
、
第
４
問
は
リ
ス
が
題
材
で
生

物
が
絶
滅
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
察
す

る
問
題
が
出
題
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
グ

ラ
フ
や
表
、
図
、
写
真
な
ど
か
ら
必
要
な

情
報
を
抽
出
し
、
情
報
を
分
析
・
整
理
す

る
力
や
、
複
数
の
分
野
に
わ
た
る
内
容
を

考
察
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た
。

　

２
つ
め
は
、
小
・
中
学
校
で
習
得
し
た

内
容
に
関
連
し
た
出
題
が
あ
っ
た
こ
と

だ
。
第
２
問
で
は
、
身
近
に
あ
る
植
物
に

つ
い
て
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
に
習
得

し
た
生
物
分
類
に
関
す
る
問
題
が
出
題
さ

れ
、
実
際
の
写
真
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物

が
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
か
を
判
断

で
き
る
か
が
問
わ
れ
た
。
高
校
で
の
学
習

分
野
を
横
断
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
な

く
、
小
・
中
学
校
で
習
得
し
た
内
容
と
も

結
び
つ
け
、
体
系
的
に
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
だ
。

　

第
４
問
の
問
４
は
、
生
物
が
絶
滅
す
る

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
個
体
群
内
や
個
体
群

間
の
相
互
作
用
に
関
す
る
理
解
を
基
に
、

生
息
地
の
分
断
に
よ
る
個
体
群
の
縮
小
に

よ
っ
て
、
絶
滅
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
理

由
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

前
回
の
試
行
調
査
で
は
、
現
実
の
場
面

と
し
て
高
校
生
の
活
動
を
想
定
し
て
い
た

が
、
本
問
は
、
市
長
か
ら
調
査
官
と
し
て

招
か
れ
た
場
面
を
想
定
し
た
問
題
だ
。
表

の
意
味
を
理
解
し
、
情
報
を
整
理
・
統
合

し
て
考
察
す
る
力
や
、原
理
・
法
則
に
従
っ

て
自
然
の
事
物
・
現
象
の
基
本
的
な
概
念

と
の
整
合
性
を
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ

た
。

正解　　　　　……2─3（両方正解の場合のみ得点、順序は問わない）4 ─5

　ある市郊外の広大な草原に生息しているリス科の小動物（以下，リス）は，この地方の象徴として愛されている。先頃，
草原の近くに商業施設を誘致し，生息地を分断して道路を建設する計画が持ち上がった。「豊かな財政と高い生物多
様性を市にもたらす」が公約の市長は難しい判断を迫られることになった。「分断しても全体の面積はほとんど変わ
らないが，分断によって，

⒜
生息地が細分化されたり，

⒝
個体群が小さな集団に分けられたりするだろう。このまま

計画を進めても大丈夫だろうか」と懸念した市長は，調査官としてあなたを招き，リスの個体群の状態と生息地の分
断の影響について，調査を依頼した。次の表１は，あなたが調査した結果をもとに作成したリスの生命表である。た
だし， ６ 歳以上の個体はいなかった。なお，表１ではオスとメスを区別せずに示している。

N x： x歳の初めの個体数
ℓx：Nx /N0，  0歳の初めの個体数に対する x 歳の初めまで生存した個
体数の比率

px：Nx+1/N x，  x歳の初めから（x + 1）歳の初めまでの生存率
m x： x歳の個体が産んだ子の平均数
ℓxm x ：ℓx と m xの積

問4　下線部⒝に関連して，生息地が分断されて個体群が小さくなることで，絶滅のリスクが上昇する理由として適
当なものを，次の①～⑤のうちから二つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。　　　・

① 近親交配に伴うℓx の上昇
② 近親交配に伴うmxの低下
③ 偶然に個体数がゼロになる確率の上昇
④ 種間競争の緩和による競争排除の減少
⑤ 共倒れ型の種内競争の激化

第４問　問４

4 5

様
々
な
場
面
を
想
定
し
た
問
題
や

観
察
・
実
験
の
問
題
が
多
い

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

複
数
の
情
報
を
整
理
・
統
合
し
て

考
察
す
る
力
が
問
わ
れ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

理
科

生
物
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前
回
の
試
行
調
査
と
同
様
に
、
全
問
必

答
で
５
大
問
だ
っ
た
。

　

出
題
形
式
で
は
、「
あ
る
岩
石
に
関
連

し
た
学
習
内
容
」
と
い
う
切
り
口
で
複
数

の
分
野
の
内
容
を
小
問
集
合
的
に
扱
う
形

式
の
出
題
、
１
つ
の
選
択
肢
群
か
ら
２
つ

選
択
す
る
形
式
で
完
解
と
す
る
出
題
が
見

ら
れ
た
。
問
題
文
で
の
設
定
の
理
解
を
要

す
る
問
題
や
見
慣
れ
な
い
図
か
ら
の
読
み

取
り
を
要
す
る
問
題
が
多
く
、
題
意
の
把

握
に
時
間
を
要
し
た
だ
ろ
う
。

　

出
題
内
容
は
、
前
回
の
試
行
調
査
や
セ

ン
タ
ー
試
験
と
同
様
、「
地
学
基
礎
」
も

含
め
た
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
。

　

特
徴
的
な
出
題
を
挙
げ
る
と
、
第
２
問

の
問
６
は
、
グ
ラ
フ
で
与
え
ら
れ
た
３
つ

の
変
数
の
関
係
式
を
求
め
る
問
題
で
、
前

回
の
試
行
調
査
で
も
類
似
問
題
が
出
さ
れ

て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
よ
り
も
高
度
な

数
学
的
処
理
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

第
２
問
の
問
３
は
仮
説
に
対
す
る
反
例

を
選
ぶ
問
題
、
第
３
問
の
問
５
は
仮
説
に

関
す
る
検
証
方
法
を
検
討
す
る
問
題
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
探
究
活
動
に
お
け
る
仮
説

と
そ
の
検
証
に
踏
み
込
ん
だ
理
解
が
求
め

ら
れ
た
。

　

な
お
、
第
３
問
の
問
５
は
、
教
科
書
の

範
囲
内
で
解
答
で
き
る
内
容
だ
が
、
実
際

の
地
質
調
査
へ
の
応
用
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

力
が
求
め
ら
れ
た
。
最
新
の
研
究
や
自
然

災
害
・
環
境
問
題
な
ど
、
地
学
現
象
に
つ

い
て
折
に
触
れ
て
話
題
に
し
、
日
ご
ろ
か

ら
関
心
を
持
つ
よ
う
促
し
て
お
き
た
い
。

　

第
４
問
Ａ
の
問
３
で
は
、
大
気
と
地
表

に
お
け
る
熱
収
支
、
熱
輸
送
に
関
連
し
た

海
水
の
運
動
に
つ
い
て
の
理
解
が
問
わ
れ

た
。
問
題
文
に
従
っ
て
見
慣
れ
な
い
図
を

理
解
し
、
与
え
ら
れ
た
仮
想
的
な
状
況
に

該
当
す
る
位
置
を
選
択
す
る
。
問
題
文
か

ら
情
報
を
読
み
取
り
、
図
・
表
や
資
料
を

基
に
設
定
さ
れ
た
条
件
で
自
然
の
事
物
・

現
象
に
か
か
わ
る
情
報
を
、
原
理
・
法
則

に
従
い
整
理
す
る
力
、
条
件
を
満
た
す
位

置
を
図
中
に
表
現
す
る
力
が
求
め
ら
れ

た
。

　

図
の
中
に
直
接
、
解
答
選
択
肢
の
番
号

を
示
し
た
出
題
は
目
新
し
い
。
文
章
や
図

で
の
表
現
に
注
意
を
向
け
さ
せ
、
文
章
で

の
説
明
か
ら
図
を
描
か
せ
る
指
導
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

正解　　　　……１

　地球が受け取る太陽放射と地球から出ていく
地球放射は地球全体ではつり合っているが，次
の図１に示すように緯度ごとではつり合ってい
ない。地球の大気と海洋は低緯度から高緯度に
向けた極向き熱輸送を担い，太陽放射の緯度変
化の大きさに比べて，地球放射の緯度変化の大
きさを小さくしている。

問3　次の図２のように，横軸を北緯10°にお
ける極向き熱輸送量，縦軸を赤道と極の温
度差とすると，現在の状態は図中の点Ｐと
して表される。
　地球に大気と海洋が存在しないと仮想的
に考えた場合，大気と海洋による極向き熱
輸送もない。極向き熱輸送がなければ，太
陽放射と地球放射がそれぞれの緯度でつり
合うことで，地球全体の放射がつり合わな
ければならない。この状態を表す図中の位
置として最も適当なものを，次の図２中の
①～⑧のうちから一つ選べ。

第４問　A　問３

3

３

仮
説
の
設
定
や
検
証
方
法
の
検
討
等

探
究
活
動
へ
の
理
解
が
問
わ
れ
る

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

問
題
の
趣
旨
と
、
見
慣
れ
な
い
図

の
読
解
に
時
間
を
要
す
る
問
題

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

理
科

地
学
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英
語
の
各
技
能
の
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
把
握
す
る
こ
と
な
ど
を
前
提
と
し
て
、

筆
記
﹇
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹈
と
リ
ス
ニ
ン
グ

の
満
点
が
各
１
０
０
点
と
な
っ
た
。
前
回

の
試
行
調
査
で
は
公
表
が
な
か
っ
た
小
問

配
点
も
公
表
さ
れ
た
。
解
答
時
間
に
つ
い

て
は
、
前
回
か
ら
変
更
は
な
か
っ
た
（
筆

記
﹇
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹈
80
分
、
リ
ス
ニ
ン

グ
30
分
）。
な
お
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
出

題
さ
れ
て
い
た
発
音
・
ア
ク
セ
ン
ト
問
題

や
、
文
法
・
語
彙･

語
法
問
題
、
整
序
問

題
な
ど
は
今
回
も
出
題
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

筆
記
﹇
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹈
は
、
前
回
の

試
行
調
査
同
様
に
、
設
問
指
示
文
は
す

べ
て
英
語
で
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
な
ど
、
各
問
題
で
場

面
設
定
や
タ
ス
ク
の
状
況
設
定
が
明
確
に

な
さ
れ
て
お
り
、「
話
す
」「
書
く
」
の
活

動
に
も
つ
な
が
る
課
題
設
定
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
さ
せ
る
形
式
も
出
題
さ
れ
た
。

　

素
材
は
、
レ
シ
ピ
・
ブ
ロ
グ
・
記
事
な

ど
、
日
常
生
活
で
身
近
な
も
の
が
多
く
使

わ
れ
、読
む
素
材
の
英
文
量
も
多
か
っ
た
。

意
見
と
事
実
の
区
別
、
意
図
を
選
ぶ
も
の

な
ど
が
前
回
の
試
行
調
査
と
同
様
に
出
題

さ
れ
、
ま
た
、
設
問
形
式
の
点
で
は
、
あ

て
は
ま
る
も
の
を
す
べ
て
選
ぶ
問
題
が
前

回
よ
り
多
く
出
題
さ
れ
た
。

　

生
徒
に
は
、
読
み
や
す
く
ま
と
め
ら
れ

た
英
文
だ
け
で
な
く
、
ブ
ロ
グ
や
広
告
、

ネ
ッ
ト
情
報
な
ど
、
実
生
活
に
即
し
た
身

近
で
多
様
な
素
材
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
。
探
究
学
習
な
ど
で
、
生
徒
自
身

に
英
文
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
さ
せ
て
読
ま

せ
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

　

第
２
問
の
Ａ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
掲
載
さ
れ
た
レ
シ
ピ
か
ら
料
理
の

特
徴
を
読
み
取
っ
た
り
推
測
し
た
り
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
平
易
な
表
現
で
書
か
れ

た
短
い
説
明
文
の
概
要
や
要
点
を
捉
え
た

り
、
情
報
を
整
理
し
た
り
す
る
力
が
問
わ

れ
た
。
問
４
・
問
５
で
は
、
レ
シ
ピ
や
レ

シ
ピ
利
用
者
の
コ
メ
ン
ト
を
読
み
、
そ
の

内
容
を
事
実
と
意
見
に
分
け
て
整
理
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ

れ
た
選
択
肢
を
基
に
資
料
上
か
ら
必
要
な

情
報
を
探
す
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
ら
が
事

実
な
の
か
、意
見
な
の
か
、情
報
の
種
類
を

区
別
で
き
る
思
考
力
が
必
要
と
さ
れ
た
。

正解　 9  …… 1 　 10  …… 2

EASY OVEN RECIPES
Here is one of the top 10 oven-baked dishes as rated on our website. You will � nd this dish healthy and 
satisfying.
Meat and Potato Pie
Ingredients（ serves about 4 ）

A 1 onion  2 carrots  500g minced beef
 　× 2 flour 　× 1 tomato paste  　× 1 Worcestershire sauce
 　× 1 vegetable oil  　× 2 soup stock  salt & pepper

B 3 boiled potatoes  40g butter

C sliced cheese

Instructions
Step 1: Make A
1. Cut the vegetables into small pieces, heat the oil, and cook for 5 minutes.
2. Add the meat and cook until it changes color.
3. Add the flour and stir for 2 minutes.
4. Add the soup stock, Worcestershire sauce, and tomato paste. Cook for about 30 minutes.
5. Season with salt and pepper.
Step 2: Make B
1. Meanwhile, cut the potatoes into thin slices.
2. Heat the pan and melt the butter. Add the potatoes and cook for 3 minutes.
Step 3: Put A, B, and C together, and bake
1. Heat the oven to 200℃ .
2. Put A into a baking dish, cover it with B, and top with C.
3. Bake for 10 minutes. Serve hot.

REVIEW & COMMENTS
cooking@master　January 15, 2018 at 15:14
This is really delicious! Perfect on a snowy day.

Seaside Kitchen   February 3, 2018 at 10:03
My children love this dish. It’s not at all difficult to make, and I have made it so many times for my kids.

A  You are a member of the cooking club at school, and you want to make something different. On 
a website, you found a recipe for a dish that looks good.

第２問　A　問４・５

（※編集部注：問１～３略）

問４　According to the website, 
one fact （not an opinion） about 
this recipe is that it is 9  .

① highly ranked on the website
② made for vegetarians
③ perfect for taking to parties
④ very delicious

問5　According to the website, 
one opinion（ not a fact） about 
this recipe is that 10  .

① a parent made this dish many 
times

② it is easy to cook
③ it is fun to cook with friends
④ the recipe was created by a 

famous cook

筆
記
﹇
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹈

英
語

実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
面
を
意
識
し
た
出
題

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

概
要
を
押
さ
え
、

情
報
を
整
理
す
る
力
を
問
う

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析
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６
大
問
構
成
で
、
６
大
問
中
英
文
が
短

い
第
１
問
〜
第
３
問
は
２
回
読
み
、
英
文

が
長
い
第
４
問
〜
第
６
問
は
１
回
読
み
と

な
っ
た
。
第
４
問
〜
第
６
問
は
、
４
つ
の

イ
ラ
ス
ト
を
聞
こ
え
て
く
る
順
番
に
並
べ

変
え
た
り
、
図
表
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
完

成
さ
せ
た
り
す
る
問
題
が
出
さ
れ
た
。
情

報
を
統
合
し
て
要
点
を
整
理
・
判
断
す
る

な
ど
、
多
く
の
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情

報
を
聞
き
分
け
、
素
早
く
判
断
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。

　

総
語
数
は
約
１
４
０
０
語
、
平
均
音
声

速
度
は
約
１
３
５
Ｗ
Ｐ
Ｍ
（
＊
）
で
、
音

声
の
読
み
上
げ
は
大
半
が
ア
メ
リ
カ
人

だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
や
英
語
を
母
語

と
し
な
い
話
者
を
想
定
し
た
も
の
も
含
ま

れ
て
い
た
。

　

今
回
は
図
表
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
空
所

を
埋
め
る
問
題
な
ど
が
出
さ
れ
、
聞
き

取
っ
た
情
報
を
構
造
化
し
た
り
整
理
し
た

り
す
る
力
が
必
要
と
な
っ
た
。
数
値
な
ど

の
重
要
情
報
を
メ
モ
す
る
際
に
は
、
簡
略

化
し
た
り
記
号
化
し
た
り
し
て
時
間
を
か

け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
、
情
報
の
関

係
性
が
残
る
よ
う
な
記
録
力
（
ノ
ー
ト
テ

イ
キ
ン
グ
力
）
を
生
徒
に
は
身
に
つ
け
さ

せ
た
い
。
ま
た
、聞
き
取
る
だ
け
で
な
く
、

読
ん
で
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
報

の
量
も
多
く
、
短
時
間
で
必
要
な
情
報
を

読
み
取
る
力
も
求
め
ら
れ
た
。そ
の
た
め
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
力
の
育
成
と
同
期
し
た
指

導
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

第
５
問
の
問
１
（
ｂ
）
で
は
、
技
術
革

新
と
未
来
の
職
業
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

の
講
義
を
１
回
だ
け
聞
き
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
単
語
を
選
ぶ
問

題
が
出
さ
れ
た
。
身
近
な
話
題
や
既
知
の

社
会
的
な
話
題
に
関
す
る
講
義
を
聞
き
、

メ
モ
を
取
る
こ
と
を
通
じ
て
、
概
要
や
要

点
を
捉
え
る
力
や
、
聞
き
取
っ
た
情
報
と

図
表
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
を
組
み
合
わ

せ
て
判
断
す
る
力
が
問
わ
れ
た
。

　

状
況
と
問
い
を
読
む
時
間
（
約
60
秒
）

に
対
し
て
、与
え
ら
れ
た
情
報
量
は
多
く
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
の

関
連
も
考
え
な
が
ら
講
義
を
聞
き
、
メ
モ

を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
必
要
な
情

報
に
焦
点
化
し
て
聞
き
取
り
、
要
点
を
捉

え
る
練
習
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

正解　 26  …… 2　 27  …… 4　 28  …… 1　（全部正解の場合のみ点を与える）　 29  …… 4　 30  …… 2　 31  …… 3　（全部正解の場合のみ点を与える）

状況
　あなたはアメリカの大学で，技術革命と職業の関わりについて，ワー
クシートにメモを取りながら，講義を聞いています。

（※編集部注：問１（a）略）

問1　⒝　ワークシートの表の空欄　　　　 ～　　　　 にあてはめるのに最も適切なものを，四つの選択肢（①～④）のうちか
ら一つずつ選びなさい。選択肢は 2回以上使ってもかまいません。

①　create　 ②　replace　 ③　mental 　④　physical

第５問　問１（ｂ）

音声スクリプト
（※編集部注：前略）

This kind of thing has happened before. Jobs were 
lost in the 19th century when mass production 
started with the Industrial Revolution. Machines 
replaced physical labor, but mental labor like sales 
jobs was generated. Today, many people doing 
physical labor are worried that robots will take 
over their roles and that they will lose their current 
jobs. This time, the development of AI may even 
eliminate some jobs requiring mental labor as well.

（※編集部注：後略）

26 31

リ
ス
ニ
ン
グ

英
語

必
要
な
情
報
を
聞
き
分
け
、

判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
た

問
題
の
構
成
と
出
題
内
容

講
義
を
聞
き
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る

注
目
し
た
問
題
と
そ
の
分
析

＊　words per minute の略。１分間で読むことができる語数のこと。
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ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

進
研
模
試
　

編
集
責
任
者

松
永
和か

ず

喜き

出
題
分
析
と
現
場
の
声
か
ら
見
え
て
き
た

「
求
め
ら
れ
る
力
」

試行調査の出題の特徴のまとめ

●「社会とのかかわり」や「探究活動」を意識した問
題設定

●複数の資料を読み取り、情報を統合・考察する力
の重視（現行のセンター試験よりも、問題の文章
量や資料が増加）

●記述式問題や新形式のマーク式問題が出題される
など、解答形式が多様化

•生徒は表や図の入った文章に慣れていないので、
解くのが難しかったと思われる。（国語科）

•すべての問題において文章量が多かったため、
体力的にしんどい、疲れたという声が生徒から
多く上がった。（国語科）

•これまで見たことのないシチュエーション、図表
から問題が出た。（地理歴史科）

•見たことのないグラフや表が多く出てきた。読
解力がないと解けない問題が多数見られた。（地
理歴史科）

•問題文が長く、解き始めるまでに時間がかかっ
た生徒が多くいた。（数学科）

•今までの問題と比べると、純粋な数学の力以外
にも、読解力などが必要になった。（数学科）

•教科書や演習で直接は学んでいなくても、初見
の単語やテーマ設定を見て、「この分野の問題
だな」とピンとくる力が必要。（理科）

•速読ではなく、ピンポイントで大事な部分を抜き
出すことが求められる、情報検索型の問題が多
かった。（英語科）

次ページでは、４教科の先生方が、「読解力」を
テーマに語り合います

高校現場の先生方の声

複数の、多様で、大量な
情報の中から必要なものを
見抜く「読解力」が
求められた

　

今
回
の
試
行
調
査
の
問
題
は
、
前
回
の

試
行
調
査
に
お
け
る
出
題
コ
ン
セ
プ
ト
を

強
く
継
承
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
す

べ
て
の
教
科
・
科
目
で
「
日
常
生
活
や
社

会
の
事
象
」
を
意
識
し
た
素
材
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

の
場
面
が
扱
わ
れ
る
な
ど
、
探
究
を
意
識

し
た
出
題
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
章

だ
け
で
は
な
く
、
グ
ラ
フ
や
図
表
な
ど
、

多
様
で
複
数
の
資
料
が
扱
わ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
問
題
が
、
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
本
番
で
も
出
題
さ
れ

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
試
行
調
査
の
問
題
を
ご
覧
に

な
っ
た
高
校
現
場
の
先
生
方
か
ら
は
、「
複

数
」
の
「
多
様
」
で
「
大
量
」
の
情
報
を

基
に
問
題
を
解
く
こ
と
に
、
生
徒
が
苦
労

し
て
い
た
と
い
う
お
話
を
多
く
伺
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
回
の
試
行
調
査
で
は
、
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
あ
ら
か
じ
め
マ
ー
ク

式
問
題
の
平
均
得
点
率
（
平
均
正
答
率
）

を
５
割
程
度
に
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

数
学
２
科
目
と
理
科
３
科
目
（
物
理
・
生

物
・
地
学
）
は
、
５
割
程
度
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
は
、「
思
考
の
過
程
を

よ
り
段
階
的
に
問
う
」
こ
と
や
、「
題
材
」

や
「
情
報
の
量
」
を
精
選
す
る
こ
と
な
ど

を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。
事
実
、

先
生
方
も
、「
表
や
図
な
ど
の
テ
キ
ス
ト

に
不
慣
れ
」「
情
報
を
抜
き
出
す
の
が
難

し
か
っ
た
」「
問
題
の
文
章
量
が
多
か
っ

た
」
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
対
応

す
る
上
で
必
要
な
力
と
し
て
、「
読
解
力
」

を
指
摘
す
る
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。
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松
永　

今
回
の
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」（
以
下
、
共
通
テ
ス

ト
）
の
試
行
調
査
の
問
題
を
ご
覧
に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
は
、
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
１
５
や
次
期
学
習
指
導
要
領
答
申（
＊
）な
ど
で
説

明
さ
れ
て
い
る
「
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
理
解
し
、
利
用
し
、
熟

考
」す
る
力
や
、「
見
つ
け
出
し
た
情
報
を
多
面
的
・
多
角
的
に
吟

味
し
見
定
め
て
い
く
こ
と
や
、
情
報
と
自
分
の
知
識
等
を
結
び
つ

け
た
り
し
て
考
え
を
ま
と
め
て
い
く
」
力
、す
な
わ
ち
「
読
解
力
」

の
育
成
が
不
可
欠
だ
と
実
感
し
た
と
い
う
お
声
を
多
く
伺
い
ま
し

た
。
実
際
、
今
回
の
試
行
調
査
の
問
題
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試

験
と
比
べ
る
と
読
解
に
時
間
を
要
す
る
内
容
で
あ
り
、与
え
ら
れ

る
情
報
が
文
章
だ
け
で
な
く
、
表
や
図
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
素
材
や
場
面
設
定
が
日
常
生
活
や
社
会
に
か
か
わ
る

も
の
が
多
い
な
ど
、
問
題
文
の
質
の
変
化
の
点
か
ら
も
、
前
述
の

よ
う
な
読
解
力
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

寺
島　

数
学
で
は
、
今
回
の
試
行
調
査
で
も
、
日
常
的
な
事
象
を

高
知
県
立
高
知
西
高
校

高
野
和
幸
　

た
か
の
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
副

校
長
。
理
科
。

東
京
都
立
西
高
校

寺
島
　

求
　

て
ら
し
ま
・
も
と
む

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数

学
科
。

神
戸
大
学
附
属
中
等
教
育
学
校

高
木
　

優
　

た
か
ぎ
・
す
ぐ
る

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
地

理
歴
史
科
。

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
校
天
王
寺
校
舎

河
田
良
子
　

か
わ
た
・
り
ょ
う
こ

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
国

語
科
。

参加者 試
行
調
査
の
問
題
を
解
く
上
で
必
要
と
さ
れ
た

「
読
解
力
」と
は
何
だ
っ
た
の
か
？

今
回
の
試
行
調
査
の
問
題
に
対
し
て
、
い
ず
れ
の
教
科
の
担
当
教
師
か
ら
も
上
が
っ
た
の
が
「
読
解
力
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
声
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
試
行
調
査
の
問
題
を
解
く
上
で
必
要
と
さ
れ
た
読
解
力
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
力
だ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
力
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
生
徒
に
育
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
、
４
教
科
の
担
当
教
師
に
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

従
来
の
問
い
に
た
ど
り
着
く
た
め
の

読
解
力
が
必
要
に

座談会

＊　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
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テ
ー
マ
と
し
、
与
え
ら
れ
る
情
報
量
が
多
い
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
問
題
で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
読
み
解
い
て
か
ら
”数
学”

が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
読
解
力
が
な
い
と
数
学
の
問
い
に
た
ど
り
着
け
な
い
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
数
学
で
は
、
問
題
の
読
み
解
き
段
階
で

の
誤
解
を
避
け
る
た
め
、
問
題
文
は
短
い
方
が
よ
い
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と

今
回
の
試
行
調
査
の
数
学
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

河
田　

国
語
で
は
、
問
題
を
解
く
ま
で
に
接
す
る
情
報
が
多
く
、

複
数
の
テ
キ
ス
ト
の
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
素

早
く
取
捨
選
択
し
た
り
、
全
体
像
を
つ
か
ん
だ
り
す
る
力
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
要
求
さ
れ
る
学
力
は
、
現
行
の
セ

ン
タ
ー
試
験
の
国
語
か
ら
一
変
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
従
来
の
よ
う
に
、
精
読
し
て
解
釈
す
る

力
を
見
る
問
題
も
出
て
お
り
、
８
割
弱
は
従

来
型
の
問
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
残
り
の

２
割
強
が
、
現
場
の
先
生
方
が
ご
指
摘
さ
れ

て
い
る
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る
部
分
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

高
野　

理
科
も
、
前
回
の
試
行
調
査
に
続
い

て
、
日
常
生
活
で
見
ら
れ
る
現
象
を
題
材
と

し
、
デ
ー
タ
や
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
読

み
取
っ
て
活
用
す
る
問
題
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
が
実
験
結
果
に
基
づ
い
て

考
察
を
行
う
物
理
の
問
題
、
か
ぜ
薬
の
合
成

が
テ
ー
マ
の
課
題
研
究
を
題
材
に
し
た
化
学

の
問
題
な
ど
、
日
頃
の
実
験
や
探
究
活
動
の

経
験
の
有
無
が
取
り
組
み
や
す
さ
を
左
右
す

る
問
題
も
出
ま
し
た
。

高
木　

前
回
の
試
行
調
査
同
様
、

日
本
史
や
世
界
史
は
現
行
の
セ

ン
タ
ー
試
験
と
比
べ
て
史
料
が

増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
求
め

ら
れ
て
い
る
力
は
従
来
と
大
き

く
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

も
、地
理
歴
史
、公
民
で
は
史
料
・

資
料
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
内
容

を
読
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

河
田　

読
解
の
ス
ピ
ー
ド
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

国
語
も
、
普
段
か
ら
活
字
に
多

く
触
れ
、
多
様
な
文
章
に
接
し

た
経
験
を
持
つ
生
徒
は
対
応
し

や
す
か
っ
た
は
ず
で
す
。

寺
島　

情
報
を
取
捨
選
択
し
、

従
来
の
数
学
の
問
い
に
た
ど
り

着
い
た
後
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
求
め
ら
れ
て
い
る
、

定
理
・
公
式
の
運
用
力
や
計
算
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
、

数
学
的
な
事
象
の
本
質
を
読
み
取
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
木　

試
行
調
査
の
問
題
を
解
く
上
で
必
要
と
さ
れ
た
読
解
力

は
、
２
種
類
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
主
に
知
識
・
技
能
を
活
用
す

る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
読
解
力
」
と
、「
主
に
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
働
か
せ
る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
読
解
力
」
で
す
（
図
）。

前
者
は
ど
の
教
科
で
も
同
様
に
求
め
ら
れ
、
教
科
横
断
で
育
む
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
一
方
、
後
者
は
教
科
固
有
で
、
各
教
科

の
授
業
の
中
で
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。
ま
ず
、
読
解
力
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図　「大学入学共通テスト」の問題を解く上で必要だと考えられる「２つの読解力」

主に知識・技能を
活用することで発揮される

読解力

主に思考力・判断力・表現力を
働かせることで発揮される

読解力

各教科の本質を問う出題

複数の、多様なテキストを
通じた情報量の増加

教科ごとに育成

教科横断で育成

答えにたどり着くまでに求められる2つの読解力答えにたどり着くまでに求められる2つの読解力
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松
永　

こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。「
主

に
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
発
揮
さ
れ
る
読
解
力
」
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
育
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。

河
田　

い
ろ
い
ろ
な
話
題
、
多
様
な
知
識
に
触
れ
さ
せ
る
時
間
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
で
よ
り
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
国
語
で
あ

れ
ば
、教
科
書
に
載
っ
て
い
る
文
章
に
と
ど
ま
ら
ず
、多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
の
文
章
を
読
ま
せ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
そ
の
一
方

で
、
精
読
す
る
力
も
必
要
で
す
。
国
語
科
の
教
師
に
は
特
に
、「
今

は
大
ま
か
に
読
ま
せ
る
」「
次
は
じ
っ
く
り
読
ま
せ
よ
う
」な
ど
と
、

指
導
の
モ
ー
ド
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

高
野　

教
科
書
の
内
容
か
ら
派
生
す
る
関
連
知
識
を
生
徒
に
多
く

与
え
る
た
め
に
は
、「
保
健
体
育
」
や
「
家
庭
」
な
ど
の
教
科
が

横
串
と
な
っ
て
、
各
教
科
を
結
び
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

河
田　

情
報
の
収
集
・
整
理
・
分
析
の
ス
テ
ッ
プ
の
中
で
、
様
々

な
教
科
の
関
連
知
識
に
触
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
が
鍵
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

高
野　

何
が
大
切
な
の
か
を
生
徒
自
身
が
選
択
す
る
場
面
を
、
授

業
に
盛
り
込
む
こ
と
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
な
ら
教
師
が「
キ
ー

ワ
ー
ド
は
こ
れ
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
あ
え
て
生

徒
の
気
づ
き
を
待
つ
場
面
も
、
今
後
は
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

高
木　
「
読
解
力
の
育
成
」
を
、
教
科
を
超

え
た
共
通
の
課
題
と
す
る
と
よ
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
試
行
調
査
の
よ
う
な
問
題
を
、
高

１
の
段
階
か
ら
校
内
テ
ス
ト
な
ど
で
出
し
て

い
け
ば
、
生
徒
も
読
解
力
の
重
要
性
を
実
感

し
、
学
習
の
姿
勢
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い

ま
す
。

寺
島　
「
読
解
力
の
育
成
」
が
校
内
共
通
の

課
題
に
な
る
と
、
各
教
科
で
す
べ
き
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。「
数
学
で
得
ら
れ
た
論
理

的
な
思
考
力
は
、
国
語
の
評
論
読
解
に
も
役

立
つ
」
と
、
各
教
科
が
読
解
力
の
育
成
に
向

け
て
「
で
き
る
こ
と
」
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

高
木　
「
図
を
読
み
解
く
力
」、「
文
章
を
読
み
解
く
力
」
と
い
っ
た
、

活
動
領
域
ご
と
の
読
解
力
を
、
ど
の
教
科
が
中
心
に
な
っ
て
育
む

の
か
を
話
し
合
い
、分
担
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

松
永　
「
主
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
働
か
せ
る
こ
と
で

発
揮
さ
れ
る
読
解
力
」、
す
な
わ
ち
教
科
固
有
の
読
解
力
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

寺
島　

答
え
が
出
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
、
得
ら
れ
た
数
値
の
意

味
や
価
値
を
考
察
す
る
と
い
っ
た
、
本
質
的
な
理
解
を
求
め
る
指

導
が
教
科
を
問
わ
ず
必
要
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
試
行
調
査
の
数

学
Ⅱ
・
Ｂ
で
は
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
見
ら
れ
る
微
分
・
積

分
の
複
雑
な
計
算
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
傾
向
が
実

際
の
共
通
テ
ス
ト
で
も
踏
襲
さ
れ
れ
ば
、
パ
タ
ー
ン
演
習
的
な
学

習
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
授
業
改
善
が
不
可
欠
で
す
。

河
田　

他
教
科
と
連
携
し
て
、「
こ
の
テ
ー
マ
は
ほ
か
の
教
科
で

も
扱
っ
た
よ
ね
」
と
教
師
が
話
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
徒
の
メ

タ
認
知
が
促
進
さ
れ
、
本
質
的
な
理
解
へ
と
近
づ
く
で
し
ょ
う
。

高
野　

科
学
の
本
質
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、
基
礎
事

項
を
身
に
つ
け
た
上
で
の
、
授
業
中
の
試
行
錯
誤
で
す
。
実
験
も
、

生
徒
の
試
行
錯
誤
と

教
科
の
本
質
の
理
解
が
必
要

生徒の自由な思考、多様な意見を教師が価値づけしていく授業を　河田
大阪教育大学附属高校天王寺校舎　◎自然科学や社会科学に関する基礎的な研究方法を習得しながら個 の々好奇心を満たす「プルーフ
（課題研究）」、各自の生命観を醸成する「生命論」などの独自の学習空間を設置。文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」指定校。　
◎設立　1956（昭和31）年　◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約１６０人　◎２０１８年度入試合格実績（現浪計）　国
公立大は、東京大、京都大、大阪教育大、大阪大、神戸大などに１０２人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、早稲田大、同志
社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ２３５人が合格。　◎URL　http://www.tennoji-h.oku.ed.jp/tennoji/index.html

「読解力の育成」を教科共通の課題とすることで、“カリマネ”を推進する　高木
神戸大学附属中等教育学校　◎神戸大学発達科学部の旧附属明石中学校・住吉中学校を母体とし、中等教育学校として発足。2012年
度、後期課程（高校）が開設。小集団学習や総合的な学習の時間「Ｋｏｂｅプロジェクト」など、言語活動を重視した特徴的な教育を展開する。　
◎設立　2009（平成21）年　◎形態　全日制／普通科／共学　◎生徒数　１学年約155人　◎２０１８年度入試合格実績（現浪計）　国
公立大は、北海道大、東京大、京都大、大阪大、神戸大などに69人が合格。私立大は、慶應義塾大、中央大、早稲田大、同志社大、
立命館大、関西大、関西学院大などに延べ３６６人が合格。　◎URL　http://www.edu.kobe-u.ac.jp/kuss-top/index.html
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で
き
る
だ
け
生
徒
に
委
ね
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
予
測
さ
れ
て
、

実
際
に
得
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果
の
原
因
は
何
か
を
話
し
合
わ

せ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
与
え

ら
れ
た
情
報
を
既
知
の
知
識
と
統
合
し
て
突
き
詰
め
て
い
く
、
本

質
に
迫
る
読
解
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

河
田　

今
回
の
試
行
調
査
の
国
語
の
大
問
２
で
は
、【
文
章
】
に

添
え
ら
れ
た
２
つ
の
表
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
図
を
問
う
問

題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
文
章
に
し
ろ
図
表
に
し
ろ
、
具
体
的
な
目

的
の
達
成
の
た
め
に
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
た
こ
と
の
あ
る
生
徒
は

解
き
や
す
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
具
体
的
な
課
題
に
向
き
合
っ
て
、

仲
間
と
話
し
合
う
中
で
自
分
の
考
え
を
形
成
し
て
い
く
、
言
わ
ば

「
動
的
な
思
考
力
」
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

高
木　

教
員
が
答
え
を
指
し
示
す
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
学
習

な
ど
、
生
徒
と
生
徒
の
対
話
を
通
し
て
答
え
を
考
え
る
授
業
で
こ

そ
、
動
的
な
思
考
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

河
田　

１
つ
の
問
い
に
対
し
て
グ
ル
ー
プ
別
に
、
図
や
文
章
な
ど

自
由
な
形
式
で
思
考
の
過
程
を
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
し
て
、
多
様
な
意
見
や
考
え
を
歓
迎
す
る
授
業
で
あ
る
な

ら
ば
、
生
徒
の
言
葉
に
う
な
ず
く
だ
け
で
な
く
、「
こ
こ
に
着
目

で
き
た
ね
」
と
価
値
づ
け
し
て
い
き
た
い
で
す
。

高
木　

教
員
の
適
切
な
価
値
づ
け
こ
そ
、
本
質
を
読
み
解
く
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
不
可
欠
な
指
導
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

寺
島　

本
校
で
は
、
年
２
回
、
教
科
を
超

え
た
授
業
見
学
の
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
重
要
視
し
て
い
る
観
点

は
、「
生
徒
の
思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
問
い

か
け
」
で
す
。
思
考
を
活
性
化
さ
せ
る
問
い

づ
く
り
に
は
、
教
師
相
互
の
研
鑽
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
私
は
「
生
徒
の
間
違
い
を
生

か
し
た
授
業
展
開
」
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

高
木　

授
業
の
構
成
も
変
わ
り
ま
す
。
地
理

歴
史
科
な
ら
ば
、
地
球
的
課
題
を
主
題
に
、

そ
の
問
題
の
解
決
方
法
を
考
え
る
こ
と
で
歴

史
的
・
地
理
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ

る
授
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
歴
史
や
地
理
の

知
識
を
覚
え
さ
せ
る
だ
け
の
授
業
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
入
試
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
地
球
的
な
課
題
が
歴
史

や
地
理
の
ど
の
事
象
と
関
係
す
る
の
か
を
読
み
解
く
こ
と
が
、
地

理
歴
史
科
固
有
の
読
解
力
で
す
。

高
野　

授
業
で
の
試
行
錯
誤
と
教
科
の
本
質
的
な
理
解
の
た
め
に

は
、
そ
う
し
た
時
間
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
が
課
題
に
な
り

ま
す
。
化
学
で
も
、
例
え
ば
試
薬
の
色
な
ど
、
覚
え
て
し
ま
え
ば

よ
い
と
こ
ろ
は
、
プ
リ
ン
ト
学
習
で
済
ま
せ
て
授
業
の
中
で
は
説

明
し
な
い
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
が
必
要
で
す
。

高
木　

年
間
を
見
通
し
た
単
元
構
成
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

河
田　

時
間
を
か
け
て
生
徒
が
深
く
対
話
す
る
よ
う
な
授
業
を
実

現
し
な
が
ら
、
教
科
書
、
さ
ら
に
は
教
科
を
も
超
え
た
知
的
な
話

題
も
提
供
し
、
生
徒
が
知
識
と
思
考
の
広
が
り
を
味
わ
う
よ
う
な

メ
リ
ハ
リ
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

寺
島　

共
通
テ
ス
ト
へ
の
準
備
は
確
か
に
必
要
で
す
が
、
そ
れ
は

形
式
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
求
め

ら
れ
た
２
つ
の
読
解
力
の
育
成
を
、
す
べ
て
の
教
師
が
意
識
し
な

が
ら
、
本
質
を
押
さ
え
た
教
科
指
導
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
共

通
テ
ス
ト
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

”カ
リ
マ
ネ”

の
推
進
で

新
入
試
対
応
の
授
業
づ
く
り
を

生徒は授業中の試行錯誤によって本質に迫る読解力を獲得する　高野
高知県立高知西高校　◎ 1968年、高知県の高校としては初となる英語科を設置。国際交流の先進校として積極的に活動。2023年度に
高知南中学校・高校と統合完了し、国際バカロレアコースを含むグローバル教育を展開していく。文部科学省「スーパーグローバルハイスクール」
指定校。　◎設立　1957年（昭和32年）　◎形態　全日制／普通科・英語科／共学　◎生徒数　１学年約280人　◎２０１８年度入試
合格実績（現役のみ）　国公立大は、岡山大、広島大、香川大、愛媛大、高知大などに92人が合格。私立大は、慶應義塾大、同志社大、
立命館大、関西大、関西学院大などに延べ111人が合格。　◎URL　http://www.kochinet.ed.jp/nishi-h/

思考を活性化させる問いづくりには、教師同士の研鑽が必要　寺島
東京都立西高校　◎昭和12年に創立された府立第十中学校を母体とする。教育理念は「文武二道」「自主・自律」。国際社会で活躍で
きる人材の育成を目指す。東京都教育委員会による「進学指導重点校」の指定校。　◎設立　1937（昭和 12）年　◎形態　全日制／
普通科／共学　◎生徒数　１学年約３２０人　◎２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東京工業大、東京大、一橋大、京都
大、大阪大などに１０６人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、早稲田大などに延べ３57人が合格。　◎URL　
http://www.nishi-h.metro.tokyo.jp/index.html

26 Februar y  2019

Q8-623-000 2018 年度　VIEW21高校版 2月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/24
南部

色
校
02/04
南部

念
校
02/06
南部 − −/−

− − −/−
−

P23-26_view21koukou-2g.indd   26 2019/02/06   10:13



間
違
え
る
生
徒
の
多
く
は
、
問
題
の
意
図

を
正
確
に
読
み
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
何
が

問
わ
れ
て
い
る
の
か
を
論
理
的
に
解
釈
せ

ず
、
感
覚
的
に
捉
え
て
い
る
た
め
、
同
じ

間
違
い
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
の
で
す
」

　

一
方
、
図
や
グ
ラ
フ
な
ど
の
形
で
提
示

さ
れ
た
複
数
の
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を

読
み
取
っ
て
答
え
る
問
題
に
対
し
て
は
、

生
徒
は
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
な

い
と
、
根
来
先
生
は
語
る
。

　
「
国
語
の
授
業
で
も
、
図
や
グ
ラ
フ
な

ど
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み
取
っ
て
記
述

す
る
問
題
に
は
、
長
文
読
解
に
比
べ
て
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ

ら
は
親
和
性
の
高
い
素
材
で
あ
り
、
視
覚

的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、

　

大
阪
府
・
私
立
明め

い
せ
い星

中
学
校
・
高
校
は
、

大
阪
市
中
心
部
に
位
置
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク

の
男
子
校
だ
。
授
業
重
視
の
教
科
指
導
、

英
語
４
技
能
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、
例
年

１
５
０
人
前
後
が
国
公
立
大
学
に
合
格
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
徒
の
希
望
進
路

の
実
現
に
向
け
て
、「
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
」
で
求
め
ら
れ
る
思
考
力
や
読
解
力

な
ど
の
育
成
の
強
化
は
、
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
国
語
科
主
任
の
根ね

来ご
ろ

正
彦

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
ま
ず
、
長
い
文
章
を
粘
り
強
く
読
み

通
す
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。ま
た
、国
語
に
限
ら
ず
、文
章
題
で

取
り
組
み
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

た
だ
、
そ
う
し
た
課
題
で
も
、
問
題
の

難
易
度
が
上
が
る
と
対
応
で
き
な
い
生

徒
が
出
て
く
る
と
、
進
路
指
導
部
部
長
の

上う
え
は
た畑
卓
治
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
問
題
の
意
図
を
理
解
し
、そ
れ
に
沿
っ

て
図
や
グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
を
読
み

取
っ
て
答
え
を
導
く
た
め
に
は
、
思
考
力

や
判
断
力
を
含
め
た
総
合
的
な
読
解
力
が

必
要
で
す
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
視
点
か

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

木
村
幸
広
　

き
む
ら
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
教
務
部
。
国
語
科
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

根
来
正
彦
　
ね
ご
ろ
・
ま
さ
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

32
年
目
。
国
語
科
主
任
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

上
畑
卓
治
　

う
え
は
た
・
た
く
じ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

29
年
目
。
教
頭
補
佐
。
進
路
指
導

部
部
長
。
国
語
科
。

大
阪
府
・
私
立
明
星
中
学
校
・
高
校

◎
カ
ト
リ
ッ
ク
男
子
修
道
会「
マ
リ
ア
会
」に
よ
り
、

創
設
。「
地
の
塩
、
世
の
光
」「
よ
き
明
星
紳
士
た

れ
！
」
を
学
園
の
標
語
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
精

神
に
の
っ
と
っ
た
全
人
教
育
を
展
開
。

◎
設
立　

１
８
９
８
（
明
治
31
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
男
子

◎
生
徒
数　

１
学
年
中
学
校
約
２
６
０
人
、
高
校

約
４
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、

名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に

１
６
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、

早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
９
６
２
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.m

eisei.ed.jp/

大
阪
府
・
私
立
明め

い
せ
い星
中
学
校
・
高
校

エ
ッ
セ
ー
作
成
を
通
し
て
、多
様
な
情
報
を
整
理
し
、

自
分
の
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
力
を
養
う

長
文
を
粘
り
強
く
読
み
通
す
力
や
、
問
題
の
意
図
を
正
確
に
読
み
取
る
力
に
課
題
を
感
じ
て
い
た
明
星
中
学
校
・
高
校
。

教
科
の
授
業
で
多
様
な
知
識
を
学
び
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
そ
れ
ら
の
知
識
を
整
理
・
統
合
し
て
、

生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
教
科
横
断
で
総
合
的
な
読
解
力
を
育
も
う
と
し
て
い
る
同
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

事例
感
覚
的
に
捉
え
ず
に
、

論
理
的
に
読
み
取
る
力
が
必
要
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期
は
国
語
科
と
理
科
、
後
期
は
国
語
科

と
社
会
科
が
連
携
し
、
各
教
科
の
授
業
で

学
習
す
る
内
容
と
、
総
合
学
習
に
お
け
る

エ
ッ
セ
ー
作
成
を
連
動
さ
せ
た
。
そ
れ
ら

の
指
導
は
、
高
校
で
行
う
探
究
学
習
の
事

前
学
習
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
「
多
様
な
情
報
を
整
理
・
統
合
し
、
考

察
す
る
読
解
力
は
、
探
究
学
習
に
お
け
る

課
題
設
定
を
行
う
際
に
も
必
要
な
資
質
・

能
力
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
試
行
調
査

で
も
多
様
な
資
料
を
読
み
解
き
、
答
え
を

導
き
出
す
問
題
が
中
心
と
な
っ
て
い
た

『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
対
応
す
る

た
め
に
も
必
要
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」（
根
来
先
生
）

　

今
回
は
、
後
期
に
行
わ
れ
た
「
人
口
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
ー
作
成
の

指
導
の
流
れ
を
見
て
い
く
。

　

ま
ず
、
社
会
科
の
授
業
に
お
い
て
、
環

境
・
雇
用
・
食
糧
な
ど
の
分
野
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
捉
え
た
人
口
問

題
に
関
す
る
様
々
な
知
識
を
学
ば
せ
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
総
合
学
習
で
は
、
国
語

科
が
、段
落
構
成
や
起
承
転
結
な
ど
、エ
ッ

セ
ー
の
書
き
方
を
指
導
し
、
短
い
エ
ッ

セ
ー
の
作
成
に
何
度
も
取
り
組
ま
せ
た
。

そ
の
際
、
人
口
問
題
に
関
す
る
動
画
を
視

聴
さ
せ
、
そ
の
内
容
の
要
約
と
疑
問
点
、

感
想
を
書
か
せ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
文

章
や
グ
ラ
フ
な
ど
だ
け
で
な
く
、
動
画
や

音
声
と
い
っ
た
素
材
か
ら
も
情
報
を
的
確

に
つ
か
み
取
り
、
整
理
す
る
力
を
育
成
す

る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
言
語
だ

け
の
情
報
の
や
り
取
り
に
は
限
界
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
言
語
以
外

の
表
現
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
理
解
す
る

力
も
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

力
は
、
文
章
の
内
容
を
読
み
解
く
従
来
型

の
読
解
の
指
導
だ
け
で
身
に
つ
け
る
の
は

難
し
く
、様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、

多
面
的
に
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

指
導
で
は
、
国
語
科
と
社
会
科
で
進
捗

状
況
や
指
導
内
容
を
共
有
し
、
エ
ッ
セ
ー

の
テ
ー
マ
を
何
に
す
る
か
、
ど
ん
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
せ
る
の
か
と

い
っ
た
目
線
合
わ
せ
を
随
時
行
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
指
導
を
通
し
て
、
人
口
問

題
や
エ
ッ
セ
ー
の
書
き
方
に
関
す
る
様
々

な
知
識
・
技
能
を
習
得
さ
せ
た
上
で
、
学

期
末
に
人
口
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
１

つ
決
め
て
、
そ
の
背
景
と
対
応
策
に
つ
い

て
１
２
０
０
～
１
６
０
０
字
の
エ
ッ
セ
ー

を
書
か
せ
た
。
そ
の
際
、
い
き
な
り
エ
ッ

セ
ー
を
書
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
段
階
を

踏
ん
で
完
成
に
近
づ
く
よ
う
に
し
た
。

①
人
口
問
題
に
関
す
る
テ
ー
マ
（
論
題
）

を
思
い
つ
く
ま
ま
に
箇
条
書
き
す
る
。

②
書
き
出
し
た
テ
ー
マ
の
背
景
や
問
題
の

原
因
に
つ
い
て
書
く
。

③
②
で
挙
げ
た
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
自
分

が
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
を
１
つ
決
め
、

そ
の
問
題
の
解
決
策
を
書
く
。

④
③
の
解
決
策
の
根
拠
と
効
果
を
書
く
。

⑤
序
論
、
本
論
、
結
論
の
段
落
構
成
で
内

容
を
考
え
、
下
書
き
を
す
る
。

⑥
エ
ッ
セ
ー
を
書
く
。

　

そ
れ
ら
の
段
階
を
踏
む
こ
と
で
、
社
会

科
や
総
合
学
習
の
授
業
で
学
ん
だ
多
様
な

情
報
を
的
確
に
整
理
・
統
合
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
考
察
し
な
が
ら
、
読
解
力
を
高
め

て
い
く
。

　

エ
ッ
セ
ー
の
評
価
は
、
生
徒
同
士
の
相

互
評
価
で
行
っ
て
い
る
。
評
価
項
目
は
、

句
読
点
の
位
置
や
言
葉
の
係
り
受
け
の
正

確
さ
、
論
旨
の
明
確
さ
、
段
落
構
成
な
ど

の
５
つ
（
図
１
）
で
、
執
筆
者
以
外
の
５

人
の
生
徒
が
４
段
階
で
評
価
す
る
。ま
た
、

ら
提
示
さ
れ
た
資
料
の
内
容
を
き
ち
ん
と

読
み
取
り
、
必
要
な
情
報
を
抜
き
出
し
た

り
、
共
通
点
を
見
つ
け
た
り
し
て
、
そ
れ

ら
を
問
題
の
意
図
に
沿
っ
て
統
合
・
考
察

す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

は
、『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
で
求
め

ら
れ
る
力
で
あ
る
と
同
時
に
、
職
業
を
問

わ
ず
、
仕
事
を
す
る
上
で
も
今
後
ま
す
ま

す
求
め
ら
れ
る
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
指
導
は
、

国
語
科
だ
け
で
は
な
く
、
教
科
横
断
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

　

総
合
的
な
読
解
力
を
高
め
る
た
め
に
、

同
校
が
重
視
し
て
い
る
の
が
エ
ッ
セ
ー
作

成
の
指
導
だ
。上
畑
先
生
は
、読
解
力
と
記

述
力
は
不
可
分
な
関
係
に
あ
る
と
語
る
。

　
「
読
み
取
っ
た
内
容
を
、
本
当
に
理
解

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
本
人
が
認
識
し

た
り
、
第
三
者
が
評
価
し
た
り
す
る
た
め

に
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
つ
ま
り
、
書
く
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
２
０
１
８
年
度
の
中
学
３
年

次
か
ら
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
学
習
）
に
お
い
て
教
科
横
断
で

の
エ
ッ
セ
ー
作
成
の
指
導
を
始
め
た
。
前

動
画
や
音
声
の
教
材
も
用
い
て
、

読
解
力
を
多
面
的
に
育
成

ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら

多
様
な
情
報
を
整
理
し
解
釈
す
る

相
互
評
価
の
方
法
を
工
夫
し
、

信
頼
性
の
高
い
評
価
手
法
を
模
索
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て
い
る
が
、
自
分
が
書
い
た
エ
ッ
セ
ー
へ

の
評
価
が
的
確
か
ど
う
か
を
考
え
さ
せ
、

評
価
者
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。　

　
「
評
価
す
る
側
に
も
自
分
の
評
価
に
責

任
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
こ
の
項
目
を
設

け
ま
し
た
。
ま
た
、
他
者
を
評
価
す
る
こ

と
で
、
自
身
の
エ
ッ
セ
ー
を
客
観
的
に
読

む
メ
タ
認
知
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

現
在
、
相
互
評
価
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
分
析
し
、
教
師
１
人
が
評
価
し
た
場

合
と
、
複
数
の
生
徒
で
評
価
す
る
場
合
と

で
、
整
合
性
は
あ
る
の
か
、
ど
ち
ら
か
に

一
貫
性
が
あ
る
の
か
を
調
べ
て
い
る
。
東

京
工
業
大
学
の
大
学
院
生
と
共
同
で
デ
ー

タ
の
解
析
を
進
め
て
お
り
、
相
互
評
価
に

一
貫
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
エ
ッ
セ
ー
の

評
価
は
生
徒
の
相
互
評
価
を
中
心
に
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
「
小
論
文
や
探
究
学
習
な
ど
、
正
解
が

１
つ
で
は
な
い
問
い
に
取
り
組
む
学
び
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
、

学
校
現
場
の
大
き
な
課
題
で
す
。
エ
ッ

セ
ー
を
書
か
せ
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ

れ
を
適
切
に
評
価
し
、
生
徒
の
資
質
・
能

力
を
着
実
に
伸
ば
す
た
め
に
は
、
客
観
的

で
効
果
的
な
評
価
手
法
の
確
立
が
必
要
で

す
。
相
互
評
価
の
信
頼
性
の
高
さ
が
デ
ー

タ
で
実
証
で
き
れ
ば
、
相
互
評
価
に
対
す

る
生
徒
の
納
得
感
が
高
ま
り
、
取
り
組
み

に
対
す
る
意
欲
も
向
上
す
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

教
科
指
導
に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
読

解
力
の
育
成
を
重
視
し
て
い
る
。
国
語
科

の
木
村
幸
広
先
生
は
、
出
題
の
意
図
を
読

み
取
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
、
教

科
書
を
題
材
に
し
て
、
生
徒
自
身
に
作
問

を
行
わ
せ
て
い
る
。
高
校
１
年
次
の
『
羅

生
門
』
を
例
に
流
れ
を
見
て
い
く
。

　

以
前
の
授
業
で
は
、
場
面
や
段
落
ご
と

に
、
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
共
通
理
解

を
図
っ
た
上
で
、登
場
人
物
の
心
情
な
ど
、

さ
ら
に
深
い
読
解
に
進
む
流
れ
に
し
て
い

た
。
現
在
は
、心
情
の
読
解
に
進
む
前
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
作
問
を
行
う
。

　

ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
だ
け
多

く
の
問
題
を
作
り
、
そ
れ
を
３
～
４
人
の

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
持
ち
寄
る
。
問
題
内

容
は
、「
は
い
・
い
い
え
」
で
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

で
も
、
解
答
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
の
で

き
る
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
ど

ち
ら
で
も
構
わ
な
い
。
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
て
３
問
ほ
ど
に
絞
り
、
各
問
題
の
意

評
価
に
エ
ッ
セ
ー
以
外
の
情
報
が
入
ら
な

い
よ
う
、
執
筆
者
の
名
前
は
伏
せ
、
無
作

為
の
５
人
に
配
布
す
る
よ
う
に
し
た
。

　

同
校
が
行
う
相
互
評
価
の
特
徴
は
、
採

点
結
果
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、

そ
の
中
で
「
あ
な
た
は
こ
の
採
点
結
果
を

信
用
し
ま
す
か
」
と
い
う
項
目
を
用
意
し

た
こ
と
だ
。
評
価
者
の
名
前
は
伏
せ
ら
れ

生徒同士の相互評価は、5項目で行う。それらはエッセーを書く際に注意すべき観点でもある。また、今後の相互評価の方法に生
かそうと、相互評価をどう思うかについて聞くアンケートも行った。　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料をそのまま掲載。

「評価シート」と「ピア・アセスメントと採点結果に関するアンケート」図１

出
題
者
の
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
１
つ
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問
し
、
解
答
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
社

会
で
必
要
と
な
る
対
人
関
係
能
力
を
高
め

て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
連
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
多
様
な

情
報
を
整
理
・
統
合
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
表
現
す
る
力
、
情
報
の
発
信
者

の
意
図
を
読
み
解
く
力
は
徐
々
に
向
上
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
動
画
や
音
声
を
視
聴

し
な
が
ら
素
早
く
要
点
を
書
き
、
疑
問
点

を
出
し
た
り
、
考
え
を
ま
と
め
た
り
で
き

る
生
徒
が
増
え
た
と
言
う
。
ま
た
、
小
論

文
の
構
成
や
様
式
を
整
え
た
上
で
、
自
分

の
言
葉
で
書
く
生
徒
が
増
え
て
き
た
。

　
「
生
徒
た
ち
は
総
じ
て
、
解
答
に
必
要

な
要
素
を
問
題
文
の
中
か
ら
見
つ
け
出

し
、
そ
れ
ら
を
適
切
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

解
答
を
作
り
出
す
力
が
高
い
の
で
す
が
、

最
難
関
の
国
公
立
大
学
の
入
試
で
結
果
を

出
す
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
力
に
加
え

て
、
自
ら
の
考
え
や
解
釈
を
自
分
の
言
葉

で
論
理
的
に
表
現
す
る
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
。エ
ッ
セ
ー
を
書
く
活
動
を
通
し
て
、

自
分
の
言
葉
で
論
理
的
に
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
心

強
く
感
じ
て
い
ま
す
」（
上
畑
先
生
）

　

中
学
校
の
全
学
年
で
９
月
に
実
施
し
て

い
る
「
中
学
総
合
学
力
調
査
」（
＊
）
で

も
、
成
果
が
表
れ
て
い
る
。
18
年
度
の
中

学
３
年
生
は
、
17
年
度
の
中
学
２
年
生
の

時
と
比
べ
て
、
教
科
融
合
に
お
い
て
レ
ベ

ル
３
・
４
の
生
徒
割
合
が
６
ポ
イ
ン
ト

増
え
た
。
思
考
力
の
伸
び
が
デ
ー
タ
で
も

裏
づ
け
ら
れ
た
形
だ
。

　

今
後
の
課
題
は
、
生
徒
の
読
解
力
や
思

考
力
を
教
科
横
断
で
伸
ば
す
体
制
を
、
よ

り
強
化
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　
「『
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』
に
対
応
で

き
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
は
、
教

科
縦
割
り
の
指
導
で
は
限
界
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
読
解
力
の
育
成
を
国
語
科
だ
け

の
課
題
に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
地
理

歴
史
・
公
民
科
や
数
学
科
、
理
科
、
英
語

科
な
ど
、
全
教
科
・
科
目
で
連
携
し
た
指

導
が
で
き
る
か
が
、
今
後
の
飛
躍
の
大
き

な
鍵
に
な
る
は
ず
で
す
」（
上
畑
先
生
）

　

こ
こ
数
年
、
教
科
縦
割
り
の
指
導
に
対

す
る
危
機
感
が
教
師
間
で
共
有
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
同
校
で
は
、

進
路
指
導
部
・
教
務
部
・
各
教
科
主
任
か

ら
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
同
委
員

会
を
中
心
に
、
教
科
横
断
の
指
導
体
制
を

強
化
し
、
さ
ら
な
る
相
乗
効
果
を
高
め
て

い
く
考
え
だ
。

図
と
答
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
込
む

（
図
２
）。そ
し
て
、作
っ
た
問
題
は
グ
ル
ー

プ
間
で
出
し
合
い
、各
グ
ル
ー
プ
が
解
答
・

解
説
を
行
っ
て
か
ら
、
従
来
の
心
情
の
読

解
へ
と
進
む
。

　
「
グ
ル
ー
プ
間
で
問
題
を
出
し
合
い
、

解
答
・
解
説
を
行
う
段
階
で
、
教
師
が
伝

え
た
い
内
容
の
大
半
が
出
て
く
る
た
め
、

進
度
を
速
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
以

降
の
授
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
生
徒
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
て
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

と
い
う
点
で
も
、
有
効
な
方
法
だ
と
思
い

ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

評
論
の
場
合
は
、
教
科
書
の
本
文
を
読

ん
で
１
０
０
～
２
０
０
字
の
要
約
を
作
成

さ
せ
た
後
、『
羅
生
門
』
と
同
じ
手
順
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
作
問
を
行
う
。

　

大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
出
題
者
の
意

図
を
読
み
解
く
力
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も
通
じ
る

と
、
木
村
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　
「
相
手
が
話
し
た
内
容
や
そ
の
意
図
を

理
解
す
る
こ
と
、
相
手
に
分
か
る
よ
う
に

伝
え
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
で
す
が
、
生
徒
同
士
の
問
題
は
、

大
半
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

取
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
入

試
問
題
を
解
く
こ
と
は
、
出
題
者
の
意
図

を
読
み
取
り
、
そ
れ
に
的
確
に
答
え
る
と

い
う
、
出
題
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
り
ま
す
。
仲
間
と
協
力
し
て
作＊学校資料をそのまま掲載。

＊　ベネッセのアセスメントの１つで、「教科の思考力・判断力・表現力」を測定し、段階別評価を行うテスト。国語・数学・英語に加え、合教科型のテストも含まれる。

『羅生門』の作問ワークのプリント図２

教
科
・
科
目
を
超
え
た
チ
ー
ム

づ
く
り
が
さ
ら
な
る
飛
躍
の
鍵
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生徒の学びをデザインする
カリキュラム・マネジメント 

ワークショップの模様は、2019年度 『VIEW21』高校版にてご紹介する予定です。

❶今求められている「カリマネ」とは？
「カリマネ」とはどのような営みかを確認しながら、その出発点である学校教育目標をいかに自校にフィッ
トしたものにするか、事前課題や実践事例から考える。

❷「カリマネ」をどのように推進するか？
参加者が自校の状況や自身の関心・課題を踏まえて、以下の３つの分科会のいずれかを選択。講師や参
加者との対話を通して、「カリマネ」への理解や考えを深める。

テーマ１◎「カリマネ」を校内全体に浸透していくために（講師／高校教員）
テーマ２◎生徒の学びを深める「カリキュラムデザイン」（講師／関西大学教育推進部教授・森朋子）
テーマ３◎「育成を目指す資質・能力の明確化」とその「評価」（講師／高校教員）

❸自校での実践工程表の作成
学んだことを自校で実践していくための具体的な活動計画の作成と、ワークショップ後の活動を支え合う
仲間づくりを行う。
※いずれの場面でも、対話を中心とした参加者主体の活動が盛り込まれます。
※参加者には、自校の現状を整理するなどの事前課題への取り組みをお願いする予定です。

森 朋
と も

子
こ

関西大学教育推進部教授
専門は、学習研究、学習理論。島根
大学教育開発センター長等を経て、
現職。共編書に『アクティブラーニン
グ型授業としての反転授業』（ナカニ
シヤ出版）。

日賀優一
「三四郎の学校」事務局長
本誌連載コーナー「これからの会議・
研修のあり方、つくり方」監修者。

ベネッセ教育総合研究所のホームページトップ（＊）にあるバナー「VIEW21　
PRESENTS　ワークショップ 2019」から参加申し込みフォームにアクセスし、必要
事項をご入力ください。
＊「ベネッセ　研究」で検索→「ベネッセ教育総合研究所」

日時 2019 年３月 23 日（土）　10 時 30 分～17 時 30 分
場所 株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社（岡山市北区）

参加対象者 カリキュラム・マネジメントの推進において課題を抱えている高校の先生

募集人数 50 名程度（先着順。同一校からの参加は上限２名までとさせていただきます）

参加費 3,000円（税込み。昼食代を含む）

参加申し込みは 2019年２月28日（木）まで！
※先着順のため、定員に達した段階で締め切らせていただく場
合があります。

先生方とともに高校生の今と未来をつなぐ ワークショップ 2019  PRESENTS

内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※下記の内容は予定であり、変更される場合があります。監修・ファシリテーター

理 習解 得 自校に 展開

イベントのご案内

株式会社
ベネッセコーポレーション
VIEW21 編集部

統括責任者　柏木 崇

　２０１８年３月に高校の次期学習指導要領が公示されて以来、学校現場の課題として関心が高まっているのが
「カリキュラム・マネジメント」です。その第一歩であり、最も重要なステップである、資質・能力ベースによる学校
教育目標の策定の段階から、「抽象的な表現にとどまっている」「自校ならではの内容になっていない」といった
課題を抱えている学校も少なくありません。
　そこで、「カリマネとは何か」、その根本に立ち返りながら、先生方同士が対話を通じて課題に向き合う場を企
画いたしました。次期学習指導要領が目指す理念は、「社会に開かれた教育課程」です。先生も学校の外に飛
び出し、このような場に参加されることは、その理念の実現につながるのではないでしょうか。そして、ワークショッ
プでの学校の違いを超えた熱い語り合いをその場限りのものにするのではなく、ワークショップ後も参加者の先
生方がつながり、引き続き互いの進捗や課題を共有できる仕組みも考えています。「私は、VIEW21ワークショッ
プの修了者です！」と誇っていただけるような場づくりを目指します。多くのご応募・ご参加をお待ちしています。
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２
０
１
８
年
度
、
栃
木
県
立
足
利
工
業

高
校
は
、
公
益
社
団
法
人 

全
国
工
業
高

等
学
校
長
協
会
「
工
業
高
校
生
の
専
門
的

職
業
人
と
し
て
必
要
な
資
質
・
能
力
の
評

価
手
法
の
実
践
研
究
」
の
実
践
研
究
校
と

し
て
指
定
を
受
け
、
専
門
科
目
に
お
け
る

資
質
・
能
力
の
評
価
手
法
に
つ
い
て
の
研

究
開
発
を
始
め
た
。
湯
澤
修
一
校
長
は
、

そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
、
生

徒
に
し
っ
か
り
身
に
つ
い
た
か
ど
う
か
を

適
切
に
評
価
で
き
て
こ
そ
、
指
導
改
善
が

的
確
に
行
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
評
価
手
法

を
確
立
さ
せ
る
こ
と
か
ら
着
手
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
」

　

評
価
手
法
の
研
究
開
発
は
、
全
科
で
一

度
に
進
め
る
と
教
師
間
の
共
通
理
解
な
ど

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た

め
、
ま
ず
は
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
で
進
め
る

こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
同
科
で
評
価
手

法
が
確
立
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を
他
科
に
展

開
し
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。
そ
の
た
め
、

同
科
の
研
究
開
発
で
得
ら
れ
た
知
見
や
成

果
は
、
職
員
会
議
や
校
内
研
修
な
ど
の
場

で
、他
科
と
随
時
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。

形
感
覚
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
』
と
い
う
よ

う
に
、
自
分
が
担
当
す
る
実
習
だ
け
で
な

く
、
担
当
外
の
実
習
も
含
め
て
、
単
元
間

の
つ
な
が
り
を
強
く
意
識
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」（
片
山
先
生
）

　

続
い
て
、
１
年
次
に
学
習
す
る
専
門
科

目
「
工
業
技
術
基
礎
」
の
実
習
に
つ
い

て
、
各
授
業
で
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
資
質
・
能
力
を
言
語
化
し
た
「
足あ

し
こ
う工
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト
」（
図
）
を
作
成

し
、生
徒
に
配
布
し
た
。同
シ
ー
ト
は
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
教
師

は
、
各
授
業
に
お
け
る
学
習
到
達
度
に
つ

い
て
、
明
確
に
言
語
化
し
て
評
価
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
同
シ
ー
ト
の
作
成
に
か

か
わ
っ
た
柳
澤
顕あ

き
ら

先
生
は
、
作
成
の
手
順

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
の
担
当
教
師
が
全

員
集
ま
り
、
実
習
で
は
ど
の
よ
う
な
手
順

で
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
の

か
を
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
デ
ッ
サ

ン
の
指
導
書
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
授
業

ご
と
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力

を
明
確
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

ほ
か
の
科
目
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
シ
ー

　

研
究
担
当
で
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
長
の
片

山
正
人
先
生
は
、
同
科
の
評
価
手
法
の
課

題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
科
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
デ
ザ

イ
ン
の
実
習
で
は
、
生
徒
が
提
出
し
た
作

品
を
複
数
の
教
師
が
評
価
す
る
こ
と
で
、

評
価
の
客
観
性
を
担
保
す
る
よ
う
に
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
評
価
基
準
が
言
語

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
師
の
経
験
に
基
づ

い
た
暗
黙
知
に
頼
っ
て
評
価
し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
に
評
価
結
果
の
理
由
を
明
確
に

説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
評

価
基
準
の
形
式
知
化
が
課
題
で
し
た
」

　

そ
こ
で
ま
ず
、
デ
ザ
イ
ン
の
実
習
で
生

徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
を
、

「
観
察
力
」「
表
現
力
」「
発
想
力
」「
造
形

感
覚
」「
生
活
や
技
術
に
対
す
る
理
解
」「
総

合
的
計
画
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
」
の
７
つ
に
設
定
。
３
年
間
で
学
習
す

る
す
べ
て
の
単
元
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の

か
を
示
し
た
一
覧
表
を
作
成
し
た
。

　
「
単
元
と
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

の
関
係
を
明
確
に
し
た
こ
と
で
、『
こ
の

実
習
で
観
察
力
と
表
現
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
た
上
で
、
次
の
実
習
で
は
発
想
力
や
造

「足
あ し こ う

工ステップアップシート」で
授業ごとの到達目標を言語化し、
達成状況の確認や評価に活用

栃木県立足利工業高校

全
科
へ
の
展
開
を
見
据
え
た
上
で

ま
ず
は
１
科
で
評
価
手
法
を
開
発

単
元
ご
と
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力
の
一
覧
表
を
作
成

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が2017年度６～12月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

改革事例C A S E

各
授
業
の
目
標
を
示
し
た
こ
と
で

生
徒
の
質
問
が
よ
り
具
体
的
に

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

カリキュラム・マネジメント

授業・
指導改善

今回

を通じて実現

評価・検証

学校教育
目標

を通じて実現

授業・
指導実践

32 Februar y  2019

Q8-623-000 2018 年度　VIEW21高校版 2月号 32頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/24
南部

色
校
02/04
南部 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P32-33_view21koukou-2g.indd   32 2019/02/04   14:35



導
か
れ
た
道
標

ト
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

片
山
先
生
は
、
同
シ
ー
ト
の
ポ
イ
ン
ト

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
本
シ
ー
ト
は
、
教
師
が
評
価
に
用
い

る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が
ど
の
段
階
で
ど

の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
れ
ば

よ
い
の
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
評

価
項
目
は
、
生
徒
が
理
解
で
き
る
平
易
な

言
葉
で
表
現
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

そ
れ
ま
で
の
実
習
で
は
、
生
徒
は
教
師

に
ど
う
質
問
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
ず
、

教
師
も「
よ
く
見
て
描
き
な
さ
い
」と
い
っ

た
漠
然
と
し
た
指
導
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

同
シ
ー
ト
を
活
用
し
始
め
る
と
、
生
徒
の

質
問
が
「
シ
ー
ト
の
６
番
の
項
目
が
う
ま

く
で
き
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
よ
り
具
体
的
に
な

り
、
教
師
も
助
言
が
し
や
す
く
な
っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
目
標
達
成
に
向
け
て
、
自

主
的
に
放
課
後
に
残
っ
て
実
習
に
取
り
組

む
生
徒
が
増
え
た
。
同
シ
ー
ト
に
よ
っ
て

評
価
基
準
が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
暗

黙
知
を
形
式
知
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ

け
で
な
く
、
生
徒
の
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
で
の
実
践

や
成
果
を
踏
ま
え
、
19
年
度
か
ら
は
、
他

科
で
も
評
価
手
法
の
研
究
開
発
に
着
手
す

る
予
定
だ
。
電
子
機
械
科
長
の
庄し

ょ
う

司じ

一か
ず
ひ
ろ廣

先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
電
子
機
械
科
で
も
、
ま
ず
実
習
・
実

技
を
中
心
に
評
価
基
準
の
作
成
に
取
り

組
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
年
度
に
よ
っ

て
、
生
徒
の
入
学
時
の
実
技
能
力
に
は
違

い
が
あ
る
の
で
、
最
低
限
身
に
つ
け
さ
せ

た
い
技
能
の
基
準
を
ど
こ
に
定
め
れ
ば
よ

い
か
、
科
内
で
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
」

　

湯
澤
校
長
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「
工
業
高
校
も
、
学
力
の
土
台
は
共
通

教
科
に
あ
り
ま
す
。
共
通
教
科
に
つ
い
て

も
、
評
価
・
検
証
の
仕
組
み
を
確
立
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
18
年
度
は
産
業
デ
ザ

イ
ン
科
、
19
年
度
は
す
べ
て
の
科
の
専
門

科
目
、
20
年
度
は
共
通
科
目
と
い
う
よ
う

に
、
着
実
に
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

栃
木
県
立
足
利
工
業
高
校

◎
建
学
の
精
神
「
質
実
剛
健
に
し
て
産
業
界
の
先
駆
者
た

る
べ
し
」
の
下
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
た
人
づ
く
り
を
目

指
す
。
１
９
９
３
年
度
か
ら
地
元
企
業
の
協
力
を
得
て
職

場
実
習
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
足
利
工
業
大
学
（
現
・
足

利
大
学
）
と
の
高
大
連
携
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
と
連

携
し
た
教
育
活
動
に
力
を
注
ぐ
。

◎
設
立　

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
機
械
科
、
電
気
科
、
産
業

デ
ザ
イ
ン
科
、
電
子
機
械
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

４
年
制
大

は
、群
馬
大
、前
橋
工
科
大
、足
利
工
業
大
（
現
・
足
利
大
）、

国
士
舘
大
、
帝
京
大
、
東
京
工
科
大
な
ど
に
延
べ
14
人
が

合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就
職
１
３
１
人
。

◎ U
R
L

　

h
ttp

://w
w

w
.to

ch
ig

i-e
d

u
.e

d
.jp

/
ashikagakogyo/

図

「工業技術基礎」（静物デッサン２）の「足工ステップアップシート」（抜粋）

＊学校資料をそのまま掲載。

評
価
基
準
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
到
達
目
標
に
な
る
。

生
徒
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
評
価
項
目
は
平
易
な
表
現
に
。

栃
木
県
立
足
利
工
業
高
校

庄
司
一
廣
　
し
ょ
う
じ
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
電
子
機
械
科
長
。

栃
木
県
立
足
利
工
業
高
校

柳
澤
顕
　

や
な
ぎ
さ
わ
・
あ
き
ら

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
。

栃
木
県
立
足
利
工
業
高
校

片
山
正
人
　
か
た
や
ま
・
ま
さ
と

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
長
。

栃
木
県
立
足
利
工
業
高
校
校
長

湯
澤
修
一
　
ゆ
ざ
わ
・
し
ゅ
う
い
ち

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
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学
ぶ
生
徒
も
指
導
す
る
教
師
も
、
楽
し
み
な
が
ら
力

を
つ
け
て
い
く

│
。
そ
れ
が
教
師
に
な
っ
て
以
来
、

玉た
ま

谷や

純じ
ゅ
ん

基き

先
生
が
目
指
し
て
き
た
授
業
の
あ
り
方
だ
。

玉
谷
先
生
が
千
葉
県
立
柏は

く

陵り
ょ
う

高
校
に
赴
任
し
た
の
は
３

年
前
。
そ
れ
以
前
は
、
学
習
塾
の
英
語
講
師
を
３
年
間
、

高
校
の
非
常
勤
・
臨
時
任
用
の
講
師
を
１
年
半
務
め
た
。

千葉県立柏陵高校
◎校訓は「良知・人の心と命を大切に」。「自
らの人生を拓く『確かな学力』の育成」を重
点目標に掲げ、自己実現を図るキャリア教育
と開かれた学校づくりを推進。部活動も盛ん
で、フェンシング部は全国大会出場常連の強
豪。
◎設立　1978（昭和 53）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 360人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
私立大は、獨協大、神田外語大、東洋大、日
本大、法政大、武蔵野大などに延べ123人が
合格。
◎URL

千葉県立柏
はく

陵
りょう

高校
玉谷純基　たまや・じゅんき　

教職歴２年。同校に赴任して３年目。
英語科担当。５年前、学習塾講師から高校教師となる。
本採用となった同校に赴任後、
本格的にアクティブ・ラーニングを実践。

ht tp: //s aas 01. n e tco mm o ns . n e t /
hakuryo/htdocs/

9:50 音読 授業
ハイライト

ペ
ア
ワ
ー
ク
を
中
心
に

音
読
や
問
題
に
取
り
組
ま
せ
、

主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
態
度
を
養
う

毎回、授業の冒頭10分間は、副教材（約１００語のエッセー）
の音読を行う。本時の内容は「マーケティングについて」
だった。ＣＤで本文の音声を聴いた後、玉谷先生が重要単
語の発音を確認し、再度、本文をリスニング。続いて全員
が立ち、隣同士でペアを組んで本文を音読し、読み終えた
ペアから着席した。

●
２
年
生
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」
で
、
レ
ッ

ス
ン
７「
硫
黄
島
の
戦
い
」の
全
８
時
間
の
う
ち
の
６
時
間
目
。

本
文
の
パ
ー
ト
３
の
内
容
理
解
を
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
行
っ
た
後
、

パ
ー
ト
４
の
新
出
単
語
の
確
認
と
重
要
文
法
事
項
を
説
明
し

た
。（
Ｐ
．37
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

英語

実践

生
徒
自
身
が
問
題
解
決
に
向
け
て

能
動
的
に
取
り
組
む
授
業
を
目
指
す

玉
谷
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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当
時
か
ら
意
識
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が

ら
英
語
を
学
べ
る
授
業
を
つ
く
る
こ
と
だ
。

　
「
私
が
高
校
時
代
に
受
け
た
英
語
の
授
業
で
は
、
英

語
を
使
う
場
面
が
あ
ま
り
な
く
、
英
語
を
学
ぶ
理
由
を

見
い
だ
せ
ず
に
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

授
業
に
は
、
で
き
る
だ
け
英
語
を
書
い
た
り
話
し
た
り

す
る
活
動
を
取
り
入
れ
、
生
徒
が
『
英
語
を
使
い
た
い
』

『
英
語
を
も
っ
と
知
り
た
い
』
と
思
え
る
よ
う
な
授
業
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
玉
谷
先
生
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
以
下
、
Ａ
Ｌ
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を

始
め
た
の
は
、
同
校
に
赴
任
し
て
か
ら
だ
。
教
務
部
主

催
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
校
内
研
修
会
や
千
葉

県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
英
語
部
会
で
他
校
の
実
践
事

例
に
触
れ
た
り
、
校
内
の
互
見
授
業
で
参
観
し
た
り
し

て
知
見
を
深
め
て
い
っ
た
。
英
語
科
に
限
ら
ず
、
他
教

科
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

玉
谷
先
生
が
授
業
づ
く
り
で
特
に
意
識
し
て
い
る
の

が
、
授
業
中
、
生
徒
全
員
が
顔
を
上
げ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
持
た
せ

る
こ
と
だ
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
成
績
中
位
層
が
中
心
で
、
中
学
校

ま
で
の
学
習
で
は
、
と
て
も
で
き
た
と
い
う
成
功
体
験

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
校
入
試
で
の
英
語

の
得
点
率
は
高
く
な
く
、
英
語
が
苦
手
と
い
う
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
や
れ

ば
で
き
る
と
い
っ
た
自
信
と
、
英
語
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
意
欲
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
毎

授
業
、
板
書
時
に
洋
楽
を
流
す
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い

る
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
で
す
。
生
徒
が
自
分
で

考
え
て
、
自
分
の
力
で
は
で
き
な
い
と
分
か
っ
た
ら
、

友
人
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
。
生
徒
が
問

題
解
決
に
向
け
て
能
動
的
に
動
い
て
い
く
授
業
に
し
よ

う
と
、
指
導
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
は
、「
硫
黄
島
の
戦
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
単
元

で
、
全
４
パ
ー
ト
を
８
時
間
で
展
開
す
る
。

　

１
時
間
目
は
、
導
入
と
し
て
生
徒
に
背
景
知
識
を
与

え
る
た
め
、
映
像
資
料
を
視
聴
さ
せ
た
。「
硫
黄
島
の

戦
い
」
に
つ
い
て
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
描
い
た
２
本
の
映
画
を
、玉
谷
先
生
が
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
に
編
集
し
た
も
の
だ
。
日
米
両
方
の
立
場
か
ら

戦
い
を
見
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
読
む
テ
キ
ス
ト
へ
の

期
待
感
を
高
め
、
さ
ら
に
先
入
観
な
く
向
き
合
え
る
よ

う
に
す
る
の
が
ね
ら
い
だ
。
そ
の
後
は
、
テ
キ
ス
ト
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
単
語
の
意
味
、
内
容
理
解
、
文
法
に

つ
い
て
の
、
プ
リ
ン
ト
学
習
を
中
心
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

プ
リ
ン
ト
学
習
は
、
基
本
的
に
ペ
ア
ま
た
は
個
人
で

行
う
。
玉
谷
先
生
は
、
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
と
い
う
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

英
語
が
苦
手
な
生
徒
は
自
分
の
考
え
を
な
か
な
か
言
い

出
せ
ず
、
英
語
が
得
意
な
生
徒
だ
け
が
学
習
を
進
め
て

い
く
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
ペ
ア
で
あ
れ
ば
、
相
手
が

10:10 10:00プリント学習② プリント学習①

自分で教科書を見ながらプリントに取り組む生徒もいれば、
「ここには“hard”が入るんじゃない？」などと、友人と話し
合いながら解く生徒もいた。玉谷先生は、解答の進み具合を
見ながら、「答えは１つとは限らないよ」「お父さんがパイロッ
トというところから考えて」などと、自分で解答できるよう
ヒントを出した。

座席を移動し、パート３のプリントに取り組んだ。プリントは、
教科書付属の教材を使用。表面は単語の確認、裏面は本文理解
のための穴埋めとTrue/False の問題だ。単語は前時に学習し
ており、本時は裏面の問題に取り組んだ。自分1人で考えても
よいし、隣同士で話し合って解答してもよいことにしている。
この間、玉谷先生は机間巡視をし、生徒からの質問に答えた。

導
入
時
に
本
文
に
関
し
た
映
像
を
見
せ
、

内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
す
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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１
人
な
の
で
自
分
も
発
言
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
本
校

の
生
徒
に
と
っ
て
は
、
１
対
１
が
主
体
性
を
引
き
出
す

最
適
な
方
法
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
単
元
の
最
後
の
授
業
で
は
、
テ
キ
ス
ト
の
感
想
に

関
す
る
英
作
文
を
課
す
計
画
だ
。

　
「
英
作
文
で
は
、
自
分
の
考
え
を
整
理
し
て
表
現
で

き
る
よ
う
、
結
論
↓
理
由
１
・
理
由
２
↓
結
論
と
い
う

英
語
の
定
型
文
を
指
導
し
て
か
ら
書
か
せ
る
予
定
で

す
。
本
文
の
内
容
を
自
分
の
中
に
ど
の
よ
う
に
落
と
し

込
ん
だ
の
か
、
そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
生
徒
が
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
両
方
の
視
点
か
ら
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」

　

Ａ
Ｉ
が
テ
ー
マ
の
次
の
単
元
で
は
、グ
ル
ー
プ
で
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
だ
。Ａ
Ｉ
に
仕
事

が
奪
わ
れ
る
社
会
の
到
来
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
、

Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
社
会
は
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い
っ
た

テ
ー
マ
で
議
論
し
、
発
表
さ
せ
る
と
い
う
内
容
だ
。

　

ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
、
英
語
力
が
ほ
ぼ
同
じ
生
徒
同
士

で
ペ
ア
を
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
英
語
力
に
差
が
あ
る
と
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒
は

得
意
な
生
徒
に
頼
っ
て
し
ま
い
、
相
手
の
答
え
を
書
き

写
す
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。『
自
分
は
で
き
な

い
』
を
頼
る
理
由
に
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
同
じ
英
語

力
の
レ
ベ
ル
の
生
徒
同
士
で
課
題
に
取
り
組
む
の
が
ベ

ス
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
こ
で
、
生
徒
の
座
席
は
、
直
近
の
定
期
考
査
の
得

点
を
基
に
、
最
前
列
が
最
上
位
、
次
列
が
最
下
位
、
３

列
目
が
２
番
手
、
４
列
目
以
降
は
ラ
ン
ダ
ム
と
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
、
定
期
考
査
ご
と
に
替
え
て
い
る
。
座
席

の
移
動
は
、
冒
頭
10
分
間
で
行
う
副
教
材
の
音
読
終
了

後
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
英
語
が
苦
手
な
生
徒
同
士
で
ペ
ア
を
組
み
ま
す
が
、

答
え
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
座
席
の
前
後
に
い
る
英

語
が
得
意
な
生
徒
に
質
問
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
績
上
位
層
の
ペ
ア
で
は
、『
な
ぜ
、
そ
の
答
え

に
な
る
の
か
』
と
い
っ
た
理
由
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論

に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
英
語
力
が
同
レ
ベ
ル

の
生
徒
同
士
で
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

生
徒
た
ち
は
得
点
順
に
座
る
こ
と
を
嫌
が
ら
ず
、
む

し
ろ
「
次
の
定
期
考
査
で
は
２
列
目
か
ら
抜
け
出
し
た

い
」
と
、
意
欲
を
高
め
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

　

玉
谷
先
生
が
１
年
次
か
ら
担
当
し
て
い
る
現
２
年
生

は
、
他
学
年
に
比
べ
て
英
語
に
対
す
る
意
識
が
高
い
生

徒
が
多
い
。
そ
し
て
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
に
挑

戦
す
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、
ス
コ
ア
な
ど
の
結
果
も

例
年
よ
り
高
い
。
外
国
語
学
部
を
志
望
す
る
生
徒
が
現

10:28

パート３が終わると、パート４のプリントを配布。表面にあ
る単語を確認し、答え合わせをした。続いて、パート４で学
ぶ完了形の分詞構文について、玉谷先生が解説。残り時間で
プリントの裏面の内容理解に取り組んだ。玉谷先生が板書を
している間は洋楽が流れ、リラックスした雰囲気で授業が終
了した。

10:17

すべての生徒が問題を解き終えたことを確認してから、答え
合わせを行った。１問ずつ、生徒を指名したが、答えを言い
よどんだ場合は、「日本兵は何を作る必要があった？」「上官
は兵隊に何を推奨した？」などのヒントを与え、自力で答え
られるようにした。最後に、パート３の本文の音声をＣＤで
リスニングした後、全員が起立し、ペアで本文の音読を行った。

文法のまとめ プリントの答え合わせ

一
人
ひ
と
り
が
力
を
出
せ
る
よ
う

英
語
力
が
同
じ
生
徒
同
士
で
ペ
ア
を
組
む

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
に

自
ら
挑
戦
す
る
生
徒
た
ち

成
果
と
課
題

36 Februar y  2019

Q8-623-000 2018 年度　VIEW21高校版 2月号 36頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/24
南部

色
校
02/04
南部

念
校
02/06
南部

再
念
校
02/06
南部 - -/-

-
P34-37_view21koukou-2g.indd   36 2019/02/06   13:40



時
点
で
20
人
ほ
ど
い
る
の
も
、例
年
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
傾
向
だ
と
い
う
。

　

今
後
は
、
英
語
学
習
に
意
欲
的
な
生
徒
を
対
象
に
個

別
補
習
を
実
施
し
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け

た
指
導
を
強
化
し
た
い
と
、
玉
谷
先
生
は
語
る
。

　
「
大
学
で
の
英
語
の
授
業
は
、
英
語
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
英
作
文
な
ど
が
中
心
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
授
業
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
３

年
次
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

視
し
た
実
践
的
な
授
業
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

秋
山
芽め

吹ぶ
き

さ
ん
　
ペ
ア
で
音
読
し
た
り

問
題
を
考
え
た
り
す
る
と
、
自
分
と
は

違
う
読
み
方
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

回
の
単
元
で
は
、
事
前
に
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
映
画
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
見
て
い
た
の
で
、
本
文
を
読
ん
で
い

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
に
よ
り
深
く
入
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。渡

辺
隼は

や

人と

さ
ん
　
玉
谷
先
生
の
授
業
は
、

先
生
の
説
明
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、
ペ

ア
で
話
し
合
う
時
間
が
あ
っ
た
り
、
長

い
板
書
の
時
も
音
楽
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
ま
す
。
英
語
は
必
ず
将
来
必
要
と
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
、
英
語
の
資
格
・
検
定
試
験

に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

単元の指導計画

【教科・科目】英語・ コミュニケーション英語Ⅱ　【分野・単元】Lesson7　【テーマ・作品】「硫黄島の戦い」
【設定時数】全８時間の中の６時間目　【単元目標】 硫黄島の戦いについて、日本とアメリカの両方の立場から考える。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
Lesson７
導入

•背景知識を深める。
【知識】

①映像資料による単元の導
入

【主体的な学び】
• 映像における、描写の違いから、登場

人物の心境の違いなどを感じ取らせる。

2
Lesson７
Part１

• 仲間と協力して問題を
解決できる。

　【協働性】
※２、３、４、５、７時間目

も同様。

①新出単語の導入
②重要文法事項の指導
③問題演習　　

【主体的な学び】
•単語の意味を理解し、声に出して読める

ようになる。
• 問題を通して、「なぜ、その答えになるの

か」を考えさせる。
【対話的な学び】
• ペアで協力して活動できているか。

【深い学び】
• 知識を深めた上で、各パートの要旨をま

とめられるよう促す。
※２、３、４、５、７時間目も同様。

•単語の穴埋
め

3
Lesson７
Part１＆２

①解答チェック
②ペアでの音読活動
③新出単語の導入
④重要文法事項の指導

• ペアでの音
読活動

•単語の穴埋
め

4
Lesson７
Part２

①問題演習
②解答チェック
③ペアでの音読活動

• ペアでの音
読活動

５
Lesson７
Part３

①新出単語の導入
②重要文法事項の指導
③問題演習　

•単語の穴埋
め

6
Lesson７
Part３＆４

①解答チェック
②ペアでの音読活動
③新出単語の導入
④重要文法事項の指導

• ペアでの音
読活動

•単語の穴埋
め

7
Lesson７
Part４

①問題演習
②解答チェック
③ペアでの音読活動

• ペアでの音
読活動

8
Lesson７
まとめ

•自分の考えを表現でき
る。

　【表現力】

① Story Reproduction
②音読リレー
③ Opinion Writing　

【主体的な学び】
• 学んだことを踏まえて、自分の意見を記

述するように指示をする。
• 英作文

＊玉谷先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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元
々
、生
物
の
教
師
だ
っ
た
德
田
憲
一
郎
先
生
は
、現

任
校
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
化
学
を
学
び
直
し
た

際
、
自
身
の
学
び
方
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
い
た
。そ
し
て
、現
任
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
か
ら
、

進
路
指
導
部
長
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
、生
徒
が
活
動

長崎県・私立長崎南山中学校・高校
◎校訓「高い人格」「広い教養」「強い責任感」
を具体化する教育活動として、リーダーシップ
教育に力を入れる。タブレット端末を全生徒
に配布し、ICT 教育を推進。生徒自身にタブ
レット端末使用のルールづくりや活用法につ
いて考えさせる研究も進めている。
◎設立　1940（昭和15）年
◎形態　全日制／普通科／男子校
◎生徒数　１学年中学校約 60人、高校約
250人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、筑波大、広島大、長崎大、大分
大、長崎県立大などに44人が合格。私立大は、
上智大、早稲田大、南山大、同志社大、立命
館大、西南学院大などに延べ176人が合格。
◎URL

長崎県・私立長崎南山中学校・高校
德田憲一郎　とくだ・けんいちろう　

教職歴１０年。同校に赴任して８年目。
進路指導部キャリア探究課主任。理科（化学）担当。
２０１３年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

http://www.n-nanzan.ed.jp/

14:10 前時の復習・本時の目標設定 授業
ハイライト

毎
授
業
行
う
目
標
設
定
と

振
り
返
り
を
通
じ
て
、

自
分
の
学
び
方
を
確
立
さ
せ
る

德田先生は、本時の課題について、前時の問題プリントに
引き続き取り組み、それができたら次の問題プリントに進
むよう伝えた。そして、各自で前時の振り返りを読み、本
時の目標を立てるよう促すとともに、「前回の授業で、私
の解説とは別の方法で解いているよい解法もありました。
そういった違いも考えてみてください」と伝えた。

●
２
年
生「
化
学
」で
、「
溶
液
」に
つ
い
て
学
ぶ
全
７
時
間
の

う
ち
の
５
時
間
目
。前
時
に
続
い
て
、炭
酸
水
の
入
っ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
圧
力
を
調
べ
る
問
題
プ
リ
ン
ト
に
、
前
時
と
は

違
う
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。
解
き
終
え
た
人
か
ら
次
の

プ
リ
ン
ト
に
進
ん
だ
。（
Ｐ
．41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

化学

実践

自
分
の
学
び
方
を
確
立
し
た
、

自
立
し
た
学
習
者
を
育
成
し
た
い

德
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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を
通
し
て
自
ら
の
学
び
方
を
学
べ
る
よ
う
試
行
錯
誤
し

て
き
た
。今
、育
成
を
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
掲
げ
る
の

は
、「
か
け
が
え
の
な
い
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
る
生
徒
」だ
。

　
「
私
自
身
、
大
学
時
代
に
友
人
と
協
力
し
な
が
ら
研

究
を
進
め
て
き
た
経
験
が
あ
り
、
学
び
に
は
他
者
と
の

つ
な
が
り
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
自
分
で

調
べ
た
り
試
し
た
り
と
、
自
ら
動
い
て
、
知
識
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
も
そ
の
よ
う
な
自
立
し
た
学
習

者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
や
、
授
業
を
通
し
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
力
、
学
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト

（
図
１
）
を
、
年
度
当
初
に
生
徒
に
配
布
。
生
徒
が
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
方
を
習
得
で
き
る

よ
う
、
教
材
や
他
者
と
の
対
話
を
促
す
。
基
本
的
に
、

先
生
自
作
の
プ
リ
ン
ト
に
、
教
科
書
や
参
考
書
で
調
べ

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
教
え
合
っ
た
り
し
な
が
ら
取
り
組

み
、最
後
の
10
分
間
で
、「Classi

」（
＊
１
）の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か
、
振
り
返
り
を
記

入
す
る
（
図
２
）。
次
の
授
業
で
は
、
そ
の
内
容
を
読
み

返
し
、
本
時
の
目
標
を
自
分
で
設
定
す
る
。

　
「
例
え
ば
、『
解
法
を
見
て
か
ら
解
い
て
も
理
解
が
十

分
で
は
な
く
、
人
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
』な
ど
の
気

づ
き
を
書
く
生
徒
も
い
ま
す
。振
り
返
り
を
ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
に
残
し
、そ
れ
を
見
返
し
て
い
く
う
ち
に
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、自
ら
動
く
必
要
性
に
気
づ
き
、
自
身
の
学
び

図１　「目標設定のポイント」「教科として身につけてほしい力」「社会に
出た時に必要とされる力」「学び方のポイント」をまとめたプリント。
＊学校資料をそのまま掲載。

図２　最初のうちは振り返りを書くことに戸惑う生徒も
いたが、振り返りフレームなどで足場かけを繰り返した
後、少しずつ足場を外していくと、10分間でも200字を
書けるようになっていった。また、振り返りの内容も具体
的になっていったという。德田先生が「ｅポートフォリ
オは、未来の自分へのメッセージ」というように、過去
の振り返りを読み、成長を実感できる場にもなっている。
＊学校資料をそのまま掲載。

14:20 14:15前時の続きに取り組む グループ学習開始

授業は、問題を各自で解き、その内容を德田先生に口頭で説
明し、それが合っていたら次の問題プリントに進むという方
法で進められた。そのため、生徒によって進度も解き方も異
なるが、その違いがあるからこそ学び合いが生まれる。ある
生徒は、解法の別解を考え出した生徒から説明を受けて理解
した解法を、他のグループの生徒に説明していた。

グループ分けのためのトランプを配布。その際、德田先生は、
「前時では机の配置が偏っていたので、配慮するように」と指
示した。「スタート」というかけ声でトランプの数字が同じ生
徒が集まり、机を動かしてグループ学習が始まった。德田先
生は、「前回の各グループの解き方は違うと思うから、まずそ
れをグループ内で共有してみて」と呼びかけた。

教
科
書
で
調
べ
た
り
、
生
徒
同
士
で
教
え

合
っ
た
り
、
解
き
方
を
自
分
で
見
つ
け
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
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方
を
確
立
し
て
い
く
中
で
主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
自
分
に
最
も
合
う
学
び
方
を
学
び
、
生
涯
学
び

続
け
ら
れ
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

単
元
１
時
間
目
に
、「
主
体
性
の
芽
」
で
あ
る
「
自

身
か
ら
生
ま
れ
る
問
い
」
を
生
徒
自
身
が
作
成
す
る
質

問
づ
く
り
ワ
ー
ク
を
行
う
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ワ
ー
ク

で
生
ま
れ
た
疑
問
を
自
ら
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、

主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
プ
リ
ン
ト
は
、「
単
元
の
核
」
を
つ
か
み
、

そ
の
核
か
ら
学
び
が
広
が
る
よ
う
、「
単
元
の
核
と
な
る

問
い
」「
探
究
課
題
」
で
構
成
し
て
い
る
。

　

授
業
中
、
德
田
先
生
は
教
室
を
回
り
、
生
徒
か
ら
の

質
問
に
答
え
た
り
、
気
に
な
っ
た
生
徒
に
声
を
か
け
た

り
す
る
。
多
か
っ
た
質
問
な
ど
、
全
員
に
伝
え
た
い
こ

と
は
黒
板
に
書
く
。
黒
板
は
全
員
の
共
有
の
財
産
と
し

て
お
り
、
生
徒
が
黒
板
に
書
き
な
が
ら
議
論
し
た
り
教

え
合
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

　

グ
ル
ー
プ
は
、配
布
し
た
ト
ラ
ン
プ
が
同
じ
数
字
の

生
徒
同
士
で
組
ま
せ
、毎
授
業
変
え
る
。そ
う
す
る
と
、

各
メ
ン
バ
ー
が
得
た
解
き
方
は
異
な
る
た
め
、次
回
の

授
業
で
は
、前
時
の
グ
ル
ー
プ
で
学
ん
だ
解
き
方
を
説

明
し
合
う
と
い
っ
た
学
び
合
い
が
自
然
と
生
ま
れ
る
。

　　

解
答
は
個
人
で
行
う
が
、毎
回
グ
ル
ー
プ
を
組
ま
せ

る
の
は
、学
び
合
い
を
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
。人
数
も

い
ろ
い
ろ
と
試
し
、３
〜
４
人
が
ベ
ス
ト
だ
と
分
か
っ
た
。

　
「
個
別
学
習
に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、『
自
由

に
話
し
て
よ
い
』
と
言
っ
て
も
、
移
動
し
て
質
問
す
る

の
は
や
り
に
く
そ
う
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
す
る
と
、

隣
や
前
に
座
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
と
話
が
し
や
す
く
、

解
き
方
を
ち
ら
っ
と
見
て
、
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
数
を
多
く
し
て
も
、
気
の
合
う
者
同
士
で
分

か
れ
て
し
ま
う
の
で
、
３
〜
４
人
と
し
ま
し
た
」

　

德
田
先
生
は
、
生
徒
の
会
話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

表
情
や
目
線
、
体
の
向
き
、
筆
箱
の
位
置
な
ど
、
生
徒

の
様
子
を
注
意
深
く
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、
生
徒

同
士
を
つ
な
ぐ
よ
う
、
声
か
け
な
ど
を
す
る
。

　
「
あ
ま
り
話
さ
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
組
む
こ
と
に
も

な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
人
と
で
も
協
力
し
て
問
題
解
決

が
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
趣
旨
は
、
年
度
始
め
に
説
明
し
て
い
ま
す
」

　

德
田
先
生
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
は
、生
徒
は
疑
問
を

解
決
し
て
か
ら
次
に
進
め
る
た
め
、生
徒
間
で
理
解
度

の
差
が
小
さ
く
な
る
。今
回
の
ク
ラ
ス
で
は
、
平
均
点

６
割
を
想
定
し
て
作
問
し
た
定
期
考
査
で
、
平
均
点
が

８
割
に
達
し
、
７
割
以
下
の
得
点
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
進
度
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
と
家
で
取
り
組
ん
だ
り
、

模
擬
試
験
の
結
果
を
基
に
苦
手
分
野
を
分
析
し
て
勉
強

14:50

終了10分前、本時の振り返りを目標文字数200字で「Classi」
のポートフォリオに入力。「今日学んだことのうち、分かった
ことはどうして理解できたのか、分からなかったことはどう
したら理解できたのかなど、気づいたことを書こう」と德田
先生。「最初やったことを思い出して。集中していこう」と言
うと、白熱していた議論から一転して、黙々と入力していた。

14:30

次の問題は、蒸気圧降下、沸点上昇、凝固点降下の核をつか
むための身近なテーマを用いた内容だった。生徒は、教科書
や参考書、先生が配布したヒントのプリントなどを見ながら
問題に取り組んだ。教卓の上にある先生のパソコンに書かれ
た問題の解説を見ながら、議論し合う生徒たちもいた。德田
先生は、「あと10分」「あと5分」と随時残り時間を伝えた。

本時の振り返り 次のプリントに進む

目
線
や
体
の
向
き
な
ど
も
見
取
り
、

気
に
な
る
グ
ル
ー
プ
に
声
を
か
け
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
間
で
理
解
度
の
差
が
な
く
な
り
、

自
分
の
学
び
方
を
確
立
し
て
い
く

成
果
と
課
題
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し
た
り
と
、自
分
で
学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。そ
う

し
た
自
分
な
り
の
学
習
法
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
評

価
し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
が
、
私
の
次
の
課
題
で
す
」

　

定
期
考
査
後
に
は
、そ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
か
ら
自

身
の
学
習
法
を
見
直
し
た
り
、生
徒
同
士
で
相
互
評
価

を
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い

る
。他
者
の
視
点
が
入
っ
た
そ
う
し
た
振
り
返
り
を
、普

段
の
授
業
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

德
田
先
生
自
身
も
、
授
業
を
振
り
返
っ
て
改
善
点
を

メ
モ
し
、
そ
れ
を
基
に
次
の
授
業
で
修
正
し
た
り
、
年

度
途
中
で
も
方
法
を
変
え
た
り
し
て
い
る
。今
後
も
、生

徒
と
と
も
に
よ
り
よ
い
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
考
え
だ
。

𠩤
　

健
太
さ
ん
　
自
分
た
ち
で
見
つ
け
た

解
法
だ
と
定
着
し
や
す
く
、
自
分
な
り

の
問
題
の
解
き
方
が
確
立
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
毎
回
違
う
視
点
で
の
解
法
を
教

え
て
も
ら
え
る
の
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
後
で
問
題
が
解
け
な
く
な
っ
た
時
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
読
み
返
せ
ば
、
自
分
が
ど
う
や
っ
て
理
解
し
て

い
た
の
か
を
思
い
出
せ
て
、
同
じ
間
違
い
は
し
な
い
よ

う
に
と
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

藤
川
凜り

ん

人と

さ
ん
　
化
学
は
暗
記
科
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
德
田
先
生
の

授
業
を
受
け
て
か
ら
は
、
自
分
で
考
え

て
問
題
を
解
き
、
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
学
び
合
い
で
も
、
相
手
に
分
か
る
よ
う

簡
単
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
理
解
も

深
ま
り
ま
す
。
毎
回
振
り
返
り
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、

短
時
間
で
意
見
を
ま
と
め
る
力
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】化学 　【分野・単元】溶液　【設定時数】全７時間の中の５時間目　
【単元目標】 溶液で起こる現象を身近な現象として捉え、現象の定義や公式を説明できるようになること。

時
数

学習
内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
質
問
づ
く
り

• 溶液の学習内容を俯瞰するとともに、主体性の芽となる
「問いをつくる力」を養う。

• グループワークを通して、他者の持つ視点を共有しなが
ら自らの問いを高める力を身につける。

• 振り返りで新たな気づきを生みながら、自ら批判的思考
を働かせて課題を設定する力を身につける。

• 問いをつくる過程で、どのような問いを持てばどのよう
な知識が得られるかを理解する。

【思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性】

①トランプを用いてグループ分けを行
う。②教科書を読みながら疑問に思っ
たことをマインドマップシートに記入す
る。③出した疑問をワールドカフェ方式
でグループを変えて共有する。④元のグ
ループへ戻った後、もう一度問いを作成
する。⑤出した問いを「開いた問い」と「閉
じた問い」に分類する。⑥「開いた問い」
を「閉じた問い」に、「閉じた問い」を「開
いた問い」に変換する。⑦これまでに出
した問いの中から、「単元の核をつかむ
ために必要な問い」「自分が探究したい
問い」の視点で３つ選ぶ。⑧ Classi ポー
トフォリオに、学んだことや質問づくり
の過程で得たことを記入する。

【主体的な学び】
• 生徒自身が、質問づくりを通して、日頃

の学習においても常に自分に問いかけな
がら進める大切さを実感している。

• 単元ごとの Classi ポートフォリオを見返
すことで、前時の質問づくりで感じたこ
とを確実に次時の単元に生かせるように
なっている。

【深い学び】
• 質問づくりの時間は『例示するとその考

えに偏った問いをつくる』ため、例え話
をしない。

•「開いた問いと閉じた問いへの変換」を
行う際、その質問の性質の違いや、そこ
から得られる情報の重要性を語る。

【対話的な学び】
• 教師の視点が

入りすぎないよ
う、トランプで
ランダ ムにグ
ループを分け
る。

• グループで机
の配置を決め
る際、 周 囲に
配慮して置くよ
うに伝える。

•「授業は間違
う場であり、自
分の考えを表
現してよい」と
伝え、間違って
も振り返って修
正すればよいと
いう場の雰 囲
気をつくり、難
しい 課 題 にも
挑戦できるよう
にする。

• 授業が終わっ
た後も考えられ
るよう、 教 師
の説明及び解
答提示のタイミ
ングは生 徒自
身に選ばせる。

•「質問はいつ
でもどんなこと
でも 行ってよ
い。そのため
にこちらも勉強
している」と伝
え、 安 心して
課題に向かえ
る場をつくる。

• 生徒からの質
問には、 答え
を言わず、 教
科書のどこにど
のような記 述
があり、そこか
らどう考えるの
かという「学び
方」を提示し、
議論の活性化
につなげる。

※１、２、３、４、６、
７時間目も同様。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

2
探
究
活
動

• 前時に自分が考えた問いと、それまでの経験や知識、教
科書の知識を「関連づける」力を養う。

• 問いに対して仮説を立てる力を養い、その仮説を実証す
るための情報を収集し、まとめる力を養う。

• 身近なものに疑問を持ち、化学という学問が実生活の中
にどう結びついているかを理解する。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、
協働性】

①前時の振り返りを読み返し、本時に解
決する問いをマインドマップシートで確
認する。②本時までに立てた仮説を基に、
教科書やインターネットを用いて情報収
集をする。③得た情報を整理して、自分
の考えをレポートにまとめる。

【主体的な学び】
•Classi ポートフォリオへの振り返りを以

下の視点のフレームを準備して行う。①
問いの設定は適切か。②探究活動で学ん
だ内容は何か。③分からなかったことは
何で、それはどのようにすれば分かった
か。④次に挑戦したいことは何か。

【深い学び】
• 振り返りを Classi ポートフォリオに書き、

次の授業や単元、家庭学習につなげるこ
とが学びを深めることを伝え、その振り
返りを、教師からのアドバイスや生徒同
士でアドバイスを送り合う相互評価を通
して、少しずつ時間を追うごとに深めら
れるようにする。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

• レ ポ ー
ト評価

3

希
薄
溶
液
の
性
質

• 濃度の概念を理解した上で、「固体の溶解度と気体の溶
解度の違い」を比較しながら、実生活における問いを探
究する力を養う。

• 蒸気圧降下・沸点上昇・凝固点降下の内容を関連づけ、
化学の現象がなぜ起こるのかを説明できる。

• グループ分けを通して、周囲への配慮や誰とでも協働で
きる力を養う。

• 教材との対話を通して、知識を得る方法（学び方）を学ぶ。
• 他者との対話を通して、協働しながら学び、問題を解決

する力を養う。
• グループで出した考えを自分の考えと結びつけ、表現す

る力を養う。
•「単元の核をつかむ問い」や「探究課題」を通して、単

元観を身につけるとともに、その問いから生まれる問い
を自ら創り出す力を養う。

• グループで問題解決に取り組みながら、「授業は間違っ
ても大丈夫な場であり、間違いを振り返りながら学ぶ場」
であることを理解した上で、課題に主体的に挑戦できる
力をつける。

• 振り返り自体が学びであることを前提とし、その振り返
りを活用して授業と授業をつなぎながら、自らの学び方
を深めていく。

• 振り返りを記入する過程で、自分の活動を表現する力を
身につける。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性】
※３、４、６、７時間目も同様。

①前時の振り返りを見返し、本時の目標
を立てる。②トランプを用いて、グルー
プ分けを行う。③グループで「単元の核
をつかむ問い」「探究課題」を解決する。
④解決した内容をグループ間で共有した
り、教師に確認をしたりして、自らの考
えを表現する。⑤ Classi ポートフォリオ
へ振り返りを記入する。
※３、４、６、７時間目も同様。

【主体的な学び】
•Classi ポートフォリオへの振り返りを次

のフレームを準備して行う。①今回の内
容で学んだことは何か。②今回の内容で
分かったことは何か。③分かったことは
どのようにしたら理解できたのか。④今
回の内容で分からなかったことは何か。
⑤分からなかったことはどのようにした
ら理解できたと思うか。⑥今回の内容で
気づいたこと、教訓として残ったこと。

• 次の授業でそのポートフォリオを見返す
時間を設け、その時間の自分自身の目標
を設定することで、主体的に授業へ向か
うことができる。

【深い学び】
• 振り返りを Classi ポートフォリオに書き、

次の授業や単元、家庭学習につなげるこ
とが学びを深めるということを伝え、そ
の振り返りを、教師からのアドバイスや
生徒同士でアドバイスを送り合う相互評
価を通して、少しずつ時間を追うごとに
深められるようにする。

※３、４、６、７時間目も同様。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

• 教 師 評
価

• 相 互 評
価（ 定
期 考 査
の 振 り
返 り 時
に実施）

※３、４、
６、 ７ 時
間 目 も 同
様。

4

５

6

7

＊德田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校
は
、
全
校
生
徒
数
約

１
５
０
人
（
全
日
制
約
１
２
０
人
、
通
信
制
約
30
人
）

の
小
規
模
校
だ
。
生
徒
は
明
る
く
素
直
で
あ
り
、
生
活

態
度
も
落
ち
着
い
て
い
る
が
、
学
力
に
課
題
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
を
設
置
し
て
か
ら
は
、

生
徒
の
希
望
進
路
が
よ
り
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
目
標
に
積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
よ

う
、
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
っ
た
と

い
う
。
そ
こ
で
、
２
０
０
８
年
度
、
学
力
向
上
と
多
様

な
希
望
進
路
の
実
現
を
柱
と
す
る
指
導
改
善
を
全
校
体

制
で
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
は
、「
愛
情
あ
る
、

諦
め
な
い
、
同
じ
方
向
を
向
い
た
指
導
と
、
生
徒
の
よ

建学の精神・校訓に「勤勉・誠
実・奉仕」を掲げ、次代の社会を
担う有為な人材の育成を目指して
いる。進学文化コースとスポーツ
コースから成り、両コースとも２
年次から教養・ビジネス・福祉の
３系列に分かれる。

設立 １９５９（昭和３４）年

形態 全日制・通信制／総合学科／共学

生徒数 １学年約４０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　私立大は、八戸工業大、東北工業
大、東日本国際大、作新学院大、平成国際大に延べ６人が合格。短大、
専門学校進学６人。就職23人。

住所 〒０１４ー００４７　秋田県大仙市大曲須和町１ー１ー３０

電話 ０１８７ー６３ー２６２２

Web site  http://www.akitashuei.net

No.253

P R O F I L E

ス
ロ
ー
ガ
ン「
修
英
メ
ソ
ッ
ド
」の
下
、

全
校
体
制
で
学
力
向
上
を
推
進

全
教
師
が
連
携
し
て

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、

意
欲
的
な
学
習
集
団
を
形
成

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

学
力
向
上
・
多
様
な
希
望
進
路
の
実
現

変革のステップ

• 生徒の学力向上とともに、スポーツコース設置以降
に多様化した希望進路への対応が課題だった

背景と課題

実践内容

• 粘り強く学習する生徒が目立つようになった

•高い希望進路を設定し、挑戦する生徒が増加

成果と展望

•「修英タイム」の設定　全コース・全学年で毎日２５
分間の「修英タイム」を設定し、月～木曜日には学
び直し、金曜日には１週間の振り返りを実施。また、
生徒が「やればできる」と実感できるよう、全国規
模のアセスメントで学び直しの成果を定期的に測定

•学び直しに特化した学校設定科目の開設　進学文
化コースの１年次に、学び直しのための学校設定
科目「基礎国語」「基礎社会」「基礎数学」「基礎
英語」をそれぞれ週１時間開設。「修英タイム」で
芽生えた学習意欲をさらに高めることを目指した

•少人数制の進路指導の推進　２年次の３月以降、
希望進路が類似している生徒５～６人を１つのグ
ループとし、各グループを教師が１人ずつチューター
として担当し、進路指導に力を入れた

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント教材。
＊２　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
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さ
を
認
め
て
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の
手
厚
く
き
め
細
や

か
な
指
導
」の
実
現
を
目
指
す
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン「
修

英
メ
ソ
ッ
ド
」
を
打
ち
出
し
、
教
育
活
動
の
根
本
指
針

と
し
て
い
る
。
教
務
主
任
の
石
田
奈
津
子
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
基
礎
学
力
は
、
将
来
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
に

し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
定
着
さ
せ

て
、
社
会
や
上
級
学
校
に
送
り
出
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
教
師
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
密
接
に

か
か
わ
り
や
す
い
と
い
う
小
規
模
校
の
強
み
を
生
か

せ
ば
、
生
徒
の
成
功
体
験
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
学
校
が
一
丸
と
な
り
、
そ
う
し
た
目
標
の

達
成
を
図
っ
て
い
ま
す
」

　

指
導
改
善
の
中
軸
を
担
う
取
り
組
み
が
、
定
期
考
査

期
間
や
行
事
な
ど
が
あ
る
日
を
除
い
た
毎
日
、
全
コ
ー

ス
・
全
学
年
で
設
定
さ
れ
て
い
る
13
時
25
分
〜
50
分
の

「
修
英
タ
イ
ム
」
だ
。

　

月
〜
木
曜
日
に
は
、「
修
英
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、

小
・
中
学
校
段
階
の
国
語
・
数
学
・
英
語
の
学
び
直
し

に
取
り
組
む
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
丁
寧
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
、
習
熟
度
別
の
少
人
数
制
ク
ラ
ス
を

編
成
。
校
長
を
除
く
全
教
師
が
分
担
し
、
各
ク
ラ
ス
を

複
数
の
教
師
が
指
導
し
て
い
る
。
以
前
は
学
校
独
自
の

教
材
「
修
英
検
定
」
を
用
い
て
い
た
が
、
多
様
な
分
野

か
ら
幅
広
く
出
題
し
た
り
、
生
徒
間
の
学
力
差
に
対
応

し
て
作
問
し
た
り
す
る
の
が
難
し
く
、
生
徒
の
実
態
を

反
映
し
た
問
題
に
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ

こ
で
、
16
年
度
か
ら
は
、「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
活

用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ナ
ト
レ
で
学
習
し
た
成
果

を
客
観
的
な
指
標
で
測
れ
る
よ
う
、「
基
礎
力
診
断
テ

ス
ト
」（
＊
２
）
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
ね
ら
い
を
、
進
路
指
導
主
事
で
２
学
年
主
任
の
高た

か

安や
す

美
樹
子
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
生
徒
に
は
、
堂
々
と
学
び
直
し
を
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
校
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
マ

ナ
ト
レ
で
あ
れ
ば
、
生
徒
は
『
自
分
た
ち
だ
け
が
取

り
組
ん
で
い
る
特
別
な
問
題
』
と
い
っ
た
意
識
を
持

た
ず
、
よ
り
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
と
考
え
ま

し
た
。
ま
た
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
で
は
、
生
徒
は

マ
ナ
ト
レ
を
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊

３
）
が
上
が
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
そ
う
し
て
生
徒

に
『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
実
感
さ
せ
、
学
習
意
欲
を

伸
ば
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

マ
ナ
ト
レ
の
プ
リ
ン
ト
は
、
１
日
１
枚
以
上
取
り
組

む
こ
と
が
目
安
だ
が
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な

指
導
を
重
視
す
る
た
め
、
学
年
団
で
は
生
徒
の
学
習
状

況
の
把
握
に
力
を
入
れ
、
課
題
が
あ
る
生
徒
に
は
こ
ま

め
に
声
を
か
け
て
い
る
。
あ
る
学
年
で
効
率
的
な
進
捗

管
理
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
と
、
他
学
年
に
も
浸
透

し
て
い
く
と
い
う
。
例
え
ば
、
17
年
度
の
２
年
次
で
は
、

表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
「
学
習
状
況
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
を
用
い
た
が
（
図
１
）、
そ
れ
は
、
18
年
度

に
は
全
学
年
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
シ
ー
ト
を
発
案

習
熟
度
別
・
少
人
数
制
の
学
び
直
し
で
、

生
徒
の
課
題
に
き
め
細
か
く
対
応

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

畑
山
あ
ゆ
み
　
は
た
や
ま
・
あ
ゆ
み

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
通
信
制

課
程
主
任
。
教
務
部
。「
常
に
『
よ
り
よ
く
し
よ
う
』

と
心
が
け
、
生
徒
の
進
歩
を
見
守
り
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

高
安
美
樹
子
　
た
か
や
す
・
み
き
こ

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。
２
学
年
主
任
。「
人
生
の
先
導
者
と
し
て
、

ま
た
、
と
も
に
歩
む
者
と
し
て
、
生
徒
を
支
え
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

石
田
奈
津
子
　
い
し
だ
・
な
つ
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。
教
務
主

任
。「
先
入
観
な
く
生
徒
を
見
つ
め
、
３
年
間
を
か

け
て
成
長
を
手
助
け
で
き
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

秋
田
県
・
私
立
秋
田
修
英
高
校

大
日
向
　

力
　
お
お
ひ
な
た
・
ち
か
ら

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。
教
務
部
・

情
報
部
主
任
。「
１
人
で
も
多
く
の
生
徒
に
数
学
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

＊３　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの 15 段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち 
「Ａ２」〜「Ｄ３」で評価される。

「修英チャレンジ」における「学習状況チェックシート」図１

マナトレの進捗状況を一覧化することで、課題がある生徒をいち
早く見つけ、声かけができるようにした。１８年度からは全学年
で活用されている。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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し
た
情
報
部
主
任
の
大お

お

日ひ

向な
た

力ち
か
ら

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
17
年
度
、『
学
習
状
況
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
』
を
試

験
的
に
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
の
頑
張
り
や
課
題

を
よ
り
把
握
し
や
す
く
な
り
、
生
徒
の
実
態
に
こ
ま

め
に
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
18
年
度
は
、
活

用
の
成
果
を
先
生
方
に
伝
え
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
作

成
し
た
デ
ー
タ
を
各
学
年
に
渡
し
ま
し
た
。
教
師
一

人
ひ
と
り
の
工
夫
を
学
校
全
体
で
共
有
し
、
生
徒
の

実
態
把
握
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

マ
ナ
ト
レ
の
各
級
の
プ
リ
ン
ト
を
解
き
終
え
た
生
徒

に
は
昇
級
テ
ス
ト
を
行
い
、
合
格
者
の
氏
名
を
生
徒
用

昇
降
口
に
掲
示
し
て
表
彰
し
て
い
る
。
掲
示
が
更
新
さ

れ
る
と
、
そ
れ
を
見
に
集
ま
る
生
徒
が
多
い
と
い
う
。

通
信
制
課
程
主
任
の
畑は

た

山や
ま

あ
ゆ
み
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
昇
級
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
生
徒
は
、
掲
示
さ
れ

た
自
分
の
氏
名
を
見
れ
ば
う
れ
し
く
、『
も
っ
と
頑

張
ろ
う
』
と
思
う
で
し
ょ
う
。
一
方
、
合
格
で
き
な

か
っ
た
生
徒
も
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
上
級
生
・
下
級

生
の
頑
張
り
を
知
り
、
刺
激
を
受
け
る
よ
う
で
す
」

　

金
曜
日
の
「
修
英
タ
イ
ム
」
で
は
、「
学
校
生
活
振

り
返
り
表
」
を
活
用
し
、
１
週
間
の
振
り
返
り
を
行
う

（
図
２
）。「
学
校
生
活
」「
授
業
」「
整
容
」
の
３
つ
の

観
点
か
ら
、
１
週
間
の
反
省
点
や
今
後
の
課
題
な
ど
を

文
章
に
ま
と
め
、
次
週
の
目
標
を
設
定
す
る
。

　
「
自
分
で
立
て
た
目
標
で
あ
れ
ば
、『
頑
張
っ
て
達

成
し
よ
う
』
と
い
う
意
欲
が
生
ま
れ
ま
す
。
す
ぐ
に

は
達
成
で
き
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
自
分
の
成
果
と

課
題
を
確
認
す
れ
ば
、
着
実
な
前
進
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
し
た
日
頃
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
文
章
に
よ
る
振
り
返

り
を
行
い
、
生
徒
の
内
省
を
さ
ら
に
深
め
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」（
高
安
先
生
）

　
「
書
く
」
取
り
組
み
に
は
、
学
年
団
が
独
自
に
行
う

も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
18
年
度
の
２
学
年
で
は
、
振

り
返
り
の
場
を
増
や
す
た
め
、
行
事
ご
と
に
作
文
を
書

か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
文
章
に
ま
と
め
る
中
で
、
自
分

の
頑
張
り
や
課
題
に
改
め
て
目
を
向
け
た
り
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
と
協
働
す
る
意
義
に
気
づ
い
た
り
す
る
生
徒
が

多
い
と
い
う
。
筆
が
進
ま
な
い
生
徒
に
は
、
書
き
や
す

く
な
る
よ
う
、
担
任
が
「
君
は
あ
の
場
面
で
よ
い
こ
と

を
言
っ
た
よ
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
る
。
ほ
か
に
も
、

18
年
度
の
２
・
３
学
年
で
は
、
毎
日
の
朝
学
習
の
時
間

に
新
聞
記
事
を
読
ま
せ
、
感
想
を
書
か
せ
て
い
る
。

　
「『
書
く
』
指
導
で
最
も
意
識
し
て
い
る
の
は
、
生

徒
の
『
書
き
た
い
』
と
い
う
意
欲
の
醸
成
で
す
。
そ

こ
で
、『
う
ま
く
書
こ
う
と
し
な
く
て
も
よ
い
か
ら
、

た
く
さ
ん
書
こ
う
』
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
自
分
の
考
え
を
文
章
で
述
べ
る
習
慣

が
定
着
し
て
い
け
ば
、
大
学
の
志
望
理
由
書
や
企
業

の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
に
も
役
立
ち
ま
す
」

（
大
日
向
先
生
）

　

学
力
向
上
対
策
と
し
て
は
、
学
び
直
し
「
修
英
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
の
ほ
か
に
、
２
つ
の
柱
が
あ
る
。

　

１
つ
は
、
進
学
文
化
コ
ー
ス
の
１
年
次
の
学
校
設
定

科
目
「
基
礎
国
語
」「
基
礎
社
会
」「
基
礎
数
学
」「
基

礎
英
語
」
だ
。
い
ず
れ
の
科
目
も
中
学
校
段
階
の
学
習

内
容
を
扱
い
、
週
１
時
間
、
教
科
担
当
が
Ｔ
１
、
他
教

科
の
教
師
が
Ｔ
２
と
な
る
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を

行
う
。

　
「
マ
ナ
ト
レ
を
活
用
し
た
学
び
直
し
に
よ
り
、
生

徒
は
学
習
に
自
信
を
持
ち
、
前
向
き
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
を
さ
ら
に
伸

ば
せ
る
よ
う
、
学
び
直
し
の
た
め
の
科
目
を
設
置
し

ま
し
た
」（
石
田
先
生
）

　

も
う
１
つ
は
、
自
主
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
、
全
コ
ー
ス
・
全
学
年
で
行
っ
て
い
る
「
自
学
ノ
ー

文
章
に
よ
る
振
り
返
り
を
重
視
し
、

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す
指
導

「
自
学
ノ
ー
ト
」
を
継
続
し
、学
習
の

「
量
」か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
を
図
る

「学校生活振り返り表」図２

「学校生活」「授業」「整容」の３つの観点について、５段階で自
己評価したり、反省点と今後の課題を記述したりする欄、また、
担任のコメント欄がある。 ＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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ト
」
の
取
り
組
み
だ
（
図
３
）。
生
徒
が
関
心
の
あ
る

教
科
の
学
習
に
毎
日
１
ペ
ー
ジ
以
上
取
り
組
み
、
朝
の

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
担
任
が
回
収
。
学
年
団
で
分
担
し
て

目
を
通
し
、
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
生
徒
に
返
却
す

る
。
発
展
的
な
学
習
に
取
り
組
む
な
ど
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
参
考
に
し
て
ほ
し
い
ノ
ー
ト
は
、
担
任
が
生
徒
の

了
解
を
得
て
学
級
通
信
で
紹
介
す
る
。

　
「
秋
田
県
に
は
、『
自
学
ノ
ー
ト
』
に
力
を
入
れ
て

い
る
小
・
中
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
か
、
生
徒
の
大
半
は
、
入
学
時
に
家
庭
学
習
習
慣

を
身
に
つ
け
て
お
り
、
漢
字
や
英
単
語
の
書
き
取
り

を
中
心
に
、
熱
心
に
『
自
学
ノ
ー
ト
』
に
取
り
組
む

者
が
目
立
ち
ま
す
。
本
校
で
は
、『
量
』
だ
け
で
は

な
く
、『
質
』
も
大
切
に
し
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
、

優
れ
た
実
践
を
生
徒
に
示
し
、
意
識
づ
け
を
図
っ
て

い
ま
す
」（
大
日
向
先
生
）

た
、
そ
う
し
た
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

大
学
入
試
や
次
期
学
習
指
導
要
領
で
よ
り
重
視
さ
れ

る
多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
石
田
先
生
）

　
「
手
厚
く
き
め
細
や
か
な
指
導
」
を
う
た
っ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
修
英
メ
ソ
ッ
ド
」
に
基
づ
い
た
一
連
の
取
り
組

み
の
成
果
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
に
結
実
し
、

粘
り
強
く
学
び
直
し
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
て
い

る
。
納
得
で
き
る
ま
で
マ
ナ
ト
レ
の
解
説
を
読
み
、
自

分
で
考
え
る
生
徒
の
姿
が
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
で
も
、Ｄ
ゾ
ー

ン
の
生
徒
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
自
分
を
信

じ
、
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
変
化

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
前
向
き
な
意
識
は
、

進
路
選
択
に
も
表
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
18
年
度
の
就

職
希
望
の
３
年
生
に
は
、
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員

と
い
っ
た
難
関
試
験
に
挑
戦
し
、
合
格
す
る
者
が
例
年

よ
り
も
目
立
つ
。
今
後
は
さ
ら
な
る
指
導
改
善
を
目
指

す
と
、
高
安
先
生
は
語
る
。

　
「
18
年
度
の
２
年
生
は
マ
ナ
ト
レ
が
予
定
よ
り
も

早
く
終
わ
り
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
３
年
次
の
『
修

英
タ
イ
ム
』
で
は
、
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
ら
れ
る

よ
う
、
新
し
い
取
り
組
み
を
学
年
団
や
進
路
指
導
部

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
工
夫

を
今
後
も
心
が
け
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う

指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

希
望
進
路
が
具
体
化
し
て
い
く
２
年
次
の
３
月
か
ら

は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
よ
う
、全
コ
ー

ス
で
少
人
数
制
の
進
路
指
導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
学
年
主
任
や
学
年
団
の
進
路
指
導
担
当
者
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
指
導
計
画
を
策
定
す
る
。
次

に
、
希
望
進
路
が
似
た
生
徒
５
〜
６
人
を
１
つ
の
グ

ル
ー
プ
と
し
、
担
任
を
含
む
学
年
団
所
属
の
教
師
と
進

路
指
導
部
所
属
の
教
師
が
１
人
ず
つ
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し

て
各
グ
ル
ー
プ
の
指
導
を
担
う
。
就
職
希
望
の
グ
ル
ー

プ
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
面
接
指
導
、
履
歴
書
の

作
成
指
導
な
ど
を
、
進
学
希
望
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
教

科
担
当
と
も
連
携
し
、
大
学
受
験
に
向
け
た
教
科
指
導

や
小
論
文
指
導
な
ど
を
、
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど

の
時
間
を
使
っ
て
月
に
数
回
行
う
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
進
路
指
導

部
の
教
師
全
員
を
交
え
て
定
期
的
に
集
ま
り
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
成
果
や
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
生

徒
の
実
態
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
指
導
方
針
を
検
討
・
修

正
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
担
任
は
各
チ
ュ
ー
タ
ー
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
基
に
生
徒
と
面
談
し
、
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
指
導
や
調
査
書
に
反
映
さ
せ
る
。

　
「
学
力
や
希
望
進
路
が
多
様
な
生
徒
た
ち
と
し
っ

か
り
向
き
合
う
た
め
に
は
、
教
師
間
の
連
携
強
化
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
複
数
の
教
師
の
目
で
生
徒
を
見
守

り
、課
題
の
対
応
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

生
徒
は
希
望
進
路
を
実
現
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま

秋田県・私立秋田修英高校

生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
指
導
改
善
を
、

絶
え
ず
続
け
て
い
く

「自学ノート」（例）図３

チ
ュ
ー
タ
ー
制
に
よ
る
進
路
指
導
で
、

多
面
的
・
総
合
的
評
価
を
充
実
さ
せ
る

「歯を食いしばる」「腹に据えかねる」といった慣用表
現と漢字を学習した国語の「自学ノート」。

＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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長
野
県
屋
代
南
高
校
の
高
橋
正
俊
先
生
は
、

１
、２
年
生
の
三
者
面
談
に
お
い
て
、
事
前

に
面
談
で
取
り
上
げ
た
い
話
題
を
メ
モ
し
て

お
い
た
り
、
面
談
中
の
生
徒
や
保
護
者
の
発

言
を
書
き
留
め
た
り
す
る
た
め
の
三
者
面
談

シ
ー
ト
を
活
用
し
て
き
た
。
シ
ー
ト
に
は
学

習
や
部
活
動
、
進
路
な
ど
、
１
、２
年
生
の
生

徒
の
状
況
を
多
角
的
に
把
握
す
る
観
点
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
実
際
の
面
談
で
も
話
題
は

多
岐
に
広
が
る
が
、
時
折
、
保
護
者
と
の
世

間
話
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
気
が

か
り
だ
と
い
う
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
相

談
事
が
中
心
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
保
護
者

と
教
師
と
の
二
者
面
談
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
生
徒
が
語
る
場
面
を
増
や
し
た

い
と
い
う
課
題
感
も
持
っ
て
い
た
。

検討メンバー

改良！指
導ツール

長野県屋代南高校　

高橋正俊
たかはし・まさとし

福井県立高
こ

志
し

高校　

西　繁寿
にし・しげひさ

福岡県立東
とう

筑
ちく

高校

辻本貢士
つじもと・こうじ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、１、2年生の三者面談で語り合うべきテーマや
面談後の生徒への声かけなどを整理する三者面談シートについて検討する。

三
者
面
談
に
軸
を
つ
く
り
、

生
徒
が
語
る
場
面
を
増
や
し
た
い

ツール 提供者

長野県屋
や
代
しろ
南高校　高橋正俊先生提供
「三者面談シート」 Before

1

2
課
題

保護者からの相談事が中心の三者面談になってしまい、
生徒の発言機会が少なくなることがある
話されたことがその場限りになり、次回以降の二者面談、
三者面談につながっていかないことがある
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１
、２
年
生
の
三
者
面
談
は
、
生
徒
が
保
護

者
や
教
師
の
前
で
「
こ
れ
か
ら
は
こ
う
あ
り

た
い
」
と
前
向
き
に
未
来
を
語
り
、
決
意
表

明
を
す
る
場
で
あ
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

教
師
が
保
護
者
の
前
で
生
徒
を
肯
定
的
に
評

価
し
、
生
徒
に
自
信
を
持
た
せ
る
場
面
も
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
が
決
意
表
明
し
た

内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
場
限
り
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
に
、
三
者
面
談
後
に
教
師
が
生
徒
に

意
図
的
に
声
か
け
を
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

そ
こ
で
、
面
談
で
話
題
と
す
る
観
点
を
広
げ

る
こ
と
以
上
に
、
三
者
面
談
前
・
当
日
・
面

談
後
と
い
う
時
間
の
経
過
の
中
で
、
生
徒
が

自
己
肯
定
感
を
高
め
な
が
ら
新
た
な
挑
戦
を

決
意
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
教
師
と
保
護
者
が

見
守
る
こ
と
を
、
三
者
面
談
の
軸
と
し
て
重

視
す
る
こ
と
と
し
た
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

三者面談シート１、２年生

「
何
を
語
り
合
う
か
」
よ
り
も

「
何
の
た
め
に
語
り
合
う
か
」
を
重
視

After 1 2
改
良
ポ
イ
ン
ト

三者面談の山場を明確にし、
三者が語り合う場をつくる

三者面談の山場を「生徒を褒める」「生
徒を励ます」「生徒が決意する」とし、
面談前の話題整理から面談当日での生
徒の発言までをその山場につなげていく。

面談後にかけるべき声と
次の面談での課題を整理

三者面談の中で発せられた生徒の決意や
宣言を見守っていくために、後日どのよう
な声をかけるか、次回の面談で確認すべ
きことは何かを書き留めるようにする。

三者面談シート
記入日　　　　　月　　　　　日

面談で話題にすべきことの
事前整理

□生徒が面談で保護者に伝えたいこと　□生徒と保護者の進路観のズレ　□担任からの提案や質問

面談中での生徒自身による
今学期の振り返り

上
記
を
踏
ま
え
て

保護者に伝える
「生徒の褒めどころ」

生徒に伝える
「励まし・課題」

生徒が発する
「決意・宣言」

保護者からの要望など

後日、生徒にかけたい
前向きな言葉

次回の面談に向けて

　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

面
談
前

面
談
を
終
え
て

面
談
当
日
メ
モ
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三
者
面
談
の
ね
ら
い
は
、
学
年
や
時
期
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
１
、２
年
生
の
三
者
面
談

で
共
通
す
る
の
が
、「
今
後
、
ど
う
あ
り
た
い

か
」を
生
徒
自
身
に
語
ら
せ
る
こ
と
だ
。た
だ
、

目
標
や
そ
の
実
現
の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と

を
具
体
的
に
語
れ
な
い
生
徒
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
原
因
は
、
目
標
が
具
体
化
し
て
い
な
い

こ
と
に
あ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
自
分
に
自
信

が
な
く
、
保
護
者
や
教
師
の
前
で
言
葉
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に
あ
る

場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
者
面
談
の
場

で
は
ま
ず
、
生
徒
の
よ
さ
を
教
師
が
保
護
者

の
前
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
生
徒
、
保
護
者

に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
ら
せ
や
す
く
し
よ

う
と
意
見
が
一
致
し
た
。
生
徒
を
褒
め
た
上

で
、
教
師
が
「
努
力
が
必
要
な
こ
と
」
を
述

べ
れ
ば
、生
徒
は「
今
後
取
り
組
み
た
い
こ
と
」

を
言
葉
に
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

三
者
面
談
に
お
い
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

的
な
役
割
を
務
め
る
教
師
に
は
、
三
者
面
談

で
何
を
話
題
に
す
る
か
、
あ
る
程
度
事
前
に

整
理
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
だ
。
し
か
し
、

語
り
合
う
べ
き
こ
と
の
真
の
優
先
順
位
が
分

か
ら
な
い
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

三
者
面
談
の
事
前
準
備
も
一
律
に
対
応
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、「
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
事

前
に
家
庭
で
話
し
て
お
き
な
さ
い
」
と
教
師

か
ら
伝
え
た
り
、「
三
者
面
談
で
話
題
に
し
て

ほ
し
い
こ
と
は
何
？
」
と
生
徒
に
尋
ね
た
り
、

個
別
対
応
が
重
要
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
も

聞
か
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
面談前に、①生徒が考えておくこと、
②生徒が保護者と話しておくことを

生徒と整理する

2
「生徒を褒める」「生徒を励ます」
「生徒が決意する」という観点を

重視した面談を実施

3
面談後の声かけに対する生徒の反応などを
「三者面談シート」にメモした上で、
次回の面談資料として活用する

改良！指
導ツール

活用の流れ

１、２年生　三者面談シート

生
徒
が
「
こ
れ
か
ら
」
を
語
れ
る

雰
囲
気
を
つ
く
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に

　

三
者
面
談
シ
ー
ト
に
は
、
面
談
当
日

に
何
を
聞
き
、
何
を
伝
え
る
か
を
メ
モ

し
た
り
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
聞
い
た

こ
と
を
書
き
留
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
の
話
は
で
き

た
と
し
て
も
、
次
に
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い

な
い
よ
う
な
、
漠
然
と
し
た
不
満
・
不
安
を
感
じ

る
面
談
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私

と
保
護
者
の
間
で
話
が
弾
ん
で
し
ま
い
、
生
徒
に

も
っ
と
話
を
さ
せ
た
か
っ
た
と
反
省
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
お
二
人
の
先
生
と
お
話
を

す
る
中
で
、
私
が
感
じ
て
い
た
不
足
は
、
生
徒
自

身
が
こ
れ
か
ら
を
語
る
場
面
の
有
無
に
起
因
す
る

も
の
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。
面
談
が
終
わ
っ
た
後
、

生
徒
と
私
の
間
に
「T

o D
o

（
す
る
べ
き
こ
と
）」

が
共
有
で
き
る
状
態
を
目
指
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
先
生
方
と
語
り
合
う
中
で
、
生
徒
に
数

値
目
標
を
宣
言
さ
せ
る
こ
と
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
た
自

分
に
気
づ
き
ま
し
た
。
生
徒
の
失
敗
を
先
回
り
し

て
私
が
臆
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
徒

自
身
が
自
分
に
必
要
な
こ
と
だ
と
納
得
し
て
宣
言

で
き
る
目
標
を
、
勇
気
を
持
っ
て
語
れ
る
面
談
を
、

生
徒
を
肯
定
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

高
橋
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
係
。
数
学
科
担
当
。「
生
徒
の
可
能
性
を
見
極
め
て
、攻
め
の
進
路
指
導
を
行
う
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
／
共
学
／
１
学
年
約

１
２
０
人
／
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
私
立
大
は
、
城
西
大
、
駿

河
台
大
、
長
野
大
、
松
本
大
な
ど
に
延
べ
７
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学
61

人
。
就
職
39
人
。

生徒が勇気を持って「To Do」を語れる面談をつくる
長野県屋代南高校　高橋正俊　たかはし・まさとし
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

三
者
面
談
の
時
間
は
１
組
10
分
程
度

な
の
で
、
事
前
に
行
う
保
護
者
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
生
徒
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
を
通
し
て
、
話
題
の
焦
点
を
あ
ら
か

じ
め
想
定
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
「
面
談
前
に
保

護
者
の
方
と
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
て
お
い

て
」
と
伝
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
の
テ
ー

マ
は
、
生
徒
と
保
護
者
が
話
し
合
い
を
避
け
て
き

た
も
の
に
あ
え
て
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

生
徒
と
保
護
者
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
の
で
す
。

そ
れ
も
両
者
の
本
音
を
引
き
出
す
た
め
の
１
つ
の

方
法
で
す
。
三
者
面
談
で
は
、
あ
れ
こ
れ
話
題
に

し
た
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
短
時
間
で
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

話
題
を
拡
散
さ
せ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
検
討
会
で
は
、「
保
護
者
の
前
で
生
徒

を
褒
め
る
」
こ
と
の
大
切
さ
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
生
徒
の
次
に
つ
な
が
る
よ
う
な
褒
め
方

を
心
が
け
て
い
ま
す
。「
今
の
君
の
頑
張
り
を
見
る

と
、き
っ
と
将
来
、こ
ん
な
ふ
う
に
な
れ
る
は
ず
！
」

な
ど
と
、
先
輩
生
徒
の
例
を
挙
げ
つ
つ
、
今
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
肯
定
し
な
が
ら
、
無
理
な
く

背
中
を
押
す
声
か
け
が
で
き
る
と
よ
い
で
す
ね
。

　

三
者
面
談
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
親
子
の

関
係
が
目
の
前
で
確
認
で
き
る
こ
と
で

す
。
進
路
選
択
に
お
け
る
両
者
の
価
値

観
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
生
徒
の
や
る
気
の
ス
イ
ッ
チ
を

保
護
者
の
前
で
押
せ
る
こ
と
も
、
三
者
面
談
の
醍

醐
味
で
す
。
成
績
が
振
る
わ
な
い
、
部
活
動
で
挫

折
を
経
験
し
た
な
ど
、
壁
に
直
面
す
る
生
徒
に
対

し
て
も
、
例
え
ば
、
日
々
の
清
掃
に
取
り
組
む
姿

勢
な
ど
、
些
細
な
こ
と
で
も
教
師
が
本
気
で
褒
め

れ
ば
、
保
護
者
の
子
ど
も
に
対
す
る
見
方
は
前
向

き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
平
素
の
生
徒
の
姿
を
し
っ

か
り
と
認
め
た
上
で
、「
こ
の
子
は
す
ご
い
も
の
を

持
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
自
分
を
信
じ
切
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
が
私
は
と
て
も
悔
し
い
ん
で
す
」
な

ど
と
教
師
が
本
気
の
思
い
を
ぶ
つ
け
れ
ば
、
生
徒

も
保
護
者
も
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

三
者
面
談
に
限
ら
ず
、
生
徒
は
自
分
と
い
う
存

在
を
認
め
て
く
れ
て
い
な
い
相
手
の
言
葉
に
は
、

な
か
な
か
耳
を
貸
そ
う
と
は
し
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
生
徒
と
向
き
合
う
時
に
私
た
ち
教
師

に
一
番
問
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
生
徒
を
褒
め
る
材

料
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。

西
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
教
務
部
。
数

学
科
担
当
。 「
何
気
な
い
１
日
１
日
を
大
切
に
す
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
、
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
５
０
人

／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
名
古
屋

大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
２
１
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上

智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に

延
べ
４
２
６
人
が
合
格
。

辻
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
教
育
推
進

部
教
務
班
主
任
。
数
学
科
担
当
。 
「
自
分
で
考
え
、
自
ら
の
意
志
で
行
動
で
き
る
生

徒
を
育
て
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、

大
阪
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
７
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田

大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
１
９
６
人
が
合
格
。

揺さぶりをかける事前の仕かけも時には必要
福井県立高志高校　西　繁寿　にし・しげひさ

教師は、生徒を本気で褒める材料を持つべき
福岡県立東筑高校　辻本貢士　つじもと・こうじ
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早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
は
、
既
成

の
学
問
的
な
枠
組
み
を
超
え
、
新
た
な
学

問
領
域
を
学
生
自
ら
が
創
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
２
０
０
７
年
に
設
立
さ
れ
た
学

部
で
あ
る
。
６
つ
の
論
系
（
＊
２
）
が
設

置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
先
端
的
な
学
び
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
代
人
間
論
系
で
は
、「
性
の
多
様
性
」

を
研
究
す
る
新
し
い
学
問
分
野
「
ク
ィ
ア・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
に
関
す
る
授
業
を
設
置

し
て
い
る
。「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」

と
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
学
術
的
議
論
お
よ
び
社
会
運
動
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
、
人
々
の
性
と
身
体
の

あ
り
方
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
社
会
制
度

＊1 性的少数者。性のあり方（性的指向、性自認など）が、何らかの意味で多数派と異なる人々のこと。一般に、LGBT といわれるレズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・
トランスジェンダーだけでなく、それ以外の性的少数者も含まれる。　＊2 多元文化論系、複合文化論系、表象・メディア論系、文芸・ジャーナリズム論系、現代人間論系、
社会構築論系の６つ。

法学部３年
春藤 優
しゅんどう・ゆう
千葉県・私立昭和学院秀
英中学校・高校卒業。法学
部所属だが、文学部や文化
構想学部の授業を履修中。

文化構想学部
文化構想学科３年
中村友理奈
なかむら・ゆりな
東京都立国際高校卒業。
教育問題に関心があり、同
学部に入学。

文化構想学部
文化構想学科４年
石山桃子
いしやま・ももこ
山形県立山形東高校卒業。
幅広い履修が可能という特
徴にひかれ、同学部に入学。

授業で学んだ知識を生かし
LGBT関連の学内イベントを企画
法学部所属ですが、文化構想学部の授業も履修中です。クィア・
スタディーズ専門の森山先生に、セクシュアルマイノリティへの差
別表現を考えるイベントにもご参加いただきました。（春藤さん）

LGBTなど性の多様性を学ぶ先端的な
科目を設置し、時代を創る人材を育成

早稲田大学 文化構想学部

ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど

先
端
的
な
科
目
を
多
数
設
置

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

少人数でじっくり語り合いながら
学べる環境です
少人数の授業が多く、車座になって行う『演習』
では、互いの考えを語り合うことが重視されます。
仲間や先生の意見を聴き、自分の世界がいかに狭
いかを思い知りました。（中村さん）

性の多様性に関する
新しい学問分野について学んでいます
セクシュアルマイノリティ（＊１）の社会運動の歴史や性の多様性を扱う

「クィア・スタディーズ入門」という授業では、性に関する正しい知識が
なければ人を傷つけることもあると学びました。（石山さん）
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を
検
討
す
る
学
問
分
野
だ
。
そ
の
分
野
を

専
門
と
す
る
森
山
至の

り

貴た
か

専
任
講
師
の
授
業

「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
入
門
」
で
は
、

多
様
な
性
を
生
き
る
他
者
あ
る
い
は
自
分

自
身
を
理
解
す
る
目
的
で
正
し
い
知
識
を

伝
え
て
い
る
。
同
授
業
の
受
講
生
に
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者
の

学
生
も
少
な
く
な
い
。

　

文
化
構
想
学
部
４
年
生
の
石
山
桃
子
さ

ん
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
一
部
で
し
か
な
い
な
ど
、

性
の
多
様
性
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
自
分
の
考
え
方
が
深
ま
り
ま
し
た
」

と
話
す
。

　
　

　

同
学
部
で
は
「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
」
以
外
に
も
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
」「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
な

ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
演
習
、
ゼ
ミ
な

ど
を
多
数
開
講
し
て
い
る
。
様
々
な
専

門
分
野
を
持
つ
教
員
が
在
籍
し
て
い
る
た

め
、
学
生
は
、
１
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
社
会

学
、
法
制
度
、
文
学
な
ど
多
様
な
観
点
か

ら
分
野
横
断
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

が
特
徴
だ
。
文
化
構
想
学
部
３
年
生
の
中

村
友
理
奈
さ
ん
が
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

10
人
程
度
で
、
文
学
作
品
を
深
く
読
み
込

み
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
考
え
る
授
業

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
仲
間
や
先
生
の
発
言
か
ら
気
づ
か
さ

れ
た
こ
と
も
多
く
、
多
様
な
視
点
で
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
時
は

教
育
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
り
、
現
代
人

間
論
系
に
進
み
ま
し
た
」（
中
村
さ
ん
）　

　

同
学
部
で
は
、
学
生
の
興
味
に
合
わ
せ

先
端
的
な
科
目
を
分
野
横
断
的
に
学
べ
る

よ
う
、
２
年
次
か
ら
い
ず
れ
か
の
論
系

へ
進
級
す
る
「
１
・
３
制
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
導
入
し
て
い
る
。
１
年
次
の
必
修
科
目

は
、
６
つ
の
論
系
の
概
要
を
学
ぶ
「
基
礎

講
義
」
に
加
え
、
大
学
で
の
学
び
方
を
学

ぶ
「
基
礎
演
習
」
と
「
基
礎
外
国
語
」
の

３
つ
の
み
だ
。
自
由
に
学
び
な
が
ら
道
を

模
索
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　　　

同
学
部
で
は
、
所
属
す
る
論
系
の
コ
ア

科
目
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
文
化
構
想
学
部

と
文
学
部
に
ま
た
が
る
１
０
０
０
に
も
及

ぶ
「
ブ
リ
ッ
ジ
科
目
」
を
選
択
し
て
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
学
部
・
学

年
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
学
生
が
履
修
で
き

る
「
オ
ー
プ
ン
科
目
」
も
設
置
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
環
境
を
利
用
し
て
文
化
構

想
学
部
や
文
学
部
の
授
業
を
履
修
し
て
い

る
の
が
、
法
学
部
３
年
の
春

し
ゅ
ん

藤ど
う

優ゆ
う

さ
ん
だ
。

　

春
藤
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
学
生
団
体
に
所

属
し
て
お
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
得
た
い
と

森
山
先
生
の
授
業
を
履
修
し
て
い
る
。

　
「
他
学
部
の
授
業
を
受
け
て
い
る
と
、

法
学
部
の
自
分
と
は
違
う
見
方
を
持
つ
仲

間
と
話
せ
る
こ
と
が
、
刺
激
的
で
す
」

　

石
山
さ
ん
は
、
森
山
先
生
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
い
る
。
３
年
次
前
期
は
文
献
講

読
、
後
期
は
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
４
年
次
か
ら
卒
業
論
文
に
取
り
組
む
。

ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
生
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
「
高
校
時
代
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
す
ら
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
知
識
の
な
さ
か
ら
、
考
え
て
い

る
こ
と
が
う
ま
く
言
葉
に
で
き
ず
悩
ん
だ

と
き
、
森
山
先
生
が
的
確
な
ヒ
ン
ト
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に

理
解
が
深
ま
り
、
世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。

卒
業
研
究
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
サ
ー
ク
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
調

べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
石
山
さ
ん
）

　

文
化
構
想
学
部
で
は
、
既
存
の
学
問
の
分

野
を
横
断
し
な
が
ら
学
び
、
新
し
い
時
代
を

切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
学
生
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
必
修
科
目
を
少

な
く
し
て
い
る
の
も
、
自
ら
の
学
び
を
自
分

の
手
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
い
う
考
え

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
関
心
を
突
き

詰
め
る
に
は
「
既
存
の
学
問
の
枠
か
ら
出
る

必
要
性
が
あ
る
」
と
、
気
づ
い
て
卒
業
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
演
習
や
ゼ
ミ
は

少
人
数
制
で
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
仲
間

と
の
学
び
合
い
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
我
々

教
員
は
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
な
問
い
か
け

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
仲
間
と
議
論
す
る
中

で
、
互
い
が
個
性
的
な
知
性
の
持
ち
主
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
視
野

の
広
が
り
こ
そ
が
、
学
び
を
大
き
く
飛
躍
さ

せ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
、
学
内
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
推
進
し
、
多
様
性
の
あ
る
学
生
が

自
由
に
学
び
合
え
る
場
を
整
え
て
い
ま
す
。

「
ク
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
な
ど
新
し
い

学
問
分
野
の
授
業
を
開
講
す
る
ほ
か
、
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
生
を
支
援
す

る
Ｇ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
（
＊
３
）
を
設
置
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
部
を
越
え
て
履
修
可
能
な

オ
ー
プ
ン
科
目
が
多
数

＊3 Gender and Sexuality Center。性の多様性を尊重し、学生に対して様々なサポートを行っている。

学
び
合
い
高
め
合
え
る
環
境
を

学
生
自
ら
が
創
造
し
て
ほ
し
い

大

の

い

学

思
文
化
構
想
学
部
　

専
任
講
師

森
山
至
貴

も
り
や
ま
・
の
り
た
か

分
野
横
断
的
に
学
び
な
が
ら

２
年
次
に
論
系
を
決
定

ゼ
ミ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

知
識
を
深
め
る
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豊
田
工
業
大
学
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

設
立
し
た
大
学
だ
。
次
世
代
の
国
際
産
業

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を
使
命

と
し
、
先
端
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
学
教
育
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
複
雑
化
・

複
合
化
す
る
科
学
・
技
術
に
対
応
す
る
た

め
に
、
１
・
２
年
次
は
「
機
械
シ
ス
テ
ム
」

「
電
子
情
報
」「
物
質
工
学
」
の
３
つ
の
分

野
を
横
断
的
に
学
び
、
３
年
次
に
３
つ
の

分
野
か
ら
主
専
攻
を
決
定
す
る
。

　

４
年
生
の
中
谷
明あ

日す

佳か

さ
ん
は
、
２
年

次
に
履
修
す
る
「
工
学
基
礎
実
験
１･

２
」

の
光
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
干か

ん

渉し
ょ
う

縞じ
ま

（
＊

１
）
を
観
察
し
て
興
味
を
持
ち
、
主
専
攻

工学部
先端工学基礎学科４年
中谷明日佳
なかたに・あすか
愛知県立瑞

ずい

陵
りょう

高校卒業。
大学院に進学し、光ファイ
バーの研究を続ける予定。

工学部
先端工学基礎学科４年
松本 憩
まつもと・けい
岐阜県・私立麗

れい

澤
たく

瑞
みず

浪
なみ

中学・
高校卒業。大学院でデバイ
スの研究に取り組む予定。

分野横断型のハイブリット工学を学び、
次世代の国際産業リーダーを目指す

豊田工業大学 工学部

１・２
年
次
は
３
分
野
学
び
、

３
年
次
に
主
専
攻
を
決
定

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

学部１年生は全員、寮に入り、
自主性や協調性を磨きます
１年生は全寮制です。私は寮生サポーターとして２年次以降も寮
に残り、後輩をサポートしました。多様な人が集まる中で自分は
どう動くべきか、意識するようになりました。（松本さん）

学生だけで試行錯誤しながら、
１年かけて電気自動車を作成

「創造性開発実習１･ ２」では、ラジコンカーを改造して、障害物を
乗り越える車を作りました。アイデアはたくさん出てきたのですが、
それを１つの形にすることが難しかったです。（中谷さん）

社会に貢献できるよう
実用化を意識し、研究中
データセンターなどで使われるハードディスクなど
のストレージを省電力化できないか研究中です。自
分の研究が実用化したら、社会へのインパクトは大
きいはずだと考え、日々視野を広げ、勉強を続けて
います。（松本さん）

＊ 1 複数の単色光源が空気などの媒体の中を伝わる際、それぞれの地点で波の振幅が合成されたものとなるため、縞模様が見られる現象。

52 Februar y  2019

Q8-623-000 2018 年度　VIEW21高校版 2月号 52頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
01/24
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P52-53_view21koukou-2g.indd   52 2019/01/24   14:58



を
決
め
た
と
言
う
。

　
「
光
の
実
験
を
担
当
し
た
先
生
が
、
医

療
に
も
応
用
で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
技
術

の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
研
究
が

進
め
ば
、
従
来
型
の
内
視
鏡
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
病
気
の
症
状
を
確
認

で
き
、
カ
テ
ー
テ
ル
（
＊
２
）
に
応
用
さ

れ
れ
ば
患
者
の
体
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
技
術
開
発
に
興
味
を
持
ち
、
先
生
の
研

究
室
の
あ
る
『
物
質
工
学
』
を
主
専
攻
に

し
ま
し
た
」

　

３
年
次
に
主
専
攻
を
１
つ
に
決
め
る

が
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
工
学
を
ベ
ー
ス
と
す

る
同
学
部
で
は
、副
専
攻
（
＊
３
）
を
得
る

こ
と
も
で
き
る
。
過
去
３
年
間
の
実
績
で

は
、
４
割
以
上
の
学
生
が
副
専
攻
を
認
定

さ
れ
た
。
４
年
生
の
松
本
憩け

い

さ
ん
と
中
谷

さ
ん
は
、
主
専
攻
と
は
別
に
２
つ
の
分
野

の
副
専
攻
修
得
を
目
指
す
。

　
「『
電
子
情
報
』
を
主
専
攻
と
し
、
情
報

を
記
録
す
る
装
置
で
あ
る
メ
モ
リ
の
省
電

力
化
に
つ
い
て
研
究
中
で
す
。
実
用
化
を

目
指
す
に
は
１
分
野
の
視
点
だ
け
で
は
足

ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
制
御
等
で
関
連
の
あ
る

『
機
械
シ
ス
テ
ム
』
や
デ
バ
イ
ス
の
ハ
ー

ド
面
で
関
連
の
あ
る
『
物
質
工
学
』
の
知

識
も
不
可
欠
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
３
分
野

を
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
課
題
に
取
り
組
む

時
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
解
決
策

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
松

本
さ
ん
）

　
「
１
年
次
と
３
年
次
に
、
約
１
か
月
間
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

授
業
で
学
ん
だ
工
学
知
識
が
現
場
で
ど
の

よ
う
に
応
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
と

と
も
に
、
分
野
を
超
え
て
学
ぶ
必
要
性
を

意
識
し
ま
し
た
」（
中
谷
さ
ん
）

　

３
分
野
を
学
ぶ
と
、
卒
業
に
必
要
な

１
３
２
単
位
を
大
き
く
上
回
り
、
１
７
０

単
位
程
度
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
し
た
学
生
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、
同
大
学
で
は
、
学
生
一
人
ひ
と

り
に
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
担
当
教
員
が
つ
く
。
学
生
が

学
習
や
大
学
生
活
の
悩
み
を
相
談
で
き
る

機
会
と
し
て
、
年
２
回
の
面
談
が
あ
る
。

　
「
３
年
次
の
専
攻
に
迷
っ
て
い
た
際
、

面
談
で
担
当
の
先
生
に
じ
っ
く
り
相
談
で

き
た
の
が
心
強
か
っ
た
で
す
」（
松
本
さ
ん
）

　

同
大
学
で
は
、
学
部
１
年
生
は
全
員
寮

に
入
り
、
１
年
生
７
人
と
上
級
生
の
寮
生

サ
ポ
ー
タ
ー
１
人
の
計
８
人
で
ユ
ニ
ッ
ト

を
構
成
し
、
共
同
生
活
を
す
る
。
個
室
も

あ
る
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
共
有
部
屋
が

あ
り
、
当
番
を
決
め
、
掃
除
や
夕
食
作
り

も
協
力
し
な
が
ら
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
協
調
性
、自
主
性
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
の
社
会
人
基
礎
力
を
磨
く
。

　
「
私
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
、
企
業
か
ら
派

遣
さ
れ
た
社
会
人
学
生
の
方
も
い
ま
し

た
。
そ
の
方
は
と
て
も
熱
心
で
、
授
業
に

つ
い
て
私
も
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
に
答
え
る
こ
と
で
私
の
学
び
も
深
ま

り
ま
し
た
」（
中
谷
さ
ん
）

　

語
学
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
同
大

学
で
は
、「English Step-U

p Point

制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
。
外
国
語
科
目
の
ほ
か

に
、
英
語
を
学
ぶ
機
会
（
ス
ピ
ー
チ
コ
ン

テ
ス
ト
や
資
格
・
検
定
試
験
）
に
挑
戦
し
、

卒
業
ま
で
に
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上
得
る

こ
と
が
必
須
だ
。
獲
得
ポ
イ
ン
ト
上
位
者

に
は
、
海
外
留
学
の
費
用
援
助
も
あ
る
。　
　

　
「
大
学
院
に
進
ん
で
留
学
し
、
世
界
の

最
先
端
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
留
学
に
向
け
た
準
備
を
し
な
が

ら
、
学
会
発
表
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
」

（
松
本
さ
ん
）

　

近
年
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
人
工
知
能
等
の

情
報
技
術
が
急
速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
10
年
先
、
20
年
先
の
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
に
は
、
現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
る
技

術
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
そ
の
先
の
技
術
を
見
据
え
て
開
発
や

研
究
に
取
り
組
む
技
術
者･

研
究
者
の
育
成

を
我
々
は
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
機
械
シ
ス
テ
ム
」「
電
子
情
報
」「
物
質
工
学
」

の
３
分
野
を
広
く
学
ぶ
こ
と
で
、
社
会
が
求

め
る
も
の
を
時
代
に
先
ん
じ
て
つ
く
り
出
せ

る
柔
軟
な
創
造
性
が
身
に
つ
け
ら
れ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
専
門
知
識
に
加
え
て
強
化
し
て
い

き
た
い
能
力
が
２
つ
あ
り
ま
す
。１
つ
め
は
、

表
現
力
で
す
。
寮
生
活
や
少
人
数
教
育
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
育
成
し
て
い
ま

す
が
、「
書
く
」
力
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
、

教
養
科
目
を
再
構
築
す
る
予
定
で
す
。

　

２
つ
め
は
、
英
語
力
で
す
。
豊
田
工
業
大

学
シ
カ
ゴ
校
を
始
め
、
北
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
大
学
と
連
携
す
る
な
ど
、
国
際
力
養
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
学
独
自
の
英
語

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
約
３
人
に
１
人

が
在
学
中
に
海
外
留
学
を
経
験
し
て
い
ま

す
。 豊

か
な
表
現
力
と
国
際
性
を

備
え
た
技
術
者･

研
究
者
に

大

の

い

学

思
工
学
部
　
教
授

教
務
委
員
長

吉
村
雅
満

よ
し
む
ら
・
ま
さ
み
ち

１
年
生
は
全
員
が
寮
生
活
で
、

社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る

複
数
分
野
の
専
門
知
識
を
得
る

副
専
攻
も
修
得
可
能

外
国
語
科
目
以
外
の
英
語
活
動
を

ポ
イ
ン
ト
化
し
、
必
修
に

＊２　医療用の細い管状の器具。　＊ 3　主専攻と異なる分野から 20単位以上を修得した場合に、その分野が副専攻として認定される。
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生徒とともに
未来を考える教職員研修
─滋賀県立水

み な

口
く ち

東中学校・高校の教職員研修リポート─

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

実 践 事 例

　

今
回
の
教
職
員
研
修
の
企
画
責
任
者
は
、

教
務
課
主
任
の
宇
野
正
隆
先
生
で
す
。
宇
野

先
生
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
同
校
の
教
務

課
主
任
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、自
分
に
課
し
た
最
大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
、

「
８
月
の
教
職
員
研
修
を
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
教
職
員
研
修

が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
や
や
も
す
る
と
教
師
に

と
っ
て
気
の
進
ま
な
い
時
間
に
な
る
こ
と

は
、同
校
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宇
野
先
生
は
、「
外
部
講
師
を
招
い
た
イ
ン

プ
ッ
ト
中
心
の
研
修
で
は
な
く
、
先
生
方
が

わ
い
わ
い
と
楽
し
く
語
り
合
う
研
修
に
し

た
い
」「
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
も
よ
い
の
で
、

２
学
期
か
ら
の
変
化
・
変
容
に
つ
な
が
る
も

の
に
し
た
い
」
と
考
え
、
研
修
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
生
徒
と
と
も
に
学
校
の
未
来

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
結
論
を
１
つ
に

絞
り
込
ま
な
い
拡
散
型
の
90
分
間
の
研
修

を
企
画
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
、
そ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な

力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
正
解
は
誰
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
を
生
き

る
当
事
者
の
高
校
生
が
何
を
考
え
て
い
る

の
か
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
未
来
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
求

め
ら
れ
る
指
導
を
具
体
的
に
考
え
る
た
め

に
有
効
で
あ
る
と
、
宇
野
先
生
は
考
え
た
の

で
す
。
ま
た
、
答
え
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い

問
い
に
向
き
合
う
教
師
の
姿
を
生
徒
に
見

せ
る
こ
と
に
も
、
大
き
な
価
値
を
見
い
だ
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
拡
散
型
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
参
加
し
た
先
生
方
、
そ
し
て
生
徒
た

ち
に
、「
新
学
期
に
向
け
た
目
標
や
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
考
え
て
み
る
」
こ
と
を
求
め

る
内
容
に
し
ま
し
た
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
90
分
間
の
研
修
の
概

要
と
、
研
修
に
参
加
し
た
教
師
、
生
徒
の
振

り
返
り
、
そ
し
て
研
修
を
企
画
し
た
宇
野
先

生
と
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
見
守
っ
た
校
長

先
生
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

正
解
が
分
か
ら
な
い
問
い
を

生
徒
と
と
も
に
語
り
合
う

　今回は実践事例として、2018年８月に滋賀県立水口東
中学校・高校で行われた教職員研修を取り上げます。同研
修の最大の特徴は、生徒も参加し、教師と同じグループの
メンバーとして、「これからの社会と、そこで求められる力」
について語り合いながら、自分がすべきことを考えた点に

あります。そこには、未来の社会の主人公である生徒が目
の前にいることで、教師の思考が活性化すること、そして
対話の中で自分の考えを深める楽しさを、教師だけでなく
生徒にも味わってもらうというねらいがありました。実験
性に富んだチャレンジングな研修内容をリポートします。

教師50数人に、生徒会の生徒10数人、合計およそ70人が、
８月の教職員研修に参加しました。
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研修の流れ

各グループ内で自己紹介

行動宣言
「２学期からすべきこと、

したいこと」

グループでの話し合い
「2030年は
どんな社会？」

グループでの話し合い
「未来を生きる力とは」

各グループは、４、５人の教師と１人の生徒、計５、６人で構成されました。

グループはくじ引きで組んでいきました。アイスブレークとして、各グルー

プ内で簡単な自己紹介を行いました。①名前、②今の気持ち、③この夏の

思い出の３項目について、１人１分以内を目安に話しました。

研修を振り返りながら、教師、生徒が「未来を生きる力を育むために、私

が２学期からすべきこと、したいこと」を振り返りシートに記入し、2学期

の行動宣言としてグループ内で共有しました。そして、研修がその場限り

のものにならないように、2学期を迎えたら、各先生が研修で宣言したこ

とに実際に取り組んでいるかどうかについて、研修に参加した生徒が、自

分たちの所属したグループの先生のところに聞きに行くようにしました。

次に、「生徒が第一線で活躍する年代と

なる2030年の社会は、どのようになっ

ているのか」について、20分程度各グ

ループ内で語り合いました。その際、AI

やグローバル化など、普段から話題に

なっているような未来予測にとどまら

ず、想像力を働かせて、自由に発言して

もらえるように、「どうやらこうなりそ

うだ」「せっかくならこうなってほしい」という２つの観点で、未来につい

て語ってもらうようにしました。また、語り合いに先立って、教師と生徒

が年齢や立場にかかわらず、できるだけ自由に意見を述べられるように、「話

し合う時の３つの約束」を説明しました。

2030年の社会についてイメージを広げた後は、「そのような未来を生きる

ためにはどのような力が必要になるのか」について語り合いました。まず、

各グループ内で10分程度語り合ってから、その後、参加者が席を移動して、

新たにグループを作り直して、さらに語り合いを続けました。そして、10

分後、また元のグループに戻って、自分がどんな意見を聞いてきたのかを、

グループのメンバーに紹介しながら、さらにテーマについて語り合いを深

めました。

約
10
分

約
10
分

約
20
分

約
50
分

話し合う時の３つの約束

❶「ひらめき」を大切に
思ったこと、感じたことをそのまま言葉にしましょう！
あなたの何気ないつぶやきが、ほかの誰かの新たな気づ
きにつながっていくかもしれません！

❷「疑問」を大切に
本当に？ なぜ？ ほかには？ など、ほかの人の意見や自分
の考えに対して疑問をぶつけて、さらに考えを深めたり、
広げたりしてみましょう。

❸「沈黙」を大切に
沈黙は新しい発見の３秒前かもしれません。黙っている人
がいても、怠けているのではなく考えているのですから、発
言を急かさず、その人のペースで考えさせてあげましょう。

未来について、2つの観点で自由に語
り合いました
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８
月
の
教
職
員
研
修
に
対
し
て
最
初
は

「
忙
し
い
の
に
ま
た
研
修
か
」
と
、
あ
ま
り

よ
い
印
象
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

だ
、
４
、５
年
ほ
ど
前
、「
私
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
先
生
方
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合

う
研
修
が
あ
り
、
そ
れ
は
と
て
も
楽
し
か
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回

の
研
修
は
い
つ
も
と
違
う
か
も
し
れ
な
い

と
、
少
し
期
待
感
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

教
職
員
研
修
に
生
徒
が
参
加
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
先
生
一
人
ひ
と
り
が
刺
激
と

学
び
を
得
る
と
い
う
意
味
で
、
本
当
に
プ

ラ
ス
に
な
る
の
か
、
私
も
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
、
生
徒
と
未
来
を
語
り
合
う
中

で
、
教
師
と
生
徒
と
い
う
立
場
の
違
い
が
気

に
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
未
来
を
想
像
し
な
が
ら
、
学
ぶ

◎
普
段
、
今
の
こ
と
ば
か
り
が
気
に
な
っ
て
、

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
先
生
と
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と

が
新
鮮
で
し
た
し
、
普
段
あ
ま
り
話
を
す
る
機

会
の
な
い
先
生
方
の
意
見
を
聞
く
の
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
先
生
と
話
す
中
で
、
こ
れ
か
ら

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
大
切
だ
と
分
か

り
、
今
ま
で
話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
先
生
に

も
積
極
的
に
話
し
か
け
る
な
ど
、
自
分
を
変
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
（
１
年
生
・
女
子
）。

◎
研
修
で
は
先
生
方
と
楽
し
く
話
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
こ
と
で
、

自
分
の
考
え
が
深
ま
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
た
気

が
し
ま
す
。
自
分
と
は
違
う
経
験
を
し
て
き
た

人
と
話
す
こ
と
で
、
自
分
の
新
し
い
可
能
性
に

気
づ
け
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
２
学
期
か

ら
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
人
と

話
を
し
て
い
き
た
い
で
す
（
１
年
生
・
女
子
）。

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
言
及
し
、「
私
も
、

こ
れ
か
ら
も
学
び
続
け
て
い
く
よ
」
と
生
徒

に
語
っ
た
時
、
未
来
を
と
も
に
生
き
る
仲
間

と
し
て
語
り
合
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
生
徒
も
先
生
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
だ
ん
だ
ん
話
し
声
が
大
き
く
な
り
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
話
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

研
修
を
終
え
ま
し
た
。
職
員
室
で
も
「
面
白

か
っ
た
ね
」と
話
す
先
生
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

私
自
身
、未
来
に
つ
い
て
先
生
方
や
生
徒

と
話
し
て
い
る
中
で
、や
り
た
い
こ
と
、学

び
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
研
修

の
最
後
に
、２
学
期
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ

と
を
み
ん
な
の
前
で
宣
言
し
ま
し
た
。生
徒

を
交
え
た
研
修
で
し
た
が
、教
師
と
し
て
の

 
研
修
に
参
加
し
た
教
師
の
声

 

研
修
に
参
加
し
た
生
徒
の
声

自
分
を
心
地
よ
く
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。２
学
期
に
な
っ
て
、同
じ
グ

ル
ー
プ
だ
っ
た
生
徒
が「
あ
れ
か
ら
ど
う
で

す
か
」と
様
子
を
聞
き
に
来
て
く
れ
た
時
に
、

「
私
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
よ
」と
話
す
と
、う

れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
も
、決
意
を
共
有
し
た
仲
間
が
得
ら
れ
た

よ
う
な
、温
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り

合
う
よ
う
な
研
修
で
は
、
参
加
者
全
員
で

１
つ
の
結
論
を
共
有
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
つ
の
結
論
に
収
束
し
な
い
研
修

に
、「
た
だ
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
だ
け
で

は
？
」
と
違
和
感
を
持
つ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
は
、
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
語
り
合
う
こ
と
で
、
教
師
と
し

て
大
切
な
こ
と
、
原
点
を
一
人
ひ
と
り
が
確

認
で
き
て
い
た
と
思
う
の
で
す
。

　

教
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
先
輩
先
生

の
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
く
よ
う

な
機
会
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

は
忙
し
さ
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
時
間
が
明
ら

か
に
減
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
生

同
士
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
う
時
間

の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
忙
し
く
て
そ
ん
な
余
裕
は
な
い
」
の
で
は

な
く
、
普
段
余
裕
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
に
と
っ
て
参
加
す
る
価
値
が
あ
る
、
そ
ん

な
研
修
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

多
忙
だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
教
師
に
は

「
原
点
」
に
立
ち
返
る
場
が
必
要

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校
・
高
校

縄
田
美
夏
　

な
わ
た
・
み
か

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
総
務
課
。

縄田先生がグループの教師、生徒に
宣言した内容が書かれたシート

生徒も「先生たちとちゃんと話せるだろうか」と思いな
がら研修に参加しましたが、研修後はみんなが「貴重
な経験ができて楽しかった」と振り返っていました。
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滋賀県立水口東中学校・高校
◎併設型中高一貫校。文部科学省
「スーパーグローバルハイスクール・ア
ソシエイト」校。探究学習や高大連携、
国際交流などの取り組みを通じて、主
体的に学ぶ態度を備え、世界の人 と々
協働して問題解決することのできる人
材の育成を目指す。

設立	 １９７５（昭和 50）年　

形態	 全日制／普通科／共学　

生徒数	 １学年約２４０人
2018年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、東北大、筑波大、横浜
国立大、京都大、大阪大、神戸大、神
戸市外国語大などに57人が合格。私
立大は、慶應義塾大、中央大、早稲
田大、同志社大、立命館大などに延
べ 588人が合格。

URL	 http://www.e-minakuchi-h.
	 shiga-ec.ed.jp/

　

教
務
課
主
任
と
し
て
、
教
職
員
研
修
に
新

し
い
風
を
入
れ
た
い
。
そ
の
風
を
起
こ
す
の

が
、
私
た
ち
教
師
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る

生
徒
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
そ
の
研
修
は
先
生

方
に
と
っ
て
刺
激
的
で
大
き
な
学
び
が
あ

る
場
に
な
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

た
だ
、
先
生
方
の
中
に
は
、「
研
修
に
生

徒
が
参
加
す
る
と
、
自
分
た
ち
は
生
徒
に

対
し
て
『
君
た
ち
は
こ
う
す
べ
き
だ
』
と
、

指
導
に
な
っ
て
し
ま
い
、
教
師
に
と
っ
て
も

生
徒
に
と
っ
て
も
前
向
き
な
学
び
に
な
ら

な
い
の
で
は
」
と
不
安
を
抱
く
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
に
参
加
す
る

生
徒
た
ち
も
、「
先
生
と
ち
ゃ
ん
と
話
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
」と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
生
徒
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め

に
、事
前
に
研
修
の
大
ま
か
な
内
容
を
伝
え
、

対
象
生
徒
の
数
人
に
は
、
前
日
、
短
時
間
で

　

本
県
は
、
普
通
科
高
校
の
通
学
区
域
全
県

一
区
制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
水
口
東
中
学

校
・
高
校
も
地
域
の
期
待
に
応
え
る
学
校
と

し
て
、
魅
力
化
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
宇
野
先
生
が
企
画
し
た

教
職
員
研
修
も
、
学
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

突
破
口
と
し
て
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
は
、

生
徒
と
じ
っ
く
り
話
す
と
い
う
意
味
で
も

す
が
対
話
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
き

ま
し
た
。
実
際
の
語
り
合
い
で
は
、
気
軽
に

話
せ
る
テ
ー
マ
で
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら

う
な
ど
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
を
丁
寧
に
行
い

ま
し
た
。さ
ら
に
、研
修
で
の
気
づ
き
が
個
々

の
変
化
や
変
容
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
、
夏
季
休
業
明
け
の
少
し
落
ち
着
い
た
金

曜
日
を
ね
ら
っ
て
、
生
徒
が
、
同
じ
グ
ル
ー

プ
だ
っ
た
先
生
に
近
況
を
聞
き
に
行
く
よ

う
に
し
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
、
そ
の
よ
う

な
問
い
か
け
が
生
徒
か
ら
あ
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
、

ち
ょ
っ
と
し
た
仕
か
け
や
配
慮
の
積
み
重

ね
で
、研
修
の
質
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、緊
張
気
味
な
生
徒
を
安
心
さ

せ
よ
う
と
、い
つ
も
以
上
の
笑
顔
で
生
徒
に

接
す
る
先
生
方
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
し
、

そ
の
思
い
や
り
は
、
先
生
同
士
の
間
に
温
か

な
空
気
と
し
て
流
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。研
修
後
、先
生
方
か
ら
「
面
白
か
っ

た
」「
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
が
元
気
に
な
れ
る

研
修
を
つ
く
れ
た
の
な
ら
、う
れ
し
い
で
す
。

価
値
が
あ
り
ま
し
た
が
、
教
師
と
い
う
立
場

で
は
な
く
、
未
来
を
生
き
る
１
人
の
社
会
人

と
し
て
考
え
を
語
り
合
う
と
い
っ
た
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
先
生
方
の
様

子
を
見
て
、
先
生
方
が
個
人
と
し
て
の
思
い

を
自
由
に
語
れ
る
場
や
雰
囲
気
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
で
、
教
師
と
し
て
の
潜
在
能
力

を
余
す
と
こ
ろ
な
く
引
き
出
し
、
学
校
総
体

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
を
柔

軟
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
先
生
方
が

保
護
者
、地
域
の
方
々
と
の
対
話
を
通
し
て
、

学
校
と
自
身
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
研
修
を
企
画
し
た
担
当
教
師
の
思
い

 

研
修
を
企
画
し
た
校
長
の
振
り
返
り

ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
と
仕
か
け
で

研
修
は
も
っ
と
よ
い
も
の
に
で
き
る

対
話
を
通
じ
て
改
め
て
分
か
っ
た

先
生
方
の
豊
か
な
潜
在
能
力

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校
・
高
校

宇
野
正
隆
　

う
の
・
ま
さ
た
か

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

12
年
目
。
教
務
課
主
任
。

滋
賀
県
立
水
口
東
中
学
校
・
高
校

校
長岨

中
貴
洋
　
そ
わ
な
か
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
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東
京
都
教
育
委
員
会
（
以
下
、
都
教
委
）

は
、
２
０
１
７
年
度
、
探
究
的
な
学
習
等

を
先
導
す
る
推
進
校
と
し
て
、
東
京
都
立

三
田
高
校
、
同
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
、

同
大
泉
高
校
・
附
属
中
学
校
を
「
知
的
探

究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
」（
事
業
期
間
４

年
間
。
図
１
）
に
指
定
し
た
。
指
導
部
高

等
学
校
教
育
指
導
課
の
佐
藤
聖
一
課
長
は
、

同
事
業
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　
「
本
事
業
は
、
探
究
的
な
学
習
等
を
通
じ

て
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
と
と
も
に
、

仮
説
、
分
析
、
検
証
、
推
論
等
の
物
事
の

本
質
を
見
極
め
る
知
的
探
究
力
や
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
創
造
力
な
ど
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
資
質
・
能
力
を
高
校
段
階
か
ら
育
成

す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
い
目
的
意
識
や
課

題
意
識
を
持
っ
た
大
学
生
や
社
会
人
と
な

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」

　

推
進
校
の
３
校
は
、
前
述
の
資
質
・
能

力
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育
課
程
の
開
発

や
、
学
習
内
容
及
び
方
法
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
都
教
委
で
は
、
推
進
校
の

実
践
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
他

の
都
立
高
校
に
も
周
知
す
る
こ
と
で
、
各

校
が
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
を
展

開
す
る
際
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
ら
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。
周
知
の
方
法
は
、
成

果
発
表
会
の
開
催
や
報
告
書
の
配
布
等
を

予
定
し
て
い
る
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
等
学
校
教
育
指
導
課
長

佐
藤
聖
一
　

さ
と
う
・
せ
い
い
ち

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
主
任
指
導
主

事
、
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

企
画
部
企
画
課
長
等
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

高
校
教
育
改
革
担
当
課
長

小
林
正
人
　

こ
ば
や
し
・
ま
さ
と

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
、
指
導
部

主
任
指
導
主
事
等
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

主
任
指
導
主
事

市
村
裕
子
　

い
ち
む
ら
・
ゆ
う
こ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
等
、
都
立

高
等
学
校
長
を
経
て
、
現
職
。

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
　

主
任
指
導
主
事

鈴
木
宏
治
　

す
ず
き
・
こ
う
じ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
高
等
学
校

教
育
指
導
課
指
導
主
事
等
、
都
立

高
等
学
校
副
校
長
を
経
て
、
現
職
。

推
進
校
が
探
究
学
習
の

教
育
課
程
や
教
育
内
容
を
開
発

特別企画

探
究
学
習
の
推
進

東京都の教育施策を紹介する本

コーナーの第３回は、探究学習の

推進がテーマだ。新学習指導要領

では「理数探究」や「総合的な探

究の時間」などが設けられ、探究

学習が一層重視されている。そこ

で、東京都教育委員会では、探究

学習の知見やノウハウを蓄積する

とともに、それらを広く周知する

ための事業を展開している。

都教委の挑戦
探
究
学
習
の
推
進
校
を
指
定
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

他
の
都
立
高
校
に
普
及
さ
せ
る

教育委員会
の
施策

第 3 回
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事
業
初
年
度
は
準
備
期
間
に
充
て
ら
れ

た
。
各
推
進
校
は
、
他
県
の
先
進
校
の
視

察
な
ど
を
行
い
、
探
究
学
習
に
関
す
る
情

報
を
収
集
・
分
析
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

校
内
で
議
論
を
重
ね
、
自
校
が
育
成
を
目

指
す
生
徒
像
や
、
そ
の
生
徒
像
を
実
現
す

る
た
め
の
各
教
育
活
動
の
関
連
性
を
示
し

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
た
。
探

究
的
な
学
び
と
教
科
の
学
び
を
融
合
さ
せ

た
全
体
計
画
を
立
て
た
上
で
、
18
年
度
か

ら
実
践
に
移
し
て
い
る
。
市
村
裕ゆ

う

子こ

主
任

指
導
主
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
各
校
で
の
実
践
は
１
年
目
で
す
が
、
既

に
様
々
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

３
校
と
も
大
学
院
生
や
大
学
生
を
Ｔ
Ａ

（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て

招
き
、
生
徒
が
探
究
学
習
に
取
り
組
む
際

に
助
言
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ａ

と
の
や
り
取
り
は
、
生
徒
が
課
題
の
本
質

に
気
づ
き
、
考
え
を
深
め
る
た
め
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
記
録
を
書
か
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
最
初
は
箇
条
書
き
の
メ
モ
し
か
取
れ

な
か
っ
た
生
徒
が
、
次
第
に
研
究
テ
ー
マ

を
構
造
化
し
て
図
に
示
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
っ
た
成
果
も
出
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
Ｔ
Ａ
や
ノ
ー
ト
を
よ
り
効
果
的
に
活

用
す
る
た
め
の
更
な
る
手
法
の
構
築
や
成

果
検
証
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

18
年
度
か
ら
は
、「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
（
＊
１
）

研
究
指
定
校
」（
事
業
指
定
２
年
間
）
も

展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
普
通
教
室
に

W
i-Fi

環
境
を
整
備
し
、
生
徒
が
所
有
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
教
育
活
動
に
活
用
す
る
有
効
性
に
つ
い

て
検
証
す
る
事
業
だ
。
指
定
校
に
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
常
駐
さ
せ
、
教
師
や
生
徒

の
機
器
活
用
を
支
援
し
て
い
る
。
指
導
部

高
校
教
育
改
革
担
当
の
小
林
正
人
課
長
は
、

事
業
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
指
定
校
の
７
校
の
う
ち
、
５
校
は
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る
探
究
学
習
の
充
実
や
学
力

向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
２
校
は
基
礎
学

力
の
定
着
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。『
知
的

探
究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
』
の
３
校
も
、

探
究
学
習
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
方
法
を

研
究
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定
校

と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
７
校
の
共
通
目

標
と
し
て
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
掲
げ
て

い
ま
す
」　

　

各
指
定
校
でW

i-Fi

環
境
の
整
備
が
完

了
し
た
の
は
18
年
度
の
夏
季
休
業
中
で
、

実
際
に
活
用
が
始
ま
っ
た
の
は
９
月
か
ら

だ
っ
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
パ
ソ
コ

ン
に
比
べ
て
起
動
に
か
か
る
時
間
が
短
い

た
め
、
生
徒
が
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
半
面
、

画
面
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
生
徒
間
で
大

量
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
行
う
協
働
学

習
に
は
向
か
な
い
と
い
っ
た
、
強
み
や
弱

み
が
分
か
っ
て
き
た
と
い
う
。
鈴
木
宏こ

う

治じ

主
任
指
導
主
事
は
、
今
後
の
展
望
を
こ
う

語
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、
探
究
学
習
の
推
進

に
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
す
。
探
究
学
習

に
も
様
々
な
過
程
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
と
生
徒
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ど
ち
ら
が
使
い
や
す
い
の
か
と

い
っ
た
よ
う
に
、
目
的
や
用
途
に
応
じ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
方
法
を
確
立
す
る
こ

と
で
、
生
徒
が
学
び
を
よ
り
深
め
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

生
徒
所
有
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

探
究
学
習
の
充
実
を
研
究

図１　「知的探究イノベーター推進校」概要 グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

作
成
し
た
上
で
本
格
実
施

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成。

（１）目的　探究的な学習等を行い、生徒一人一人が主体的・協働的に学ぶ力
や、思考力・判断力・表現力を一層高いレベルで身に付けさせる
とともに、物事の本質を見極めようとする力や、よりよい社会を
形成するなどの資質・能力を身に付けさせる。

（２）内容

•思考力・判断力・表現力
•問題発見能力・課題設定能力・問題解決能力
•創造力・コミュニケーション能力
•自らの興味・関心と諸課題を結び付けて主
体的、協働的に学ぶ力

○答えのない現実社会の諸問題に対して、
課題を発見して、追究し、解決する学習

•学習プロセスの中にアクティブ・ラーニングを取り入れた探究的な
学習の推進

○多様な学習機会の設定
•大学や研究機関の研究室
訪問

•海外フィールドワーク等

○教育課程の弾力的な運用
•土曜日や長期休業日を活用

•確かな基礎学力
•高度な語学能力

＊１　Bring Your Own Device の略で、私的デバイスの活用を指す。
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東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校
は
、

２
０
１
０
年
度
の
開
校
以
来
、
探
究
学
習

を
行
う「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
を
教

育
課
程
に
組
み
込
み
、
教
科
指
導
で
も
探

究
型
・
発
表
型
の
授
業
を
重
視
し
て
き
た
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
は
、
前
期

課
程
（
中
学
１
〜
３
年
次
）
で
は
グ
ル
ー

プ
単
位
で
行
う
。
１
・
２
年
次
で
は
、
地
域

や
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
、

情
報
を
収
集
・
整
理
し
な
が
ら
掘
り
下
げ

て
考
え
、
３
年
次
で
は
、
生
徒
自
身
が
よ

り
科
学
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
仮

説
を
検
証
す
る
形
で
探
究
し
て
い
く
。
そ

し
て
、
４
・
５
年
次
（
高
校
１
・
２
年
次
）

で
は
、「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
生
徒
が
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定

し
、４
０
０
０
字
程
度
の
論
文
を
書
く
（
図

２
）。
永
森
比ひ

と

み
人
美
校
長
は
、
探
究
学
習
の

成
果
を
こ
う
語
る
。

　
「
５
年
間
の
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
生
徒

の
中
で
学
問
に
対
す
る
興
味
・
関
心
や
課

題
意
識
が
高
ま
り
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
が
醸

成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
卒
業
生
の
８
割
以

上
が
、
よ
り
深
い
研
究
に
取
り
組
め
る
環

境
を
求
め
て
、研
究
開
発
型
の
大
学（
＊
２
）

に
進
学
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
中
、
17
年
度
、「
知
的
探
究
イ

ノ
ベ
ー
タ
ー
推
進
校
」
に
指
定
さ
れ
た
。

探
究
学
習
を
推
進
す
る
土
台
は
既
に
で
き

て
い
た
た
め
、
指
定
１
年
目
は
、
こ
れ
ま

で
の
教
育
活
動
を
改
め
て
振
り
返
り
、
体

系
化
す
る
機
会
に
あ
て
た
と
、
田た

も母
神が

み

武

浩
副
校
長
は
語
る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
メ

ン
バ
ー
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
発
表
会
や
先
進
校

を
視
察
し
、
探
究
学
習
の
最
新
情
報
を
収

集
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
自
校
の
取
り
組

み
を
客
観
視
し
て
か
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
作
成
に
着
手
し
た
の
は
、
教
育
活
動

の
特
色
化
を
図
る
上
で
有
効
で
し
た
」

　

同
校
は
、育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
「
予

測
不
可
能
な
社
会
に
あ
っ
て
も
新
た
な
価

値
を
創
造
し
、
主
体
性
を
持
っ
て
活
躍
し

続
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
教
育
活
動
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、「
探

究
力
」を
育
む「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」

を
中
心
に
、「
学
力
」
を
育
む
英
語
教
育
や

理
数
教
育
、「
突
破
力
」
を
育
む
キ
ャ
リ
ア

教
育
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
た
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

　
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
」
も
改
め
て

体
系
化
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
推
進

室
主
任
の
青
嶋
康
文
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
は
学
年
を
問
わ
ず
、
生
徒
に

は
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
活
動
で
は
、
自

分
が
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仮

説
を
立
て
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
』

と
話
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
・
２
年

生
に
求
め
ら
れ
る
仮
説
検
証
力
と
、
４
・５

年
生
に
期
待
す
る
仮
説
検
証
力
と
は
、
異

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

藤
田
信
幸
　

ふ
じ
た
・
の
ぶ
ゆ
き

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
主
任
教
諭
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
推
進
室
主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

徳
武
英
人
　

と
く
た
け
・
ひ
で
と

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
主
幹
教
諭
。
進
路
指
導

主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

青
嶋
康
文
　
あ
お
し
ま
・
や
す
ふ
み

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。
主
幹
教
諭
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
推
進
室
主
任
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

◎
教
育
理
念
に
「
人
間
力
の
南
多
摩
│
心
・
知
・
体

の
調
和
│
」
を
掲
げ
る
。
東
京
都
教
育
委
員
会
「
Ｂ

Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定
校
」「
知
的
探
究
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

推
進
校
」「
理
数
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
校
」「
英
語
教
育
推

進
校
」
の
指
定
校
。

◎
設
立　

２
０
１
０
（
平
成
22
）年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
東
京
外
国
語
大
、
東
京
工
業
大
、
東

京
大
、
横
浜
国
立
大
、
首
都
大
学
東
京
な
ど
に
49
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
０
０
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

http://w
w
w
.m
inam

itam
achuto-e.

m
etro.tokyo.jp/site/zen/

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

副
校
長

岡
田
貴
夫
　

お
か
だ
・
き
み
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

校
長永森

比
人
美
　
な
が
も
り
・
ひ
と
み

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

副
校
長

田
母
神
武
浩
た
も
が
み
・
た
け
ひ
ろ

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

自
校
の
取
り
組
み
を
客
観
視
し
た

上
で
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

東
京
都
立
南
多
摩
中
等
教
育
学
校

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
の
振
り
返
り
を

基
に
体
系
化
を
図
り
、
生
徒
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
効
果
的
な
探
究
学
習
に
深
化

学校現場
の
実践

探
究
学
習
で
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
学
年
単
位
で
整
理

＊２　文部科学省の科学研究費配分の上位機関、スーパーグローバル大学、外部評価機関の評価の高い大学、世界の大学ランキングへのランクイン大学のいずれか。
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な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
活
動
』
を
通
じ
て
育
成
し
た
い
資
質
・

能
力
を
洗
い
出
し
、
学
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
す
か
を
整
理
し
、
図
に

示
し
ま
し
た
（
図
２
）。
学
年
の
到
達
目
標

が
明
確
に
な
り
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ

が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
に
事
業
が
本
格
実
施
と
な
っ
て

か
ら
は
、
大
学
院
生
や
大
学
生
を
Ｔ
Ａ
と

し
て
招
い
た
こ
と
が
生
徒
の
探
究
学
習
の

質
を
高
め
る
上
で
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

と
い
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
推
進
室
主

任
の
藤
田
信
幸
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
前
期
課
程
で
は
、
学
年
末
に
生
徒
が

研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
１
・
２
年
生
は
、
３
年
生
が
科
学
的
検

証
作
業
を
重
ね
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
を
見
て
、

『
す
ご
い
な
。
自
分
た
ち
も
あ
あ
な
り
た
い

な
』
と
刺
激
を
受
け
る
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
、
そ
う
し
た
生
徒
同
士
の

学
び
合
い
を
重
視
し
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
、
後
期
課
程
の

４
・
５
年
生
と
Ｔ
Ａ
の
間
で
も
起
き
て
い

る
。
４
・５
年
次
の
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
１
ク
ラ
ス
十
数
人
の

各
ゼ
ミ
に
Ｔ
Ａ
が
配
置
さ
れ
る
。
彼
ら
の

ち
ょ
っ
と
し
た
助
言
が
、
生
徒
が
探
究
学

習
を
進
め
る
上
で
の
気
づ
き
に
な
る
こ
と

が
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
が
自
身
の

大
学
で
の
研
究
に
つ
い
て
話
す
こ
と
も
よ

く
あ
り
、「
自
分
も
も
っ
と
深
い
研
究
が
し

た
い
」
と
い
う
生
徒
の
意
欲
の
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

18
年
度
か
ら
は
「
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
研
究
指
定

校
」
の
指
定
も
受
け
、W

i-Fi

環
境
が
整

備
さ
れ
た
。
岡
田
貴き

み

夫お

副
校
長
は
、
生
徒

所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
教
育
活
動
に

使
え
る
こ
と
は
、
探
究
学
習
の
深
ま
り
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
語
る
。

　
「
教
室
で
、
い
つ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
た
め
、
Ｔ
Ａ
が
校
内
に
い

な
い
時
で
も
、
Ｔ
Ａ
に
研
究
内
容
に
つ
い

て
指
導
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、『Classi

』（
＊

３
）
を
活
用
し
、生
徒
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

問
題
集
や
ｗ
ｅ
ｂ
テ
ス
ト
に
も
取
り
組
ま

せ
て
い
ま
す
」

　

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
に
よ
っ
て
、
探
究
学
習
の
振

り
返
り
も
効
率
的
・
効
果
的
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
、
進
路
指
導
主
任
の
徳と

く
た
け武

英
人
先
生
は
語
る
。

　
「
ゼ
ミ
の
後
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
、
そ
の
日
の
活
動
内
容
や
気
づ
き
、
課

題
な
ど
を
記
録
さ
せ
る
際
も
、
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
時
間
を
空
け
ず
に
す
ぐ

に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
々
の

活
動
記
録
が
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄

積
さ
れ
、
生
徒
が
そ
れ
を
読
み
返
す
こ
と

で
、
自
分
の
学
習
の
過
程
や
ど
こ
ま
で
成

長
で
き
た
か
を
認
知
し
、
さ
ら
な
る
成
長

に
向
け
て
主
体
的
に
学
び
に
向
か
え
る
力

が
高
ま
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

今
後
は
、
そ
う
し
た
教
育
活
動
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
探
究
学
習
の
推
進
に
関
す
る

様
々
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
校
に
発
信

す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

自
分
の
端
末
を
使
え
る
こ
と
で

振
り
返
り
が
よ
り
効
果
的
に

図２　「フィールドワーク活動」の内容と育む資質・能力

＊学校資料を基に編集部で作成。

■評価する力

■発信する力
■論理的に思考する力
■情報を収集・整理・分析する力
■課題を設定する力

■協働できる力
■主体的な態度

都教委の挑戦

フィールドに出る

班員で協力し
補完し合う

班員で協議する
共同で

検証作業をする
ゼミを運営する

外部の研究者との
連絡に挑む

目を向ける
興味関心を寄せる 課題意識を持つ

問いと仮説を
立てる

仮説を新たな
知見として
一般化する

収集してまとめる

多くの視点から
収集し整理する

分析し知識と
意見を持つ

分解、統合、再構築等、
自在に情報を加工し、
議論できるまでにする

体系化した知識
として格納する

口頭発表する

ポスターを用いた
口頭発表する

プレゼンテーション
する

科学的検証の
方法を知る

ポスターセッション
する

仮説を立てて
検証する

学術論文に著す

立証する

ゼミで
相互評価する

研究を自己評価し
次の課題に繋げる

何ができるように
なったか自己評価する

何ができるように
なったか自己評価する

何ができるように
なったか自己評価する

自ら調整する
自分たちで
確かめる

ひとりで挑む 社会に関わる

１年　地域調査 ２年　モノ語り ３年　科学的検証 ４～５年　ライフワークプロジェクト

グループで多摩地域
の事物について現地
調査し、アピールす
る。

グループで都内に作
られるモノを６つの
視点から検証し、報
告する。

グループで科学的検
証法に挑み、結果を
プレゼンテーション
する。

個々に問いを立て仮説を立てて検証する。
４年の末に中間報告としてポスターセッショ
ンをし、５年の末には学術論文の形態で発
表する。

〈探究力〉
新たな知見を発見・発表する基礎力

探究学習の成果を発
表する姿も堂々として
いた。

〈本校で培う創造力〉

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
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２
０
１
９
年
度
に
新
設
さ
れ
る
「
専
門

職
大
学
」「
専
門
職
短
期
大
学
」（
以
下
、

専
門
職
大
学
等
）
で
は
、
今
後
の
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
も
の
づ
く
り
や

サ
ー
ビ
ス
開
発
な
ど
の
担
い
手
と
し
て
、

「
豊
か
な
創
造
力
」「
高
度
な
実
践
力
」
を

備
え
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ま
ず
、
専

門
職
大
学
等
が
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
教
育
内
容
な
ど
を
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総

合
研
究
所
の
佐
藤
昭
宏
研
究
員
が
解
説（
図

１
）。

　

次
に
、
駿
台
予
備
学
校
講
師
・
竹
岡
塾

主
宰
の
竹
岡
広
信
氏
に
よ
る
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
竹
岡
氏
は
、
自
身
が
教
師
と

し
て
向
き
合
っ
て
き
た
高
校
生
や
大
学
生

の
姿
を
具
体
的
に
振
り
返
り
な
が
ら
、「
誰

も
が
少
し
の
き
っ
か
け
で
や
る
気
を
起
こ

し
、
関
心
の
あ
る
こ
と
に
打
ち
込
む
よ
う

に
な
る
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
専
門
職

大
学
等
に
は
、
教
科
学
力
だ
け
で
は
な
く
、

大
学
生
の
多
様
な
「
得
意
」
を
生
か
し
、

発
展
さ
せ
、
世
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
育

て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
、
20
年
度
に
開
学
予
定
の
東
京

専
門
職
大
学
と
ｉア

イ

専
門
職
大
学
の
事
例
紹

介
が
あ
り
、
最
後
に
「
専
門
職
大
学
に
期

待
さ
れ
る
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。　

プログラム

専門職大学シンポジウム「次代のプロフェッショナルを育む大学へ
─55年ぶりの新制度『専門職大学』とは─」開催

様々な分野を深く、実践的に学び、
未来を創造するアイデアを育む

理論・実践両面から専門性の高い職業教育を行う高等教育機関として、
２０１９年度に「専門職大学」「専門職短期大学」が創設される。

新たな高等教育機関の発足は、短期大学以来、５５年ぶりのことだ。
１８年１１月、２０年度開学予定の専門職大学２校の教職員や教育研究者らが集まり、

専門職大学等の意義や教育課程における特色、育成を目指す人材像などについて議論する
シンポジウムが東京で開催された。その概要をリポートする。

学
生
の
多
様
な
「
得
意
」を

生
か
し
た
人
材
育
成
へ
の
期
待

◎専門職大学の概要説明
ベネッセ教育総合研究所　佐藤昭宏研究員

◎基調講演
「生徒を夢に導く～プロフェッショナルを育てる～」
駿台予備学校講師・竹岡塾主宰　竹岡広信氏

◎専門職大学の事例紹介

•事例１　東京専門職大学（仮称・設置認可申請中）
学校法人敬心学園　小林光俊理事長
東京専門職大学開設準備室　宮田雅之事務局長
•事例２　ｉ専門職大学（仮称・設置認可申請中）
ｉ専門職大学　中村伊

い

知
ち

哉
や

学長（就任予定）

◎パネルディスカッション
「専門職大学に期待される人材育成」
•パネリスト
東京専門職大学　陶

す

山
やま

哲夫学長（就任予定）
ｉ専門職大学　中村伊知哉学長（就任予定）
駿台予備学校講師・竹岡塾主宰　竹岡広信氏
ベネッセ教育総合研究所　佐藤昭宏研究員

•コーディネーター
朝日新聞出版「大学ランキング」　杉澤誠

せい

記
き

編集長

主催：学校法人敬心学園（東京専門職大学〈仮称〉）／学校
法人電子学園（ｉ専門職大学〈仮称〉）

後援：朝日新聞社メディアビジネス局／ベネッセコーポレー
ション
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東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
）
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
に
お
け
る
専
門
職
人

材
の
育
成
を
目
指
し
、
１
学
部
２
学
科
で

発
足
す
る
予
定
だ
。
医
療
福
祉
学
部
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
理
学
療
法

士
や
作
業
療
法
士
の
志
望
者
、
同
学
部
福

祉
介
護
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
介

護
福
祉
士
の
志
望
者
を
迎
え
る
。
各
学
科

で
は
、
実
務
家
教
員
に
よ
る
授
業
や
実
習

な
ど
を
通
し
て
、
各
国
家
資
格
の
取
得
に

向
け
た
学
び
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に（
図

２
）、
専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
活
用
し
、

新
た
な
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
り
出
せ
る

よ
う
、
専
門
分
野
に
関
連
し
た
多
様
な
分

野
か
ら
成
る
「
展
開
科
目
」（
＊
１
）
に
も

力
を
入
れ
る
。
そ
の
中
心
が
、
財
務
会
計

や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
経
営

分
野
で
あ
り
、
ど
の
学
科
で
も
履
修
可
能

に
す
る
と
い
う
。
同
大
学
開
設
準
備
室
の

宮
田
雅
之
事
務
局
長
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
を
育
成
す
る
重
要
性
を
こ
う
語
っ
た
。

　
「
高
齢
化
に
よ
り
、
支
援
が
必
要
な
人

が
増
え
る
中
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
経
営
を
担
う
こ
と
が
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
を
求
め
る
声
は
強
く
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
は
最
重
要
課
題
で

す
。
ま
た
、
高
齢
化
は
、
日
本
だ
け
で
は

な
く
、
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
っ
た

ア
ジ
ア
各
国
で
も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
本
学
の
卒
業
生

に
は
、
海
外
で
の
業
務
も
視
野
に
入
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
は
、
多
様
な
人
々
と
協

働
す
る
た
め
に
も
非
常
に
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
社
会
人
の
学
び
直
し
に
も
応
じ
ら
れ

る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に

は
夜
間
コ
ー
ス
も
設
置
す
る
。
同
大
学
を

運
営
す
る
学
校
法
人
敬
心
学
園
の
小
林
光

俊
理
事
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
日
本
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
に
比
べ
て
、
社
会
人
が
仕
事
を
続
け

な
が
ら
専
門
性
の
高
い
職
業
教
育
を
受
け

る
環
境
の
整
備
に
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。『
学
士
（
専
門
職
）』
と
い
う
国
際
通

用
性
の
あ
る
学
位
を
卒
業
生
に
授
与
す
る

専
門
職
大
学
等
が
社
会
人
の
学
び
直
し
の

場
と
な
れ
ば
、
日
本
の
職
業
教
育
の
評
価

を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、『
今
の
自
分
を
変
え
た
い
』
と
い
う

思
い
は
、
成
長
の
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
思
い
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
教

育
の
原
点
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

◎概要　専門職人材の育成を目的とする高等教育機関。４年制の
「専門職大学」、２年制または３年制の「専門職短期大学」がある。
◎設立の背景　科学技術の発展やグローバル化の進展に伴い、
産業構造や就業構造が急激に変化する中、生産性の向上を図る
ためには、専門的な知識・技能によって新たなモノやサービス、
価値の創造を担う人材の育成が急務となっている。また、大学を
始めとする高等教育機関への進学率が向上し、多様化する学生
の資質やニーズに応じた高等教育機関の創設が求められていた。
◎育成を目指す資質・能力　「豊かな創造力」＋「高度な実践力」
◎教育の特色
①実務家教員の積極的な登用　専任教員数の４割以上を実務家

教員とし、その半数は研究能力を有する者とする。
②教育課程　産業界などと連携した教育課程を編成し、専門職
を担うための実践的な能力や、当該職業の分野で創造的な役割
を担うための応用的な能力の育成に力を入れる。
③実習　４年制では、４０単位以上を卒業要件として設定し、原
則としてその半数以上を企業などでの臨地実務実習とする。
④学位の認定　課程修了者には、文部科学大臣が認定する「学
士（専門職）」「短期大学士（専門職）」の学位が授与される。
⑤少人数制教育　原則として、同時に授業を行う学生数は４０人
以下とする。

図１ 専門職大学等の概要

図２ 東京専門職大学（仮称）医療福祉学部のカリキュラム（抜粋）

＊同大学の資料を基に編集部で作成。

＊文部科学省の資料を基に編集部で作成。

科目 内容

基礎科目（２０単位） 地域福祉、リーダーシップ、国際協力、心理学　など

職業専門科目
（８０単位）

◎リハビリテーション学科
　•理学療法専攻：実習990時間など　
　•作業療法専攻：実習1，170時間など
◎福祉介護イノベーション学科　インターンシップなど

展開科目
（２０単位）

経営分野 経営戦略、財務会計、人材マネジメント　など

隣接他分野 美容ケア、ユニバーサルツーリズム、支援システム工学　など

総合科目（４単位） 卒業研究

※当設置計画は予定であり、変更の可能性あり。

東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
・
設
置
認
可
申
請
中
）

専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
活
用
で
き
る
よ
う
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
を
重
視

事
例
紹
介
1

＊１　専門職大学等の授業科目の１つ。「専攻に係る特定の職業の分野に関連する分野における応用的な能力であって、当該職業の分野において創造的な役割を果たすため
に必要なものを育成するための授業科目」。授業科目には、ほかに「基礎科目」「職業専門科目」「総合科目」がある。
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ｉ
専
門
職
大
学
で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
力
」「
英

語
力
」「
ビ
ジ
ネ
ス
力
」
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

３
つ
の
力
を
融
合
さ
せ
て
創
造
力
を
発
揮

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

大
学
名
に
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
頭
文
字
を
用
い
、

「『
Ｉ
（
私
）』
の
大
学
」「
主
体
的
に
私
が

変
革
す
る
大
学
」
と
い
う
意
味
も
込
め
た

と
い
う
。
学
生
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い

て
も
学
べ
る
よ
う
、
知
識
の
習
得
は
基
本

的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
（
図
３
）、
予

習
・
復
習
の
た
め
の
教
材
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
配
信
す
る
。
一
方
、
国
内
外
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
企
業
と
連
携
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
２
）
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、

学
生
が
社
会
で
実
際
に
起
き
て
い
る
課
題

と
向
き
合
う
場
を
積
極
的
に
設
け
た
い
と
、

中
村
伊い

知ち

哉や

学
長（
就
任
予
定
）は
語
っ
た
。

　
「
科
学
技
術
の
発
展
は
飛
躍
的
で
あ
り
、

今
後
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
不

可
欠
に
な
る
で
し
ょ
う
。
機
械
に
代
替
さ

れ
る
職
業
も
出
て
く
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
し
、
今
ま
で
に
な
い

価
値
や
文
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
を
創
造
で

き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
生
が
最
先

端
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術

を
学
ん
だ
り
、
多
様
な
人
た
ち
と
協
働
し

た
り
で
き
る
よ
う
、（
世
界
各
国
の
）
実
務

家
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
実
務
経
験
の
あ
る
教
員
の

割
合
を
８
割
に
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
」

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
的
な
学
習
を
充
実
さ

せ
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。
例
え

ば
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
全
学
生
が
４

年
間
で
６
４
０
時
間
以
上
行
え
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、「
ビ

ジ
ネ
ス
実
践
科
目
」
の
一
環
と
し
て
、
大

学
が
資
金
を
集
め
、
学
生
の
起
業
を
促
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
起
業
は
、
講
義
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
で
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
社
会
で
活

用
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
う
ま

く
い
か
な
く
て
も
、
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
中
で
、
学
生
は

様
々
な
気
づ
き
を
得
ら
れ
ま
す
。
本
学
で

は
、
そ
う
し
た
『
失
敗
か
ら
学
ぶ
』
経
験

を
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
結

果
を
恐
れ
ず
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ

う
と
す
る
学
生
を
歓
迎
し
ま
す
」

杉
澤　

既
存
の
大
学
や
専
門
学
校
と
比
べ

て
、
専
門
職
大
学
等
の
特
色
は
ど
こ
に
あ

る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

専
門
職
大
学
等
の
強
み
は
、
専
門

分
野
を
深
く
、
体
系
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、

学
ん
だ
知
識
・
技
能
を
応
用
・
実
践
で
き

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

た
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
学
術

的
な
研
究
と
実
践
的
な
知
識
・
技
能
の
両

方
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

陶す

山や
ま　

日
本
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
齢

図３ ｉ専門職大学（仮称）の特色（抜粋）

ｉ
専
門
職
大
学
（
仮
称
・
設
置
認
可
申
請
中
）

新
し
い
価
値
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
に
向
け
、

「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」
教
育
を
推
進

事
例
紹
介
2

◎ＩＣＴ教育の段階的な推進　プログラミ
ングやネットワークの設計、ビッグデータを
用いた分析、ＡＩの設計・活用と、基礎から
応用まで段階的にＩＣＴ教育を推進。また、
知識の習得は基本的にオンラインで行う。

◎国際性の強化　英語教育に力を入れ、
海外からの留学生も積極的に受け入れる。

◎国内外からの幅広い人材登用　学生が
実践的なビジネススキルを習得できるよう、
地域や海外のＩＣＴ企業の社員や起業家を
教員として招く。最終的には、全教員の８
割が実務家になるよう計画している。

◎「企業で学ぶ」の重視　ビジネスを実践
的に学べるよう、全学生が国内外の企業で
640時間以上のインターンシップを行う。

◎全学生に起業を促す　「うまくいかない
中で試行錯誤し、解決を図る」という経験
を積めるよう、大学が資金を集め、学生に
起業を促すプロジェクトを行う予定。

◎学生同士の協働の重視　大学のキャンパ
スや教室は、学生同士が協働し、講義で
身につけた知識・技能をものづくりなどに
活用する場とする。

＊同大学の資料を基に編集部で作成。

＊２　「Project Based Learning」もしくは　「Problem Based Learning」の略称。課題解決型学習。

急
激
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、新
た
な

課
題
を
解
決
す
る
創
造
性
を
い
か
に
育
む
か

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

様
々
な
分
野
の
知
識
・
技
能
を

総
合
し
、創
造
に
つ
な
げ
る
場
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化
社
会
を
迎
え
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

現
場
で
働
く
人
た
ち
に
は
、
新
し
い
事
業

や
サ
ー
ビ
ス
を
発
案
し
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

支
援
に
取
り
入
れ
た
り
す
る
必
要
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
援
者
に
は
専

門
分
野
以
外
の
知
識
・
技
能
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
職
大

学
等
で
は
「
展
開
科
目
」
を
中
心
に
、
専

門
分
野
と
関
連
す
る
様
々
な
知
識
・
技
能

を
学
べ
ま
す
。
本
学
の「
展
開
科
目
」に
は
、

経
営
分
野
を
始
め
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
外
出
を
楽
し
め
る
よ
う
支
援
す
る
方
法

を
学
ぶ
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」、

福
祉
機
器
な
ど
の
開
発
・
実
用
化
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
「
支
援
シ
ス
テ
ム
工
学
」

な
ど
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
専
門
分
野

と
幅
広
い
分
野
の
知
識
・
技
能
を
総
合
す

る
こ
と
で
、専
門
職
大
学
等
が
目
指
す
「
豊

か
な
創
造
力
」「
高
度
な
実
践
力
」
の
育
成

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

本
学
で
は
、
国
際
性
の
強
化
に
も

力
を
入
れ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
英

語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
行
う
授
業
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
も
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
将
来
的
に
は
定
員
の
半

数
を
留
学
生
に
し
よ
う
と
計
画
中
で
す
。

陶
山　

本
学
で
も
、
留
学
生
の
受
け
入
れ

を
推
進
す
る
予
定
で
す
。
専
門
職
大
学
等

で
学
ん
だ
留
学
生
は
、
自
国
へ
帰
っ
て
専

門
職
に
就
き
、
自
国
の
発
展
を
担
う
人
材

に
な
る
で
し
ょ
う
。
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、

日
本
と
同
じ
よ
う
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
学
に
は
、
そ
う
し
た
各
国
を
支
え
る
専

門
職
人
材
を
送
り
出
し
、
国
際
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

竹
岡　

日
本
に
は
、
言
葉
で
明
確
に
表
さ

ず
、
以
心
伝
心
を
大
切
に
す
る
と
い
う
文

化
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
海
外
の
多

様
な
人
々
と
と
も
に
学
ん
だ
り
、
協
働
し

た
り
す
る
中
で
は
、
そ
う
し
た
文
化
は
通

用
し
ま
せ
ん
。
国
際
社
会
で
の
活
躍
を
目

指
す
専
門
職
人
材
に
は
、
き
ち
ん
と
根
拠

を
示
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で

述
べ
る
力
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

杉
澤　

専
門
職
大
学
等
に
は
、
新
た
な
モ

ノ
や
価
値
を
創
り
出
す
人
材
の
育
成
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
創
造
性
の
涵
養
に
は
、

何
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

中
村　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
十

数
年
間
で
、
社
会
や
産
業
構
造
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
情
報
通
信
や
科
学
技
術

は
さ
ら
な
る
進
歩
を
続
け
て
い
る
た
め
、

今
後
の
社
会
は
さ
ら
に
急
激
に
変
化
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
変
化
を
楽
し

み
、
立
ち
向
か
っ
て
い
く
意
欲
が
、
創
造

性
を
生
む
源
泉
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

竹
岡　

何
か
を
創
造
す
る
た
め
に
は
、
粘

り
強
さ
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
失
敗
が
続
い

て
も
、
好
き
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
諦
め
ず

に
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
分
野
を
好
き
に
な
る
こ
と
が
、
創
造

性
を
育
む
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
、
専
門
職
大
学
等
に
は
、
学
生

の
「
好
き
」
を
さ
ら
に
伸
ば
せ
る
よ
う
、授

業
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　

高
校
ま
で
の
教
科
学
習
に
興
味
を

持
て
な
く
て
も
、
具
体
的
な
職
業
や
社
会

課
題
と
関
連
性
の
高
い
教
育
を
通
じ
て
、

学
ぶ
意
欲
を
回
復
さ
せ
、
著
し
い
成
果
を

上
げ
る
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
専

門
分
野
を
深
く
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
学
ん

だ
知
識
・
技
能
を
応
用
し
て
解
決
に
挑
む

実
践
も
行
う
専
門
職
大
学
等
で
、
創
造
性

は
自
ず
と
育
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し

た
環
境
は
、
今
後
の
学
生
に
と
っ
て
魅
力

的
な
進
路
の
１
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所　

研
究
員

佐
藤
昭
宏
　

さ
と
う
・
あ
き
ひ
ろ

パ
ネ
リ
ス
ト

駿
台
予
備
学
校
講
師
・

竹
岡
塾
主
宰

竹
岡
広
信

た
け
お
か
・
ひ
ろ
の
ぶ

パ
ネ
リ
ス
ト

ｉ
専
門
職
大
学
（
仮
称
）

学
長（
就
任
予
定
）

中
村
伊
知
哉
　

な
か
む
ら
・
い
ち
や

パ
ネ
リ
ス
ト

東
京
専
門
職
大
学
（
仮
称
）

学
長（
就
任
予
定
）

陶
山
哲
夫
　

す
や
ま
・
て
つ
お

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

朝
日
新
聞
出
版

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
編
集
長

杉
澤
誠
記
　

す
ぎ
さ
わ
・
せ
い
き

専門職大学シンポジウム「次代のプロフェッショナルを育む大学へ─５５年ぶりの新制度『専門職大学』とは─」開催

「
好
き
」
が
粘
り
強
さ
を
生
み
、

創
造
性
を
豊
か
に
し
て
い
く
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国
が
推
進
す
る
「
人
づ
く
り
革
命
」
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
「
高
等
教
育
無
償

化
」
は
、
２
０
１
８
年
12
月
、「
高
等
教
育

無
償
化
の
制
度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
」

（
関
係
閣
僚
合
意
）
に
お
い
て
そ
の
具
体
策

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
19
年
通
常
国
会
で
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
20
年
４
月
に
制
度
開

始
と
な
る
見
通
し
だ
。
19
年
10
月
か
ら
実

施
予
定
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
増

収
分
を
財
源
と
し
、
関
係
閣
僚
合
意
で
は
、

高
等
教
育
無
償
化
分
と
し
て
７
６
０
０
億

円
の
予
算
規
模
が
想
定
さ
れ
た
。
20
年
度

入
学
者
だ
け
で
な
く
、
20
年
度
時
点
で
の

在
学
生
も
、
要
件
に
合
え
ば
支
援
の
対
象

と
な
る
。

　

17
年
度
に
始
ま
っ
た
現
行
の
給
付
型
奨

学
金
制
度
で
は
、
高
校
ご
と
に
推
薦
枠
が

割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
新
制
度
で
は
、

所
得
要
件
を
満
た
し
、か
つ
進
学
意
欲
が
認

め
ら
れ
れ
ば
、
高
校
で
の
成
績
に
か
か
わ

ら
ず
支
援
対
象
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
文

部
科
学
省
高
等
教
育
局
の
滝
波
泰
主
任
大

学
改
革
官
は
、
新
制
度
の
目
的
を
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　
「
経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の
子
ど
も
ほ
ど

大
学
等
へ
の
進
学
率
が
低
く
、
最
終
学
歴

に
よ
っ
て
平
均
賃
金
に
差
が
出
て
い
ま
す
。

日
本
の
教
育
費
は
国
際
的
に
見
て
家
計
負

担
の
割
合
が
高
く
、
そ
れ
が
少
子
化
の
一

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
格
差
の
固
定
化

を
防
ぎ
、
か
つ
少
子
化
対
策
に
資
す
る
よ

う
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
高

等
教
育
機
関
へ
進
学
で
き
る
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
本
制
度
の
目
的
で
す
」

　

新
制
度
案
は
、
入
学
金
や
授
業
料
を
減

免
す
る「
授
業
料
等
減
免
」と
修
学
に
必
要

な
費
用
を
支
給
す
る「
給
付
型
奨
学
金
」の

２
本
柱
で
、
対
象
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、専
門
学
校
に
通
う
非
課
税

世
帯
の
学
生
を
想
定
し
て
い
る（
図
１
上
）。

　

非
課
税
世
帯
の
目
安
は
、
両
親
と
本
人
・

中
学
生
の
４
人
家
族
で
年
収
２
７
０
万
円

未
満
と
な
る
予
定
だ
。
支
援
の
谷
間
が
生

じ
な
い
よ
う
年
収
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と

と
し
、
年
収
２
７
０
〜
３
０
０
万
円
未
満

の
世
帯
は
非
課
税
世
帯
の
額
の
３
分
の
２
、

年
収
３
０
０
〜
３
８
０
万
円
未
満
の
世
帯

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
主
任
大

学
改
革
官

滝
波
　

泰
　

た
き
な
み
・
や
す
し

初
等
中
等
教
育
局
高
校
修
学
支
援
室

長
、同
局
主
任
視
学
官
等
を
経
て
、現
職
。

2020年４月実施に向け、新たな奨学金の制度化が大詰め

「高等教育無償化」で広がる
学びの可能性
2019 年通常国会で法案が成立すれば、

2020年４月、低所得世帯を対象とした高等教育無償化がスタートする見通しだ。
新制度は、授業料等減免と給付型奨学金の２本柱で、所得要件を満たし、

かつ進学意欲が認められれば、高校での成績にかかわらず支援を受けられるのが特徴だ。
対象は、大学（学部）・短大・高等専門学校・専門学校のすべての高等教育機関となる。

新制度のねらいと内容、対象となる学生・大学の要件について、
文部科学省高等教育局の滝波泰主任大学改革官に聞いた。

高
校
で
の
成
績
に
か
か
わ
ら
ず

所
得
要
件
と
進
学
意
欲
で
審
査

入
学
金
・
授
業
料
減
免
と

給
付
型
奨
学
金
の
２
本
柱
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は
３
分
の
１
が
減
免
・
給
付
さ
れ
る
（
図

２
）。
給
付
型
奨
学
金
は
、
学
生
が
学
業
に

専
念
し
て
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要

な
生
活
費
を
賄
え
る
額
を
措
置
。
現
行
制

度
を
大
幅
に
上
回
る
額
と
な
る
予
定
で
、自

宅
通
学
か
自
宅
外
通
学
か
に
よ
っ
て
異
な

る
（
図
１
下
）。
な
お
、
支
援
対
象
と
な
る

学
生
に
は
、
授
業
料
等
減
免
と
給
付
型
奨

学
金
の
ど
ち
ら
も
適
用
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　

学
生
の
進
学
意
欲
を
重
視
す
る
点
も
、

新
制
度
案
の
特
徴
だ
。
高
校
が
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
や
面
談
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
進
学

へ
の
強
い
意
欲
や
明
確
な
目
的
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
に
報
告
す
る
。

　

進
学
後
も
、
学
習
状
況
の
要
件
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
、
支
援
を
打
ち
切
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
①
１
年

間
の
単
位
数
が
標
準
的
な
修
得
単
位
数
の

６
割
以
下
、②
成
績
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
〈
＊
１
〉
等
）

が
所
属
学
部
等
の
下
位
４
分
の
１
に
該
当
、

③
１
年
間
の
出
席
率
が
８
割
以
下
な
ど
、

学
習
意
欲
が
低
い
と
大
学
等
が
判
断
し
た

場
合
だ
。
そ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
大

学
か
ら「
警
告
」を
連
続
で
受
け
た
場
合
は
、

支
援
が
打
ち
切
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
斟し

ん

酌し
ゃ
くす
べ
き
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ

る
場
合
は
、
特
例
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

た
だ
、
成
績
次
第
で
打
ち
切
り
も
あ
り
得

ま
す
か
ら
、
安
易
な
利
用
は
控
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
」（
滝
波
主
任
大
学
改
革
官
）

　

警
告
や
支
援
の
打
ち
切
り
は
、
大
学
等

の
責
任
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
、

支
援
を
打
ち
切
ら
れ
た
学
生
が
中
退
す
る

と
大
学
の
収
入
が
減
る
た
め
、
適
正
な
判

断
が
な
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う

し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
、
支
援
を
打
ち
切

ら
れ
た
学
生
の
数
や
理
由
の
公
表
を
、
大

学
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
と
な
る
大
学
等
の
要
件
は
、
学
問

追
究
と
実
践

的
教
育
の
バ

ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
る
こ

と
だ
。
具
体

的
に
は
、
実

務
経
験
の
あ

る
教
員
に
よ

る
授
業
科
目

が
標
準
単
位

数
の
１
割
以

上
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と

（
多
様
な
企
業
か
ら
講
師
を
招
い
た
授
業
を

実
施
、
正
課
と
し
て
学
外
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
や
実
習
を
実
施
な
ど
）、
シ
ラ
バ

ス
の
作
成
や
評
価
の
客
観
的
指
標
を
設
定

し
、
適
正
な
成
績
管
理
を
実
施
・
公
表
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
経
営
に
問
題
が
あ
っ
て
経
営
指

導
の
対
象
と
な
り
、
か
つ
学
生
数
が
継
続

的
に
定
員
の
８
割
を
切
っ
て
い
る
大
学
は
、

対
象
と
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
19
年
初
頭
に
支

援
措
置
の
対
象
と
な
る
大
学
の
要
件
に
つ

い
て
具
体
的
な
内
容
を
公
表
し
、
夏
前
に

大
学
の
申
請
受
け
付
け
を
開
始
す
る
。
高

校
３
年
生
の
進
路
決
定
に
配
慮
し
て
、
夏

の
う
ち
に
対
象
大
学
を
公
表
す
る
予
定
だ
。

　
「
本
制
度
が
整
え
ば
、
経
済
的
な
事
情

で
進
学
を
断
念
し
て
い
た
生
徒
に
学
び
の

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
ま
す
。
自
分
が
高
等

教
育
の
場
で
何
を
学
び
、
卒
業
後
に
ど
の

よ
う
な
道
に
進
み
た
い
の
か
。
明
確
な
進

路
意
識
を
持
っ
て
、本
制
度
を
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、高
校
の
先
生
に

は
、
ど
の
よ
う
な
道
に
進
め
ば
生
徒
の
力

が
花
開
く
の
か
を
、
生
徒
や
保
護
者
と
対

話
を
重
ね
て
一
緒
に
考
え
、
生
徒
に
寄
り

添
っ
た
進
路
指
導
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」（
滝
波
主
任
大
学

改
革
官
）

図２ 減免額・給付額（上限）の考え方

給付型奨学金

２／３

1／３授業料等減免
２／３

1／３

約 270万円
（非課税）

非課税世帯の額

非課税世帯の
額の２／３

非課税世帯の
額の1／３

約300万円 約380万円年収目安

◎授業料等の減免の上限額（年額、住民税非課税世帯）
国公立 私立

入学金 授業料 入学金 授業料

大学 約28万円 約54万円 約26万円 約70万円

短期大学 約17万円 約39万円 約25万円 約62万円

高等専門学校 約8万円 約23万円 約13万円 約70万円

専門学校 約7万円 約17 万円 約16万円 約59万円

国公立／入学金・授業料ともに、省令で規定されている国立の
学校種ごとの標準額までを減免。

私立／入学金については、私立の入学金の平均額までを減免。
授業料については、国立大学の標準額に、各学校種の私立学校
の平均授業料を踏まえた額と国立大学の標準額との差額の２分
の１を加算した額までを減免。

◎給付型奨学金の給付額（年額、住民税非課税世帯）
国公立

（大学・短期大学・専門学校）
私立

（大学・短期大学・専門学校）

自宅生 約 35万円 約 46万円

自宅外生 約 80万円 約 91万円

高等専門学校の学生については、学生生活費の実態に応じて、
大学生の５～７割の程度の額を措置する。
＊文部科学省の資料を基に編集部で作成。

成
績
不
振
の
場
合
に
は
、

支
援
の
打
ち
切
り
も

＊１　Grade Point Average の略。履修科目の評点に単位数を加味して算出する成績評価値。個々の学生の到達水準を測る目安に用いることができる。

２
０
１
９
年
夏
ま
で
に

対
象
と
な
る
大
学
を
公
表
予
定

図１ 減免額・給付額の概要

＊文部科学省の資料を基に編集部で作成。

※年収は、両親、本人、中
学生の家族４人世帯の場合
の目安。実際には多様な形
態の家族があり、基準を満
たす世帯年収は家族構成に
より異なる。
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『VIEW21』の記事の大半は、学校や先生へ
の取材を基に製作されています。スムーズに

進む取材がほとんどですが、時には予想だにしないハプニン
グが……。今号の「これからの会議・研修のあり方、つくり方」
の取材では、記事を書くライターが取材に来られないという
事態が発生しました（私は無事に学校に到着）。そこで採った
策が、スマートフォンのテレビ会議アプリを使った遠隔取材
です。通信も途切れず、取材は無事に完了。改めて情報通信
技術の進化を実感するとともに、新たな取材スタイルの可能
性を見ました。……でも、
やっぱり、私は対面での
取材が好きです。画面に
向かって一生懸命話して
くださった先生方、生徒
の皆さん、ありがとうご
ざいました！　（柏木）

編集後記

Reader ’s  VIEW　

多様な価値観との出会いの機会を創出したい
　本校でも、卒業生の話を聞く機会を多く設けている。

大学生から受験勉強の仕方や大学選びの方法を学ばせ

たり、各分野で活躍している卒業生の刺激的な話を聞

かせたりと、ロールモデルとすることが多い。そのため、

12 月号の特集の座談会で学生が言った「ロールモデル

を見せることも大事だが、価値観を揺さぶられるような

生き方にも触れられると、自分の価値観を見直すきっか

けになる」「悩みながら回り道をしてきた人たちの話は、

自分の進路を考える上で影響を与えた」などの言葉が印

象に残った。 東京都立北園高校　鈴木公
ひろ

美
み

面談力を高めることが求められる
　12 月号の特集の座談会を読み、学生の意見が参考

になった。本校でも卒業生を招いた講演会やパネルディ

スカッションを行っている。その際、生徒たちは、難関

大学を卒業して輝かしい肩書きを持ち、社会で活躍する

卒業生の話以上に、様々なことを経験しつつも、自分が

面白いと感じたことにとことんのめり込み、自分の仕事

として形づくっている卒業生の話に魅力を感じ、関心を

持つようだ。生徒を学びに導く道の１つとして、挑戦す

ることの素晴らしさを、生徒の心に響く言葉にして伝え

ることができるよう、教師の面談力を高めることも課題

だと考えている。　　　　　 　　富山県　匿名希望

生徒との授業の関係について考えさせられた
　12 月号の「教師を育てた言葉たち」で、「阻害要因は

内に求めよ」とはどういうことか最初は戸惑ったが、読

み進めると、その真意が見えてきた。とりわけ授業におけ

る生徒との関係では、教師が教えすぎることが生徒の理

解の阻害要因になっているかもしれないという指摘に、

深く考えさせられた。　　　　　　　 兵庫県　匿名希望

中退者の減少に教師の強い思いを感じ取った
　12月号の「都教委の挑戦」を読み、中途退学者を減

少させることはシステムだけでは無理で、先生方の強い

思いがあるからこそ実現したのだと感じた。自分も負け

られないと思った。 新潟県立村上中等教育学校　清水哲

•反抗的な俺にさえ「合わせてくれた」
指導をありがとう。　　　　 新潟県

•あの時、怒ってくれてありがとうござ
います！　うれしかったです！　静岡県

•先生の言葉を机の前に貼って、めげ
そうな時に読んでいます。　　 東京都

•先生みたいな教師を目指します！
兵庫県

2018 年 12 月号へのご意見

テーマ
卒業する生徒にもらった
印象に残る一言

次号は4月15日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6回の発行です

高校版 2019 　 月号4

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報をタイムリーに

お届けします。お友だちの登録方法は、下の2次元バーコード

を読み取っていただくか、LINEアプリの「友だち追加」＞「ID

検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいた

します。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち募 集 中！

ぜひ、お友だち登録をお願いいたします！
アカウント名：@view21
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師になったばかりの私は、生徒と信頼関係を

築けずに悩んでいました。今考えるとその原

因は明白で、「教師は立派でなければいけない」「生

徒の手本であるべきだ」と思い込み、生徒に一方的

に厳しく接していたことにありました。そんなある

日、Ａ先生が集会で自身の受験の失敗談を話し、生

徒の共感を集めていました。Ａ先生にそのねらいを

聞くと、「教師は神様ではない。生徒と同じ目
線で語らないと」と言われました。その言葉に、自分

に足りない点を指摘された気がしましたが、当時の

私は自分の弱さを見せる勇気が持てませんでした。

　６年目に初めて担任を持つと、悩みは一層深まり

ました。依然として生徒との関係づくりが苦手で、

学級がまとまりませんでした。思い悩む中で思い出

したのが、Ａ先生の言葉でした。教師である以前に、

自分は不完全な１人の人間である。それから目をそ

らして厳しく指導するだけでは、生徒はついてこな

い。そう気づき、生徒の目線で話を聞き、対話する

ことで、関係性をつくり直そうと努めました。

　効果は徐々に表れました。指導するんだという気

負いがなくなって接すると、生徒は驚くほど本音で

話してくれるようになりました。Ａ先生のように時

には失敗談を話すと、親近感を持ってくれる生徒が

増えました。生徒との距離は少しずつ近づき、「あの

先生は話をちゃんと聞いてくれる」と、生徒からの

評判が聞こえてくるようになりました。

徒に素の自分を見せるという考え方は、教科

指導も大きく変えました。私は、英語科教師

ですが、流暢に英語を話せないからと、文法や訳読

を中心とした指導をしていました。生徒の前で失敗

し、恥をかくのを避けるためです。

　２年前、この問題に決着をつけようと、生徒に「私

は、英語教師でありながら英語を流暢に話せない。

それでも一生懸命に話すから、君たちも一緒に学ん

でほしい」と、思い切って伝えたのです。生徒から

の信頼を失うのではないかと、内心は恐ろしくてし

かたありませんでした。しかし、大勢の生徒が、私

の話を真剣に聞いてくれました。

　気持ちが吹っ切れた私は、生徒に英語で語りかけ、

コミュニケーション活動を積極的に行うようにしま

した。次第に生徒も大きな声で英語を話し、授業後

には集まって振り返りをする姿が見られるようにな

りました。質問に来る生徒も増え、以前より頼られ

ていると感じるようにもなりました。

　今も流暢とは言い難いですが、ほぼオールイング

リッシュで授業を進めていると胸を張って言えるほ

ど、私の英語力は伸びました。「失敗を恐れていては、

成長もない」─そのことが、私の姿を通して生徒

に伝わるよう、努力しています。

れからの時代に生徒が大きく羽ばたくために

欠かせないのが、自ら考え、行動する力です。

その出発点は、自分の弱さを自覚し、目標を持って

挑戦することだと思います。決して簡単なことでは

ありませんが、これからも私自身が挑戦し続ける姿

を見せて、生徒が一歩を踏み出す勇気につながれば、

教師としてこれ以上の喜びはありません。

No. 012
兵庫県立加古川南高校

上田慎志先生
うえだ・しんじ

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴１４年。同校に赴任して４年目。２
学年副主任。英語科担当。

兵庫県立加古川南高校　全日制／総合学科
／１学年約 240人／2018 年度入試合格
実績（現役のみ）：国公立大は、兵庫教育大、
徳島大、都留文科大、山口県立大に４人が
合格。私立大は、同志社大、近畿大、関西
学院大、甲南大などに延べ193人が合格。

教

こ

生

情熱教師 F i l e 12

今月の表紙　茨城県・私立水
すい

城
じょう

高校　鳴
な る し ま

島　崇先生

生 徒 と 紡 ぐ

鳴島　崇先生　教職歴 14 年。同校に赴
任して14 年目。学習指導部（探究活動、
カリキュラム・マネジメント担当）。

茨城県・私立水城高校　全日制／普通科／共学／１学年 約 600 人／ 2018 年度入
試合格実績（現浪計）国公立大は、茨城大、筑波大、東京大、京都大などに 202
人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 773 人が合格。

可能性を拓
ひ ら

く
　　　物理の授業では２年間、お世話になりました！
初めは物理が苦手でしたが、先生に週２～3回質問し
に行っていたら、いつの間にか得意になっていました。
　　　教科書に載っている以外の解法を自分で考えよ
うとする姿勢になってから、質問のレベルが上がった
よね。粘り強く取り組んだ成果だよ。
　　　先生はどんなに基本的な質問でも丁寧に教えて
くれるので、質問に行きやすいし、１回1回うなずき
ながら聴いてくれるから、安心して話せるんです。
　　　そうそう。先生に説明しているうちに頭の中で
問題が整理されていって、「あっ、分かった！」と、自
分で答えにたどり着くこともありました。
　　　気になることは人それぞれだから、どんな話で
も最後まで聴こうと心がけているよ。苦手科目でも、質
問に来れば来るほど、その科目に触れる機会が増える
わけだから、それを続けていけば必ず伸びると思うんだ。
　　　私は、インターアクト部（＊）の活動報告を地域
で行う時に、その前の練習で先生から姿勢や声の大き
さ、話す速さなどをアドバイスしてもらったおかげで、
自信を持って発表できました。

　　　50人以上を前に堂々と発表した姿は見事だっ
たよ！　その後、台湾の高校との交流や高齢者施設の
訪問など、より積極的に活動するようになったよね。
　　　学校外の人と大勢出会って、ほかではできない
ような経験ができました。この部に入ってよかったです。
　　　僕は、探究活動で先生から実験結果の記録の仕
方や測定範囲の決め方など、研究のための実験方法を
基礎から教えてもらい、研究の面白さに目覚めました！
　　　研究のレポートが廊下に貼り出されたよね。
　　　クラスで評価されたのは、大きな自信になりま
した。先生が紹介してくださった、研究テーマに詳し
い先生と話をしたら、ますます興味が湧いて、大学で
も研究したいと思っています。
　　　クラスマッチや文化祭では、先生のアイデアを
取り入れたら１年生でも上位の成績を残せて、やれば
できるんだと思えたし、クラスがまとまっていきました。
　　　みんながたくさんの経験を積めるよう、道を開
くのが教師だと思うんだ。経験して自信がつけば、新
しいことにも自分から飛び込んでいけるでしょ？　その
連鎖をつくり出せる教師でありたいと思っているよ。

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

生徒

＊青少年または高校生のための社会奉仕活動を行う部活動。

先生

生徒

生徒

先生

生徒
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真・読解力とは？

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 9
V o l u m e 6
高 校 版
〈ビュー21〉

2

平成30年度試行調査の問題に見る
大学入学共通テストで
求められる力と
その育成のあり方

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

栃木県立足利工業高校
　
主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

英語　千葉県立柏陵高校　玉谷純基

化学　長崎県・私立長崎南山中学校・高校　德田憲一郎
　
指導変革の軌跡

秋田県・私立秋田修英高校

しるべ
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